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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　１　再会の日







『もしもし？　統とう也や、今時間ええか？』

「副長ですか？　ちょっと今取り込み中なんで、手短にどうぞ」

『河原町丸太町のあたりにＳＣが出よった。自分、今すぐ行って始末してきてや』

「河原町丸太町？　そのＳＣ、でっかいサイみたいな奴やつじゃありませんかね」

『さあ。そこまではまだ把は握あくできてへんけど』

「もしサイみたいなＳＣだとするとそいつ、今俺の目の前にいますよ」

　携けい帯たい電話に語りかけながら、神しん柳りゆう統也は前方を見上げた。

　信号待ちの車の列が並ぶ、丸太町通りの車道。

　複数の車の屋根に四本の足を乗せて、サイのような姿をしたＳＣが猛たけり吠ほえていた。

　ＳＣ──スペクトラル・クリーチャー。幽ゆう霊れい的存在の総そう称しようである。

　その身体からだは霊れい気きと称しようされる粒りゆう子しによって構成され、物理的な干かん渉しよう能力を持つ。人が触さわろうと思えば触れるし、逆にＳＣの側も物質に接せつ触しよくできる。

　眼前のＳＣは体高約二メートル、大型だ。振ふる舞まいから察するに、知能の程度は見た目通りの獣けもの並み。容姿はサイに酷こく似じしているが、サイそのものではない。体表は金属のようにつるりとしてなめらか、頭部にはまっすぐな角が四本も生えている。

『そうなん？　そりゃ、ちょうどええな。じゃ、よろしく始末付けといてや』

　電話口の向こうの声は、吞のん気きだった。

「気軽に言いますけどね、副長、こんなでかいＳＣ、僕の豆まめ鉄でつ砲ぽうじゃ食い止められませんよ」

　ＳＣの大きな角が自分に向けられるのを見つめながら、統也は言い返した。

『何を言うやら。自分の霊れい銃じゆう、ワイルドハントが誇ほこるご立派な大たい砲ほうやんか。ボカ～ンって一発で倒たおせるやろ』

「無理ですって！　援えん軍ぐんをよこして下さい、できるだけ早くに！」

『そんなビビるなや。しゃーないなあ、ならちょい待っとき。どうにかしたる。ま、もしもの時は骨は拾ったるから安心しいや。……骨が残ってたらの話やけど』

　不ふ吉きつな言葉を最後に、電話は切れた。

「クソッ。全力で吐はきたくなってきた。……うむむ」

　吐き気に耐たえながら、統也は携帯電話を制服のブレザーの内ポケットに放り込んだ。

「……今の電話、副長からですか？」

　そばに立つ少女が、統也に問いかけた。

　着衣は純白の和装。足袋たびと草履ぞうりを履はいた両足はわずかに地面から離はなれ、宙に浮ういている。

　彼女もまた、ＳＣだ。眼前のサイとは異なり、人の理性を持ち、人の姿をした霊れい的てき存在。

　その名をサザンカという。

「ああ。骨は拾ってやる、とのありがたいお言葉をいただいたよ」

　統也がため息を吐つくと、サザンカは柳りゆう眉びを逆立てた。

「相変わらず無責任なことを言いますね、火梓かずさときたら……！」

　怒いかりを露あらわに、結んだ右みぎ拳こぶしを震ふるわせる。当人も無意識のうちに、拳がピキピキと音を立てて凍こおり始めた。

「心配しないでください、統也。あなたのことは私が命に代えても守ります」

「大げさだな、サザンカ。副長は『援軍をよこす』とも言ったよ。僕らは援軍が来るまであのＳＣを足止めする。面めん倒どうだけどやるしかない」

　言いながら、統也は右手の銃じゆうのグリップの中からカートリッジを引き抜ぬき、新しいものと交こう換かんした。

　カートリッジの中に充じゆう塡てんされているのは、弾だん丸がんではなく、圧縮された霊気。

　霊気は霊銃の中で弾丸の形となり、引き金を引くことで射出される。

　統也は狙ねらいを定め、ＳＣ目がけて三発撃うち込んだ。

　三発とも胴どう部ぶに命中。浅い穴を穿うがつ。

　ＳＣのサイズに比べ、穴はあまりにも小さいが、ＳＣを苛いら立だたせ、注意を惹ひくには十分だった。

　咆吼して、ＳＣは駆かけ出した。

　さらに何台かの車の屋根をへこませた後、車道に下りる。無人の反対車線を、ＳＣは何にも邪じや魔まされずに走った。

「ちゃんとついて来てくれよ……」

　霊れい弾だんを撃ち込みながら、統也とサザンカは逃にげる。統也は長い二本の足をフル回転させながら、サザンカは地面から数センチの高さを滑すべるように。

　ＳＣは、その身体で霊弾をことごとく受け止める。しかし、その突とつ進しんは小こ揺ゆるぎもしない。まさしく豆鉄砲に撃たれた程度にしか思っていないようだ。

　ほどなくして、通りの左右に建つビル群が途と切ぎれ、視界が広がる。鴨かも川がわと、鴨川を渡わたる橋にさしかかった。

　統也は減速して進行方向を直角に曲げ、河原に下りる道へ踏ふみ込んだ。数メートル進んだところで足を止めて振り向むき、

「はいはい、こっちですよ～」

　ＳＣの姿が見えたところに、もう一度三連射。霊弾を脇わき腹ばらに叩たたき込む。

　ＳＣは立ち止まり、短く吠えた。すぐに統也を見つけて、追走を再開。

　統也は柳の並木の枝葉をかき分け、河か川せん敷しきに飛び出した。

　鴨川の河川敷は広域公園になっていて、石いし畳だたみの通路やゲートボール場や芝しば生ふ地ちが混在している。統也とサザンカはそれらを横切って南下、川岸の際まで出た。

「足あし下もと、気を付けてくださいよ！」

「わかってる。濡ぬれたくないし」

　サザンカの忠告に応じながら、統也はためらわずに飛び込んだ。

　川かわ面もすれすれを横切り、歩行者を対岸へと渡す飛び石の列が、鴨川には数カ所設置されている。そのうちの一つを、統也は駆け渡った。勢いをつけてひょいひょいと飛び、ちょうど真ん中あたりで足を止め、くるりと振り返る。

　ＳＣは、川岸を駆けていた。怒りに燃える目で、はっきりと統也の姿を捉とらえながら。

「サザンカ、カートリッジ！」

　手に握にぎる銃のカートリッジを引き抜きながら、統也は要求する。

　応じて、サザンカは袖そでの中からカートリッジを取り出し、

「はい、どうぞ」

　軽くキスをしてから、統也に手渡した。

　統也はカートリッジを再装そう塡てん、素す早ばやく構えて撃ち込んだ。

　ＳＣが斜しや面めんを蹴けり、川へ飛び込む。川はさして深くないとはいえ、ＳＣの巨きよ体たいは大きな水柱をあげる。

　統也の放った弾丸の一発が、水柱に命中した。

　着ちやく弾だんした途と端たん、水柱はたちどころに凍る。

　氷の柱と化して、その内側にＳＣの身体の一部を封ふうじ込めた。

　勢いよく迫せまっていたＳＣが、急停止。

　他ほかの弾丸は川面に命中し、ＳＣの足下を凍らせた。

　氷結面はあっという間に十数メートル範はん囲いに広がった。氷の浮うき島しまができて、鴨川の流れに乱れをもたらす。

　ＳＣは身を揺ゆすり、頭を氷にぶつける。しかし氷はびくともしなかった。

「私の氷、そう簡単には砕くだけませんよ」

　空中に浮いたまま、サザンカはＳＣに接近する。

「はあ、ううう……、さしあたり、これでよし。これ以上走ったら吐くところだった」

　統也は凍った川面に降り、肩かたで息いきをしながらサザンカのあとを追った。

「あとは援軍が来るまで、氷が解けないように見張っていればいい」

「さすが統也、よくできました」

　サザンカの褒ほめ言葉に、統也は笑えみを返した。

「まだ油断しちゃいけないよ。こいつを完全に無力化したわけじゃないし」

　ＳＣは抵てい抗こうをやめなかった。首から上を大きく動かし、巨きよ大だいな角を何度も氷に叩きつけ、砕こうと試みている。もっとも、小さな氷のフレークがわずかにできあがるばかりで、砕けそうな気配はない。

「ほっといても大だい丈じよう夫ぶですよ。いずれ疲つかれてあきらめますって」

　サザンカが楽観的観測を述べた時、低い異音が発生した。

　ＳＣの角が回転を始めた。さながらドリルのように。

「おっと、なんだこりゃ」

　目を剝むく統也に対し、しかしサザンカはまだ余よ裕ゆうの体を保つ。

「フッ。こけおどしですよ、こんなもの。ドリルごときでどうなるって言うんですか」

　ＳＣはもう一度頭を振り上げて、ドリルを氷柱つららへと叩きつけた。

　途端、氷柱は砕け散った。

「…………」

　統也とサザンカが呆あつ気けにとられる中、氷の破は片へんがバラバラと川面に落ち、無数の小さな飛沫しぶきを立てた。

　返す刀で、ＳＣは足下を捕とらえる氷にドリルをねじ込む。ドリルの先せん端たんが破は滅めつ的な音を立てると、そこから氷の表面に亀き裂れつが走り始めた。

　亀裂が統也の足下に届くまで、さしたる時間はかからなかった。

「…………！」

　全力逃とう走そうを、統也は試みた。が、両足は滑るばかりで前進できない。

「統也！」

　サザンカが統也の右手を摑つかみ、引っ張り上げる。どうにか統也は飛び石に戻もどることに成功した。

　氷はすっかり砕け、ＳＣは自由になった。吠ほえながら飛び石に乗り移って、回転し通しのドリルを統也に向ける。

「フヒィィィィ──ッ！」

　統也は悲鳴を上げた。全力で飛び石を駆け抜けて、対岸に着地。そのまま南へ逃げる。

　逃げながら身体をねじり、迫り来るＳＣに銃じゆう撃げきを放つ。が、動どう揺ようで狙いが定まらず、霊弾はあらぬ方向へ飛んでいく。たまにヒットする弾丸もＳＣの体表をわずかに凍らせるばかり、突進は止まらない。

「クソッ！　だから僕には無理だって言ったんだ！」

　絶望の叫さけびをあげる統也。既すでに結構な距きよ離りを走っている。足は重く、呼吸も荒い。

　あのドリルに貫つらぬかれて死んでしまうのか、と覚かく悟ごを決めかけた時──

「……神柳統也！」

　自分の名を呼ぶ声に、頭をもたげた。

　前方数十メートル先の橋の上、欄らん干かんに誰だれかが立っている。

「統也！　そいつをここまで連れてきて！」

　少女が一人、大きなジェスチャーで手招きをしていた。

「援軍か！　ありがとう副長！」

　希望を取り戻して、統也は余力を振り絞しぼり、最後の加速をかけた。

　橋に近づくにつれ、少女の姿がはっきりと見えてきた。

　統也と同じ、玄げん武ぶ学院の制服を着用していた。博物館の同どう僚りよう、学院に通いながら調査員を務める人間の姿を統也は何人か想起したが、その誰とも違ちがう。

　そもそも、金きん髪ぱつの同僚など記き憶おくになかった。

「誰だ……？」

　統也は訝いぶかったが、今はそんなことを気にしている場合ではない。言われるままに走り、橋の下をくぐり抜ける。

　少女は両手で霊れい剣けんを握っていた。大剣を欄干に載のせ、幅はばの広い刀身を見せつける。

　両手で霊剣を高く持ち上げて、少女は欄干を蹴った。

「はああああ──ッ！」

　重力に任せて自由落下。ＳＣの背に剣を突つき立てる。

　深く、霊剣はＳＣの背中を抉えぐった。

「…………！」

　くぐもった悲鳴を上げ、ＳＣは身を震わせた。身をよじり、少女を振ふり落とそうとする。

　少女は霊剣を引き抜いて、ＳＣの背を蹴った。空中で一回転し、剣を正眼に構え、

「せええッ」

　短い吐と息いきとともに、縦一文字に振り下ろした。

　ＳＣの胴どう体たいが、ざっくりと縦に裂さける。

　更さらに、少女は真横に一いつ閃せん。

　巨大な十字の傷が、深く刻み込まれた。

「核かくだ！」

　十字傷の中央を、統也は指さす。

　ＳＣの深奥部がさらけ出され、埋うもれていた球体が姿を現していた。心臓の鼓こ動どうのようにわずかな明めい滅めつを繰くり返すそれは、ＳＣの核。ＳＣの魂たましい、本質とも言える最重要器官。

「とどめッ！」

　少女は大きく踏み出して、渾こん身しんの突きを繰り出した。

　その剣先が、正確に核の中央へ突き刺ささる。

　ＳＣの身体からだがびくりと震ふるえて、硬こう直ちよくする。

　幅はば広びろの刀身をそのまま押し込み、少女は核を両断、破は壊かいした。

　直後、ＳＣは炸さく裂れつした。

　巨体が一いつ瞬しゆんにして砕けて、ガラスのような細かい破片と化す。

　破片は短時間ちらちらと舞まった後、霧む消しようしていった。

「はい、おしまい」

　巨大な敵を倒たおした少女は、簡単なおつかいでも済ませたかのような軽い声で言って、剣を引いた。霊れい気きで構成されていた刀身は消しよう滅めつし、柄つかだけが少女の手の内に残る。

　くるりと振り返り、立ち尽つくす統也に視線を向ける。

「……誰です？」

「セント・ジョージ・クロスだ」

　サザンカの問いに、統也が応じた。

「セント・ジョージ？　この人男性なんですか？」

　統也はすぐには答えられなかった。長ちよう距きよ離りを走り抜ぬけ、ひどく消しよう耗もうしていた。

　肩で息をしながらその場に腰こしを落として、懐かい中ちゆうから薬くすり瓶びんを取り出す。白い錠じよう剤ざいを数すう粒つぶ取りだし、水もなしに飲み込んだ。

「……どう見ても女の子だろ……」

　時間をかけて呼吸を落ち着けた後、統也はやっとのことで言った。

「セント・ジョージ・クロスってのは今の技わざの名前。二年前ロンドンに派は遣けんされた時にさんざん見た技だ。向こうの調査員は、霊剣アスカロンを使ってＳＣを十字に裂くんだよ」

「フフッ」

　金髪の少女は、統也をまっすぐに見み据すえて歩み寄ってきた。

「相変わらず、街灯みたいね。背が高いし、超ちよう瘦やせてるし」

　自分の頭に手の平を乗せて、高さを維い持じしたままスライドさせる。その手は統也の胸にぶつかった。

　そのまますぐそばまで近づき、顔をもたげ、輝かがやく瞳ひとみで統也を見上げた。

「二年前より、うまくなったでしょ？　見み違ちがえた？」

「見違えた。というか、どうしてこんな所にいるんだよ、紅くれ葉は」

　信じられない、という驚おどろきの目で、統也は少女──久く留る守す紅葉を見つめた。

「しかもなんなの、その格好。なんで玄武学院の制服なんか着ているんだ？」

「それは簡単。明日から玄武学院に転入するからよ。当たり前でしょ？」

　と答えて、紅葉は悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。







　京都霊りよう異い博物館。

　明治時代に開設され、京都市と玄武学院大学が共同で管理運営する博物館だ。

　その運営目的は、主に二つ。一つは、京都に長く言い伝えられてきた非現実的、非日常的な伝承──例えば鬼おにやヌエといった妖よう怪かい、あるいは陰おん陽みよう師じ、あるいは冥めい界かい、異界との境界など──にまつわる資料を収集し、総合的に研究、展示するというもの。近年は日本全国、世界各地の超ちよう常じよう現象研究にも手を伸のばし、その規模を拡大している。

　そしてもう一つは、現代を生きる人間の身に降りかかる霊れい的てき災さい厄やく、霊の害から人々を守ること。霊異──ＳＣは伝説の中にのみ住まう存在にあらず、今もなお人々の生活を脅おびやかす存在である。

　むしろ、現代の方が脅きよう威いが増しているとも言える。かつて人と霊異は住まう場所を違たがえ、お互たがいの領域に踏ふみ込まないようにしてきた。が、近代以降の都市化は霊異の住まう場所を大きく侵しん蝕しよくしてしまった。以降、人と霊異が衝しよう突とつする事例は加速度的に増加している。

　その際、人々が頼たよるよすがとしたのが霊異博物館だ。霊異に詳くわしい方々ならば霊異を撃げき退たいする方法も知っているだろう、と人々は乞こい、博物館員たちはそれに応こたえてトラブル対処を請うけ負おった。ほどなくして博物館は、霊れい的てきな害から社会の安全、治安を守る専門的組織の必要性に気づき、行政の協力の下、専門部署を立ち上げた。

　それが「牙が霊れい調査室」、通つう称しようワイルドハントである。

　ＳＣの中でも特に人に害を為なすものを「牙霊」と定義し、牙霊が引き起こすトラブルの対処を主に行う。所属する調査員は、対ＳＣのための戦せん闘とう系霊能力を持ち合わせる霊能力者か、人並みの知能と理性を持ち人類に融ゆう和わ的なＳＣだ。彼らは牙霊が出現し次し第だい出動して、対決、始末を引き受ける。

　神柳統也は、玄武学院高等部二年生という若じやく年ねんでありながら、その力を見込まれ、ＳＣサザンカと組んで調査員として活動していた。

　彼らのコンビは、ユニットイレヴンアルファ（11‐α）と呼こ称しようされている。




「まあ、紅葉のことを自分に伏ふせてたのは認めるよ。サプライズってやつやな」

　北きた大おお路じ火梓は統也にそう説明した。

　黒いスーツを着て、右目を眼帯で覆おおった、若い女性である。

　見た目は二十代ながら、この道で既に三十年近く重責を務めてきたかのごとき雰ふん囲い気きの持ち主でもある。牙霊調査室副室長の一人として、オフィスフロアの一角に陣じん取どり、時には現場に出て、複数の調査員ユニットを統とう括かつ指導する、という立場にある。

「世界各国の対霊機関との人材交流のことは知っとるやろ？」

「そりゃ知ってますよ。僕もそれで一ヶ月ほどロンドンに行ってきましたし」

「そういうこと。今度はうちでこの子を預かることになったってわけや」

　と言って、火梓は紅葉の肩かたに手を置いた。

「なんでも自分ら、知り合いやそうやな」

「ええ。統也のことはよく知ってますよ」

　と紅葉が言うと、

「私は彼女のこと、知りませんけど」

　サザンカがひどく不ふ機き嫌げんそうな声を漏もらした。

「統也、この子は一体なんなんですか。現地妻なんて言ったら口の中に手を突っ込んで直接心臓を凍こおらせますよ」

「よしてくれ。僕はまだ死にたくない」

　統也はため息を吐ついた。

「ロンドンに行ったのは、サザンカと組むより前だったなあ。二年前に短期間、ロンドンの霊害対策機関に派遣されたんだ。研修って名目で。その時に僕の世話係になってくれたのが、紅葉だよ」

　とサザンカに説明した後、紅葉に目を向ける。

「しかしまあ、本当に驚いた。一体何しに来たの。日本に来ればスシテンプラが食えるとでも思ったか」

「違う」紅葉は否定した。「ロンドンでもスシテンプラは食べられるわよ」

「じゃあサムライニンジャでも探しに来た？　ちょっと遅おそかったかな、実はどっちも百五十年ほど前に絶ぜつ滅めつしているんだ」

「それも違うわ」

「となると、さてなんだろう。今いま更さら、火ひ縄なわ銃じゆうの製法でも伝えに……」

「違うったら。そもそも私は、九歳くらいまでは日本に住んでたのよ」

「そういやそうだった。以前そんなこと言ってたっけな」

「こんな髪かみだけど、私は日本人の血を引いているんだからね」

　紅葉は自分の金髪を撫なでた。正確には四分の一だけ日本人の血が流れるクォーターだ。

「じゃあ、何しに帰ってきたの。単なる里帰り？」

「あなたに借りを返しに来たの。神柳統也！」

　びしッ！　と紅葉は統也を力強く指さした。

「二年前、ロンドンで私に味わわせた屈くつ辱じよく、忘れたとは言わせないわよ！」

「屈辱？　僕がなんか酷ひどいことでもしたか？」

　まるで思い当たるところが無く、統也は首をひねった。

「ロンドンのクソ強いＳＣと戦いまくっていたって記憶しかないけど。ドラゴンだのワイバーンだの、でかい化け物が次から次へと出てきてなあ……。生せい還かんできたのは奇き跡せきだな」

「そういう言い方が、私には屈辱的だと言ってるの」

　紅葉は統也をさす指を震わせた。

「たしかにあの時期、私一人じゃとても倒せないようなＳＣがたくさん出てきた。実際、私がＳＣの攻こう撃げきを食くらって気絶するの、一度や二度じゃきかなかったし。でも私が意識を取り戻もどした時には、大たい抵てい始末がついていた。統也が一人でＳＣを倒してたから」

「パートナーの窮きゆう地ちを救うのは、人として当然のことだろ」

「私は、悪あしき霊から無力な人々を守るために調査員になったの。なのに、逆に守られてどうするの。しかも同い年の相手に。これが屈辱以外のなんだって言うの！」

　強い語気にあてられて、統也は思わず一歩退いた。

「……なんとまあ。そんな風に思われていたとは意外だなあ。お別れパーティの時は紅葉、ベロンベロンに泣いて僕との別れを惜おしんでくれたじゃないか。統也と二度と会えなくなるくらいならテムズ川に身投げする、とか──」

「はうッ」

　痛いところをつかれたみたいに、紅葉は目を見開いた。

「あ……あれは、ちょっとビールを飲み過ぎて、前後不覚に酔よってただけ！　たしかにそんなことを言ったかもしれないけど……別に身投げなんかしてないし」

　必死に言い訳をして、あさっての方向を向く。

「未成年なのにビール飲んでるんかい」

　どうでもいいツッコミを、火梓が入れた。

「イギリスでは、両親の同意さえあれば五歳から飲めるらしいですよ」

　とフォローを入れてから、統也は紅葉を見やった。

「言いたいことはだいたいわかった。でも、僕は良い行いをしただけじゃないか。なのに恨うらまれるなんて、そんなのありか。この世に神はいないのか」

「……統也を恨んでいるわけじゃないわ。そこは勘かん違ちがいしないで」

　少し興奮しすぎたと自省したか、紅葉は口調を抑おさえ気味にした。

「無力だった私が悪いの。時間が経たつにつれて、自分への怒いかりというか、情けなさというか……そういったゴチャゴチャが私の中でどんどん大きくなっていったの。だから決心した。これを解消するには、私自身が統也のホームコートに乗り込んでいって、直接統也に借りを返してやるしかないって」

「……という話を聞いてたんでな」火梓が話を引き受けた。「こっちで紅葉を受け入れて、統也のユニットに加わって活かつ躍やくして頂こう、と考えた訳や」

「この娘こと統也を組ませるんですか！　この私を外して？」

　サザンカの強い反応に、火梓は首を横に振ふった。

「いやいや、統也、紅葉、サザンカの三人で新ユニットにしたんねん。新ユニット名は『イレヴンベータ（11‐β）』やな」

「冗じよう談だんじゃありません！　そんな提案、受け入れられませんよ。統也の保護者は私一人で十分です！　そうでしょ、統也？」

　サザンカは統也を問いただす。しかし、紅葉も黙だまっていない。

「いいえ、誰だれがなんと言おうと組んでもらうわよ。統也と組めないんじゃ、なんのために日本に戻ってきたんだって話になる。ノーとは言わせないわ」

「イヤと言いなさい、統也！」

「イエスと言って、統也！」

　左右から、サザンカと紅葉が統也へ詰つめ寄る。

　統也は二人に等分に視線を投げた後、火梓に助けを求めた。

「……いいんですか？」

「自分、最後に人間と組んでたの、もう一年くらい前やろ。そろそろええんちゃう？」

　火梓は薄うすい笑えみを浮うかべた。

　統也は考え込み──そして結論を出した。

「わかった。組もう、紅葉」
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「それでこそ私のライバルよ、統也！」

　紅葉はニヤリと笑って拳こぶしを統也の胸に押しつけ、

「どういうつもりなんですか、統也！」

　サザンカは統也の襟えり首くびをつかんで引き寄せた。

「あんな女を受け入れるなんて、冗談でしょう？　私に飽あきたんですか⁉　私は今まで、あなたのことを弟のように思って愛してきたというのに……！」

　今にも窓から飛び降りかねない悲ひ嘆たんの表情を浮かべ、サザンカは訴うつたえる。

「大げさだなあ。副長の命令なんだ、仕方ないだろ」

　イヤイヤという調子で答えながら、統也はフロアの隅すみへサザンカを引き寄せた。

「それに、サザンカをユニットから排はい除じよするわけじゃないんだし。というか、サザンカもいてくれないと困るよ。サザンカに見捨てられたら、僕はこれからどうすればいいんだ」

　小声で、しかし情感を強く込めて訴える。

「何を言うんですか。私が統也を見捨てるわけがないでしょう」

　サザンカは即そく答とうした。

「仕方ありませんね……ここは大人の側が譲ゆずりますか」

　短いため息を吐ついた後、紅葉に向き直って握あく手しゆを求めた。

「歓かん迎げいしますよ、久留守紅葉さん。霊りよう異い博物館へようこそ」

「こ……こちらこそよろしく……」

　紅葉は握にぎり返そうとして、サザンカの手から放たれる強きよう烈れつな冷気に気づいた。寸前で止める。

　サザンカは素す早ばやく紅葉の手を摑つかみ、握手を成立させた。

「冷たッ！」

　紅葉は手を振り払はらおうとするものの、サザンカはがっちり握って離はなさない。

「よろしくお願いしますねえ」

　サザンカは口元に笑みを浮かべ、しかし目元はまったく笑っていない。

「はいはい、そこまで。新人いびりも大たい概がいにしいや」

　火梓が割って入り、二人の手を離させた。

「仲良ぉしたりや、ユニットなんやから。……ところで統也。自分らが始末したＳＣ、自然発生した奴やつやったんか？」

「いえ、多分違ちがうと思いますね。回収した遺留物を資料室に預けてきたんですが……あ、来た」

　ブースを区切るパーティションの向こうから、少女が一人姿を現した。ゴーグルを装着して目元を隠かくしており、身体からだはかなり小こ柄がら。白衣を着ているもののぶかぶかで、両手の先から余った袖そでがだらりと垂れている。

「お疲つかれ様～。調べてみたですよ～」

　統也たちと目が合うと、少女は口元に笑みをたたえた。

「……子供？」

　紅葉がつい呟つぶやくと、

「立派な中学生です！」

　少女は素早く反論した。

「この子は博物館の資料室所属、砂すな村むらあやめ。玄武学院の中等部一年や」

　ぽん、と火梓が少女の頭に手を置いて、紹しよう介かいした。

「見た目はちっこいけど、なめたらあかんで。この子の頭の中にはＳＣにまつわるありとあらゆる知識が詰まっとるんやからな」

「そうなんですか……。ごめんね、あやめちゃん」

　紅葉は背中を丸めて目線を合わせ、あやめに謝った。

　唇くちびるを尖とがらせたまま、あやめはしばし固まっていたが、

「あやめ、ラムネ食べるかい？」

　横から統也が薬くすり瓶びんを取り出すと、ぱっと顔つきが明るくなった。

「食べるです！」

　統也は瓶の蓋ふたを開け、中に詰まっていたものをあやめの手の中に数すう粒つぶ零こぼした。

「それ、河原で統也が飲んでた薬じゃ──」

　紅葉の言葉を尻しり目めに、

「ありがとね、統也！」

　あやめは礼を言って、大喜びでラムネを食べ始めた。

　紅葉は息を吞のんで経過を見守ったが、あやめの顔が歪ゆがむことはなかった。

「ご心配なく。薬はこっち」

　統也は別の薬瓶を取りだし、紅葉に見せた。こちらには薬の錠剤が詰まっていた。

「……紛まぎらわしいことするのね」

「余った薬瓶をラムネ入れに再利用しているんだ。……それよりあやめ、さっき渡わたしたやつ、どうだった？」

　統也に水を向けられると、あやめは小さなチャック付きポリ袋ぶくろを手元でひらひらさせた。

「うん、これね」

　ポリ袋の中には、赤いリボンのようなものが収まっていた。幅はばは二センチ程度、十字になっていて、黒い墨すみでなんらかの紋もん様ようが記されており、その先せん端たん部は四つとも千切れている。

「ＳＣの核かくに巻き付ける、首輪みたいなものですね～。多分これ、ＳＣの核に刺し激げきを与あたえる、調教用の道具じゃないかなあ？　快楽の刺激と不快な刺激を使い分けてしつける、霊れい的てきアイテムだと思うですよ」

「つまり、どこかのアホが飼っていたＳＣを逃にがしたのか。困った奴もいたもんだ」

　統也が肩かたをすくめると、火梓は同情するように何度も頷うなずいた。

「まったくやな。ほんなら統也、そのアホを見つけてとっ捕つかまえてくれや」

「えっ。見つけ出せ？　マジで？」

　統也は目を丸くした。

「うちらの仕事をなんやと思ってんねん。ＳＣの被ひ害がいの情報、入ってきとるで。結構な数の車が屋根へこまされたそうやないか。ＳＣの飼い主に賠ばい償しようしてもらわなあかんやろ」

「そりゃそうですけど、リボン以外なんの手がかりもないのに、どうやって捜さがせって言うんですか」

「そこをどうにかするのが、優ゆう秀しゆうな調査員ってやつや。期待しとるで、統也。ユニットイレヴンベータの初仕事や」

　火梓は手を伸のばし統也の頭を捕まえて、わっしゃわっしゃと髪かみをかき乱した。

「その仕事、できれば他ほかのユニットにまわして頂けませんかねえ」

　なおも渋しぶる統也だったが、

「期待してる、言うとるやろ？」

　火梓の手に力がこもり、統也の頭部をメリメリメリと締しめ上げた。

「微び力りよくを尽つくさせて頂きます」

　統也は即答した。

「結構結構」

　火梓は手をゆるめ、統也を自由にした。統也はその場にかがみ込み、頭を抱かかえた。

「ま、調査活動は明日からでええで。今日は紅葉を寮りように連れてってや」

「寮ですか」

　統也は頭をもたげた。

「明日から玄武学院高等部に転入するから、学校でも世話したってな」

「転入ねえ……。でも、こっちに滞たい在ざいするの一ヶ月だけなんでしょ？」

「何言ってるの」紅葉が言った。「統也のロンドン滞在は一ヶ月だったけど、私は無期限よ。今のところ、帰る予定はないわ」

「マジ？　なんで？」

「統也に借りを返すまでは帰らない。そう誓ちかったから」

「何がどうなれば、紅葉は僕に借りを返したことになるんだ？」

「それは私が決める」

「つまりまだ決めてない？」

「……統也、私にさっさと帰ってほしいわけ？」

「いや、そういうつもりじゃないんだけど……」

「イエスかノーかで答えなさい」

「……ノー。帰れ、なんて思ってないよ」

「なら別にいいでしょ」

　紅葉は手を差し伸べた。

　統也はその手を取って、立ち上がる。

「よろしく、相棒」

　と言って、紅葉はにっこり笑った。

　別の意味で頭が痛い、と統也は思ったが、口には出さず、片手で自分の頭を撫なでるに留とどめた。







「へえ。綺き麗れいな建物ね」

　博物館の寮を眼前にして、紅葉は感かん嘆たんの声を上げた。

「福利厚こう生せいはしっかりしている。そうでなきゃこんな仕事、やってられないよ」

　応じて、統也は紅葉を先導し、自動ドアをくぐった。

「ＳＣを近寄らせない特とく殊しゆな装置が二十四時間稼か働どうしているから、停電にならない限りここがＳＣに襲おそわれる心配はないよ」

「なるほど。それでサザンカがついてこなかったのね」

　職員寮は、博物館から地下鉄で数駅離れたところにある。在来線との接続駅であり、すぐそばに複数の大学キャンパスが建ったこともあって、近年整備開発が著いちじるしい地域である。寮も駅から歩いて数分というところに建てられており、寮の入り口からまっすぐ正面を向くと、在来線高こう架か駅のホームを覆おおう大屋根が見える。

　統也は大屋根に背を向け、寮のだだっ広いエントランスに入り、すぐ右手のフロントカウンターに歩み寄る。

「ただいま、中なか沢ざわさん」

　カウンター内の椅い子すに座る女性に声をかけると、

「あら、統也くん。おかえり～」

　女性は満面の笑えみで挨あい拶さつを返した。

「こちら、寮の管理人の中沢さん」統也は紅葉に説明した。「ここで何かしら困ったことがあれば、この人に相談すればいい」

「こんばんは。今日からお世話になる久留守紅葉です」

　紅葉は礼れい儀ぎ正しく頭を下げる。

「あらあら。話は聞いてますよ。ちょっと待っててね、鍵かぎを持ってくるから」

　管理人は立ち上がって礼を返し、そのままカウンター奥のカーテンの向こうに姿を消した。

「ここ、いいところねえ。一目で気に入っちゃった。あそこ、食堂？」

　ニコニコしながら、紅葉はフロアの奥を指さす。

「ああ。寮のカフェテリア。朝早くから夜よる遅おそくまでやっているから、いつでも好きな時間に来て食べればいい」

　カフェテリアにはそれなりに人がいた。食事を摂とりにやってくる者もいれば、食事を済ませて部屋に引っ込もうとする者もいる。

　そのうちの一人が、ふと統也の姿に気づいた。

「おい、誰だれかと思ったら統也じゃないか！」

　玄武学院の制服を着たままの女子が、手を振ふりながら近づいてくる。

「やあ、巴ともえ」

　名を呼んで、統也も小さく手を振り返す。

　女子高生にしては背は高め、髪かみ型がたもボーイッシュで、美少年が女装でもしているのか、と紅葉は一いつ瞬しゆん勘かん違ちがいした。

「聞いたよ、今日は鴨川でＳＣと追いかけっこして遊んでたそうじゃないか。あんたがそんな童心の持ち主だったとは驚おどろきだね」

　少女は男みたいな口調で早口にまくしたてる。語る内容も冗じよう談だんめかしてはいるが、皮肉の色が濃こい。

「久しぶりに全力で走ったから疲つかれたよ。もう少しで吐はくところだった」

　一方、統也は穏おだやかに応じて返す。

「ところで、こいつは誰だ？」

　巴の目が紅葉に向いた。

「初めて見る顔だ。というかでかいおっぱいだね！　その年でシリコン豊胸手術してるってことは、グラビアアイドル志願者かなんかか？」

「…………！」

　いきなりの無礼な物言いに、紅葉は数秒間絶句した後、光速の平手を繰くり出した。

「おっと」

　巴はスウェーでひらりとかわした。紅葉の平手は空を切る。

「こりゃ失礼。グラビアアイドル志願者なら、こんなに鋭するどいビンタは打てないな」

「統也！　なんなのこいつは⁉」

　紅葉の怒いかりの目は、統也に向いた。

「こちらは梅ばい光こう院いん巴。僕らと同じ、玄げん武ぶ学院高等部の生徒兼けん調査員だよ。同どう僚りようだな」

「同僚？」

　巴の眉まゆがつり上がる。

「ってことは、この偽にせ物ものおっぱいもワイルドハントの一員ってことか？」

「誰が偽物よ！　これは両親からもらった手つかずの綺麗な身体からだよ⁉　冗談でもそういうこと言うのはやめてよね！」

「冗談も何も、あたしの目には、偽物にしか見えないよ。常識を大きく逸いつ脱だつしている」

「だったら、あなたの目は腐くさってるわよ。脳が腐ってると言った方が正しいかしらね？」

「今すぐこの場で脱ぬぎでもしない限り、あたしは納なつ得とくしないね」

「その辺にしてくれ。あたりに迷めい惑わくだろ」

　統也が割って入った。紅葉を手で示し、巴に紹しよう介かいする。

「こちらは久留守紅葉。ロンドンから着任した調査員だ。見ての通り、玄武学院高等部に編入学する。仲良くしてくれ……と言いたいところだが」

　統也が喋しやべっている間も、紅葉と巴はにらみ合いを続けていた。視線で相手を殺そうとしているかのような勢いだ。

「握あく手しゆを勧すすめられる状じよう況きようじゃなさそうだ」

「握手なんて願い下げ。さっさと目の前から消えてちょうだい」

　紅葉は即そく答とうした。

「はいはい、そうさせていただきますよ」

　投げやりに答えて、巴は踵きびすを返した──が、数歩行ったところでくるりと振り返る。

「ところで統也。あんたが世話してるってことは、その子とユニットを組むのか？」

「そうよ。私は、統也のパートナーとして活動する」

　紅葉がそう答えると、巴は目を見開いて、大声で笑い出した。

「そうかい、そうかい。なんだ、そういうことは早く言ってくれよな！」

　何故なぜ巴がゲラゲラ笑うのか、紅葉にはその理由がわからない。だが、バカにされているであろうことだけは理解できる。

「不ふ愉ゆ快かいね。何がそんなにおかしいわけ？」

「いやあ、失礼失礼」

　笑いすぎて、巴の目からは涙なみだまで流れ出ていた。

「これから先、あんたがどんなに酷ひどい目に遭あうのかって想像するだけでおかしくってね。すまないね、ほんと」

　涙を手で拭ぬぐいながら、なお笑いが収まらない。

「？　それってどういう──」

「統也と一いつ緒しよに行動していれば、イヤでもわかるだろうよ！　一週間後、あんたがどんなツラになってるか楽しみだ！　それじゃおやすみ！　悪夢でも見な！」

　紅葉の声を振り切って、巴は大おお股またに歩み去っていった。

「……なんだって言うのよ」

　半ば怒り、半ば呆あきれた表情で、紅葉は巴の後ろ姿を見送った。

　統也は紅葉の肩かたに手を置いた。

「気にしないでいいよ。あいつはいつもあんな調子だ。一部の人間は彼女のことを恐きよう怖ふと畏い敬けいの念を込めて『御ご前ぜん』と呼ぶ。真面まじ目めに取り合っているとこっちの精神が持たないぞ」

「そうみたいね。ああいうのを性格破は綻たん者って言うのかしら」

「噂うわさによると、惑わく星せい直列が発生する時に三十分間だけ正気に戻もどるらしい。あと、歩いた足あし跡あとから卒そ塔と婆ばが生えてくるとも聞いたことがある」

「なんであんな奴やつがここにいられるのよ」

「少なくとも、優ゆう秀しゆうな調査員ではある。どこの国だって、戦える霊れい能のう力りよく者は希少だ。少々の問題には目をつぶる。ロンドンにもオグデンみたいな奴がいただろ」

　ロンドン時代の同僚の名を、統也は口にした。

「なるほね。オグデンは別に優秀でもなかったけどね」

　頷うなずいてから、紅葉は話題を変えた。

「ところで、あいつが言ってたことって何？」

「何、とは？」

「統也と組むと酷い目に遭う、とか」

「さあ。僕がパートナーに暴力を振るうような人間に見える？」

「見えない。というか、ロンドンで組んでいた時、酷い目に遭わされた記き憶おくがない」

「そうそう。巴の言うことを気にする必要はない」

　ちょうどその時、管理人が鍵を持って出てきたので、会話は中断された。

「一いつ旦たん部屋に行ってくるといい。僕はカフェテリアでメシを食う」

　手を振って、統也も歩み去っていった。

「うん。ありがと」

　と応じて、紅葉は管理人とともに自室へ向かった。







「今日は皆みなさんに新しいお友達を紹介します」

　朝のホームルーム。クラス担任の女性教師がそう言うと、教室内はどよめいた。

　どよめきは、転入生が姿を現したところで最高潮になった。何しろ、金きん髪ぱつでスタイル抜ばつ群ぐんの美少女が、教室という日常の中に入り込んできたのである。

　転入生、紅葉は教室のどよめき具合に動どう揺ようを見せたものの、すぐに気を取り直して、澄すました顔で担任教師の隣となりに立った。

　教師は黒板に「久留守紅葉」と名を記した後、紅葉を促うながした。

「久留守さんは、イギリス人と、イギリス人と日本人のハーフの間に生まれたクォーターだそうですよ。じゃ、自己紹介、してもらえるかしら？」

　無言で一つ頷くと、紅葉は教室内を見み渡わたして、

「久留守紅葉です。よろしくお願いします」

　と手短に挨拶した。見た目を裏切る流りゆう暢ちような日本語が、またもやざわめきを大きくする。

「はい質問！　好きな男性のタイプはどんなですか？」

「趣しゆ味みは？」

「出身地はどちらですかー？」

「人に自じ慢まんできる特技とかありますか？」

「スリーサイズはー？」

「うちの猫ねこが子供産んじゃって困ってるんだけど、引き取ってくれないかなあ？」

　男子生徒を中心に、矢や継つぎ早ばやにわけのわからない質問が投げかけられる。

「ちょっと、みんなで一いつ斉せいに質問しても、久留守さんが困るでしょ！」

　おろおろとうろたえながらも、場をまとめようとする担任教師を尻しり目めに、

「……皆さん」

　す、と紅葉が片手を上げる。

「一つだけ答えます」

　ブレザーの襟えりを摑つかんで、中を見せるように広げる。紅葉はシャツの上にショルダーホルスターを装着しており、そこに霊れい剣けんの柄つかを保持していた。

　柄を引き抜ぬきざまに、一いつ閃せん。

　瞬しゆん時じに大剣が発生し、教きよう卓たくと生徒の机の間の空間を裂さいた。

　クラスメイト全員が、目を見開いたまま固まった。

「趣味は試ためし斬ぎりです」

　静まり返った教室に、紅葉の声が凛りんと響ひびいた。

　気まずい空気の中、紅葉は霊剣を引っ込め、柄を上着の下にしまい、しれっと話を続けた。

「私から皆さんに質問があります。先日、丸太町通りの鴨川近辺でＳＣが発生して、騒そう動どうを起こしました。私はそのＳＣの飼い主を捜さがしています。もし目もく撃げき情報があったら、是ぜ非ひ教えてください。よろしくお願いします」

　深々と紅葉は頭を下げた。

　またしても、静せい寂じやく。

「……先生。どちらの席に座ればいいんでしょう」

「え？　あ、ああ……神柳くんの隣に席を用意したから、あそこに座ってね」

　紅葉の問いに、担任教師は慌あわて気味に教室の一番後ろの席を手で示した。

　統也は、猛もう烈れつな吐き気に苛さいなまれた。







「あれはない。あの自己紹介はなさすぎる」

　昼休み、統也はサンドイッチをつまみながら、紅葉にダメ出しをした。

　しかし、紅葉に反省の態度は欠片かけらもなかった。

「あまりにもみんなが騒さわぐから、ムカついたの」

　と言い返して、牛乳パックのストローをすする。

「本気で斬りつけるつもりなんてなかったわよ。アスカロンのサイズも少し小さめにしてたでしょ？　ほら、獣けものとの付き合いは初対面が肝かん心じんだ、なんて言うじゃない。どちらがボスなのかはじめにガツンとわからせるのが大事、とか」

「ここは動物園じゃないんだけどね……」

　呟つぶやいて、統也は椅い子すに深くもたれた。

　中等部、高等部、大学で共有している学食の一角、四人がけのテーブルを、統也と紅葉は二人で占せん拠きよしていた。学食のメニューを昼食として摂とっている生徒、学生が多い中、統也は寮りようのカフェテリアで買ったサンドイッチを持ち込んでいる。

「ロンドンにいた時から怒おこりっぽい奴だなあと思っていたけど、あれから二年たって、ますます沸ふつ点てんが低くなったみたいだな」

「そんなこと！……」

　紅葉は声を荒あららげかけて、引っ込めた。

「まあ……少しは自覚してるわよ。人よりほんのちょーっとだけ、怒りやすいんじゃないかなーって。でもね、ちゃんと自覚してるし、すぐに怒らないよう努力もしてるのよ」

　と主張して、手に握にぎったパックを統也の鼻先に突つきつける。

「だから牛乳飲んでるのか。そういや昨日の晩も今朝の食事も、牛乳飲んでたっけな。でも、多分意味ないよ。カルシウムを摂せつ取しゆしたところで短気は直らないはず」

「知ってる。でもね、昔は牛乳を飲めば怒いかりが収まるって信じてたから、朝昼晩飲んでたし、怒るたびに自分を落ち着かせるために飲んでた。もう習慣として身体からだに染しみついているのよ」

「なるほどね。それで色々なことが納なつ得とくできる」

　統也はちらりと紅葉の胸むな元もとを見た。二年前の時点でそこそこ大きかったそれは、ますます成長しているように思えた。

「それでも、あの自己紹介はない。あんな風にみんなをビビらせちゃ、入ってくる情報も入ってこないよ」

「う～ん。それは……」

　その指し摘てきに、さすがに紅葉も自省の態度を見せた。

「それもそうね。はあ……」

　嘆なげきながら、牛乳を強くすする。

「というか、クラスメイトにも事情聴ちよう取しゆを試みるとか、真面目だね」

「当たり前でしょ。問題を解決するために、あらゆる手段を駆く使しするべき」

「解決できるだけの情報が集まるかどうか、怪あやしいものだけどね。飼っているＳＣのポイ捨てとか、よくある話だし」

「よくある話、じゃ済まない。ポイ捨てする方は気軽かもしれないけど、その結果たくさんの人が迷めい惑わくする。死人が出る可能性だってある。無責任な飼い主をきっちりと捕つかまえて、自分が何をしたのかわからせなくちゃ。無関係な人間が被ひ害がいに巻き込まれるのは、絶対に許せない」

　強く堅かたい意志を込めて、紅葉ははっきりと言い切った。

「……そうだな。うん、紅葉の言う通りだ」

　統也は短く頷いた。

「ところで、あのムカツク女もここの学校じゃなかったっけ」

「巴のことか。そうだけど、二年四組だ」

「それは良かった。あいつと同じクラスだったら、私、一日で二、三十本くらい牛乳パックを消費していたかも」

「腹を下すよ。自じ販はん機きの業者と薬屋の両方に貢みつぐつもりか」

「冗じよう談だんよ。……ところで統也、なんで手て袋ぶくろ着けっぱなしなの？」

　突とつ然ぜん紅葉は話題を変え、パックの底で統也の右手、黒い手袋をつついた。

　統也は右手にだけ黒い手袋をはめている。昨日も今日も、ずっとこのままだ。

「さっきから気になってるんだけど、サンドイッチを左手だけでつまんでるよね？　でもたしか昨日は右手で銃じゆうを握ってたでしょ」

「そりゃそうだ。手袋越ごしにサンドイッチをつまむのは、ちょっと不潔な感じがするし」

「手袋外せばいいじゃない」

「この手袋は外せないんだ」

「なんで外せないの？」

「この手袋を外すと、封ふう印いんが解けて秘ひめられたパワーが暴走してしまうんだ」

　紅葉は、少なくとも十回は瞬まばたきを繰くり返した。

　十分に時間をおいた後──

「なんで外せないの？」

「同じ質問を二度もするな」

「バカな答えを返す方が悪い。封印がー、って正気で言ってるの？」

「当然。間ま違ちがって手袋をめくろうものなら、『鎮しずまれ僕の右手！』って感じになる」

　平然と統也は言った。

　返ってきたのは、氷のように冷たい紅葉の視線と沈ちん黙もくだった。

「はいはい、わかりましたよ。本当のことを言おう。二年前、ロンドンから帰ってきた直後くらいに、霊れい気き雷らいに撃うたれてね」

　霊気雷とは、霊れい気きが引き起こす自然現象の一つである。

　大気中に薄うすく広く遍へん在ざいする霊気がなんらかの原因によって乱れ、ある一カ所に集中した際、霊れい気き嵐らんと呼ばれる現象が発生する。それは実際の嵐あらしや竜たつ巻まきのごとく強力な風を伴ともなって霊気をかき乱し、かき乱された霊気が雷かみなり状の発光、放熱現象を発生させる。

　詳くわしいメカニズムはいまだはっきりと解明されてはいないものの、雷と同様に危険な現象だ。死に至る可能性は高く、よほどの幸運に恵めぐまれない限り怪け我が、火傷やけどは免まぬがれ得ない。

「幸い一命は取り留めたけど、跡あとが残ってしまってね。自分でも見るたびに憂ゆう鬱うつになるんで、手袋で隠かくしているんだよ」

「そうだったんだ。それは災難ね」

「本当に災難だ。今でも後こう遺い症しようが残のこってるんだよなあ。だから薬を飲んでいるのさ」

　統也は内ポケットから薬瓶びんを取り出した。

「なるほどね。具体的になんの薬なの？」

「右手に秘められたパワーを封ふうじるための薬」

　言いながら、統也は錠じよう剤ざいを数すう粒つぶ取り出し、飲んだ。

　その間、紅葉は疑いの眼まな差ざしを統也に向け続けた。

「……そんな目で見つめられると、吐はきそうなんだけど」

「呆あきれてるの、統也がテキトーなことを言うから」

　と言った後、紅葉は小さく息を吐いた。

「まあ……根ね掘ほり葉は掘ほり聞くのは良くないわよね。そういうことにしておいてあげる」

「ありがたい。医者から、薬を飲み忘れたら死ぬって言われているんだよね」

「死ぬの……？」

「死ぬらしい。僕から薬瓶を盗ぬすもうとか、そんな気は起こさないでくれよ。その時は、紅葉を殺してでも奪うばい返さないと」

「別に興味ないよ、他人の薬なんて。……活動に支障はないの？」

「薬を飲んでさえいれば、大きな問題はない。激しい運動をすると吐きたくなるという些さ細さいな問題はあるけど、紅葉は気にしなくていいよ」

「それって単に体質じゃないの？　ま、いいわ。放課後は聞き込みに出かけましょうね」

「聞き込み？　面めん倒どうくさいな」

　統也は眉まゆをひそめる。

　紅葉はキッとにらみ返した。

「証しよう拠こらしい証拠が首輪以外にないんだもの、聞き込みをして回るしかないでしょ。それとも、副長にまた頭を締しめ上げられたいの？」

「それは遠えん慮りよ。仕方ないね……」

　嘆いて、統也は天てん井じようを見上げた。

　その様子に、紅葉がわずかな不ふ審しんの眼差しを向ける。

「……統也、変わったよね。な～んか、昔より無気力になってるように見えるんだけど」

「いやあ？　僕は僕、昔からこんな調子だよ」

「そもそも、昔は自分のこと『俺』って呼んでたわよね」

「紅葉がやたらとやる気満々な方がおかしい。聞き込み捜そう査さに出かけるのがそんなに楽しいのか」

「いやあ、それは……」

　質問を返されて、紅葉はわずかに動どう揺ようする。

「捜査が楽しいわけじゃない。その、日本に帰ってきてちょっと浮うかれてるっていうか、その、久しぶりに統也と一いつ緒しよに……というか、そんなのどうでもいいでしょ！」

　突然声を荒らげて、紅葉は席を立った。

「とにかく、放課後は昨日の現場にもう一回行くから！　エスケープは許さないわよ！」

　一方的に言うと、トレイを持ち上げ、返へん却きやく口へと歩み去っていった。

「……はてさて。徒労に終わると思うけど」

　紅葉の背中を見つめながら、統也は小声で呟いた。

「そうでしょう、そうでしょうとも」

　賛同するサザンカの声が、突然統也の耳をつく。慌あわてて振ふり返ると、すぐ背後にサザンカが立ち、訳知り顔に頷うなずいていた。

「おぅ。なんだよサザンカ、びっくりさせるな」

「びっくりしました？　フフ」

　驚おどろく統也に、サザンカは悪戯いたずらっぽい笑えみを返した。

「何しに来たの。まだ早いじゃないか」

　普ふ段だん、調査員として活動する際、サザンカとは放課後に合流する。昼休みに学校内に姿を現すのは珍めずらしい。

「……あれ、サザンカ。学校に来るなんて、どうしたの」

　戻もどってきた紅葉も、同じ質問を投げた。

「昼間に私がどこに行こうが、私の勝手ですよ。特に今日は、あなたが統也に迷惑でもかけているんじゃないかと思って、様子を見に来たんです」

　冷たい声でサザンカは答えた。

「あなたが心配するには及およばない。私は常識をわきまえた一いつ般ぱん市民だから。そうでしょ、統也？」

　統也に同意を求めつつ、紅葉はサザンカを押しのけた。

「私たちはこれから午後の授業があるの。それまで待っててもらえるかしら」

「……フン」

　何か言い返そうとしたサザンカだったが、結局おとなしく身を引いた。

「火梓からの伝言を伝えに来たんですよ。昨日ＳＣが暴れた時に、巻き込まれた被ひ害がい者しやの方が意識を取り戻したそうです。大学病院で治ち療りようを受けているので、話を聞きに行ってみたらどうか、って言ってましたよ」

「あ、そうなの？　じゃあ、放課後はまずそっちに行きましょっか」

　紅葉の言葉に、統也は頷き返し、肩かたをすくめた。

「副長からの助言とあらば、無視するわけにもいかないね。無視したら僕が入院させられる」







　玄武学院大学医学部付属病院。一般には玄大病院と呼ばれる。昔ながらの民家やマンションが混在する区域だが、病院の敷しき地ちは広大で開放的だ。

「ここは博物館の指定病院でもある。ＳＣなどの霊れい害がいによって負傷した人はたいていここに運び込まれる。僕らも怪我した時はここに頼たよる。二十四時間いつでも診みてもらえるよ」

　エントランスロビーを歩きながら、統也は紅葉に説明する。

「そうなんだ。覚えておく」

　明るく、清潔感のあるロビーのあちこちに視線をさまよわせながら、紅葉は応じた。吹ふき抜ぬけ構造になっており、やたらと広大だ。

　面会受付窓口で入院患かん者じやの病室を確かく認にんした後、統也たちは当の病室へ直行した。

「失礼しますよ……っと」

　ノックしてから扉とびらを開け、部屋に入る。

　個室の室内で待っていたのは、ベッドに横たわり、包帯で顔面をすっかり覆おおい尽つくした入院患者だった。

「……ッ⁉」

　不気味な面めん貌ぼうに紅葉が悲鳴を上げかけて、統也がその口を無む理り矢や理り塞ふさぐ。

「はっはっはっ」

　穏おだやかな笑い声を、患者は包帯の隙すき間まからもらした。

「驚くのも無理はない。私も、朝起きて鏡を見るたびびっくりするからね」

「……すいません」

　落ち着いた紅葉は、頭を下げる。

「話は聞いてるよ」患者は言った。「君たち、ワイルドハントだね？　私は長なが屋やっていう者だ。こんな格好で失礼するよ」

「お構いなく。私は久留守紅葉と言います。このたびはお気の毒でした」

　自己紹しよう介かいの後、紅葉は礼れい儀ぎ正しく頭を下げた。統也とサザンカは一歩引いたところに留とどまって会え釈しやくする。

「失礼ですが、事件当時のこと、お伺うかがいしても構いませんか？」

「ああ、別に気にしなくていいよ」

　長屋は軽く手を振った。

「というかそもそも、この怪我自体、ＳＣにやられたものじゃないんでね」

「……そうなんですか？」

「ここだけの話なんだけど、道を歩いていたら、向こうの方から『ＳＣが来るぞー』って声が聞こえて、慌てちゃったんだよねえ。すぐそばに止まっていた車の屋根がベコンってへこむのを見た瞬しゆん間かん、これは危ない、と思って真横に身を投げたんだよ。コンビニの窓があると気づかずに」

「あらま。頭からガラス窓に突つっ込んだんですか」

「そう。自じ爆ばくだよ。情けないったらありゃしない」

　悲しげに長屋は首を振った。

「あのＳＣ、誰だれかが飼っていたものらしくて、飼い主を捜さがしているんです。些細なことでも構いませんから、手がかりになりそうなこと、覚えていませんか？」

「そうか。だったら、あの男を捜すといいんじゃないかな」

「あの男？」

「ああ。ＳＣを撮さつ影えいしながら追いかけていた男がいたんだよ」

「本当ですか」

　紅葉は身を乗り出した。

「ハンディカメラを掲かかげて、ＳＣの後を追いかけていたね。すごい勢いで駆かけ抜けていったよ。全身から流血している私の助けを求める声を完全に無視してね」

「それは重要な情報ですね。どんな容姿だったか、覚えてますか」

「年ねん齢れいは二十代くらいだったと思うね。あくまで私の主観だけど、マスコミの人間ではないと思う。彼一人しかいなかったしね。長く伸のばした髪かみを後頭部でまとめて、眼鏡めがねをかけていた。身長はそこそこ高かった。一八〇はあったんじゃないかな。瘦やせ気味で……あ、髪を半分だけ金色に染めていた。ＳＣの飼い主かどうかはわからないけど、そのおしゃれボーイが撮とった動画があれば、随ずい分ぶん捜そう査さの助けになるんじゃないのかね」

「おしゃれボーイ……ですか」

　妙みような表現に、紅葉は愛あい想そ笑いを浮かべた。




「いい情報が手に入ったわね。なんとしても、そのおしゃれボーイ……カメラマンを見つけ出さなくちゃ」

　病室を辞した後、階段を下りながら紅葉は統也に言った。

「そんな目を惹ひく格好をした人間が僕らを追いかけていたとはな。まるで気づかなかった。まあ僕は、ＳＣから逃にげるのに必死だったから、気づかなくても仕方がない。でも、紅葉は？　僕と違ちがって、観察できる立場だったろうに」

「それは……私だって、ＳＣと統也をずっと見てたもの。わかるもんですか」

「それは、紅葉の不注意ではありませんかね」

　しばらく黙だまっていたサザンカが、不意に口を挟はさんだ。

「紅葉が気づいていたら、手間が一つ省けたんですよ」

「それはサザンカだって一緒じゃない」

　紅葉は反論するが、サザンカも引かない。

「私と統也は仕方がないでしょう。ＳＣを誘ゆう導どうしてまわりの被ひ害がいを抑おさえるという役目を務めて、立派に果たしたのですから。それに引き替かえ、あなたはなんですか。あんな風に待ち構えて、おいしいところを持っていくだけなんて……。統也のピンチを救うことで、統也の歓かん心しんを買いたかったのですか？」

「な……！　そんなわけないでしょ⁉　私はあの状じよう況きよう下で最適な手段をとったまでであって、そんなことこれっぽっちも考えてない！」

「そうでしょうかね？　私には到とう底ていそうは思えないのですが」

「違うって言ってるでしょ！」

「二人とも、病院ではお静かに」

　ただ前方を見み据すえたまま、統也は呆あきれた声を漏もらす。

　紅葉もサザンカも口を閉とざした。けれども、敵意にあふれた視線での刺さし合いをやめようとはしない。

「こういうのを内ない憂ゆう外がい患かん状態って言うのかねえ。吐はきそう」

　統也は嘆なげいた。病院の出口目指して、重い足取りでただ歩く。







　病院ロビーの一角には、カフェが設置されている。低い敷しき居いで一定の範はん囲いを囲っただけの、オープンテラス風のカフェだ。

　その中で、一つの丸テーブルを五人の人間が囲んでいた。

　彼らの視線は、ある一点に集中している。ロビーを歩み、今まさに病院の外へ出て行こうとする統也の背中だ。

　ほどなくして、統也たち一行は自動ドアの向こうに消えて、見えなくなった。

「……撮れたかね？」

　五人の内の一人、鼻の下に髭ひげを生やした男性が、スマフォを構えている男に尋たずねた。

　眼鏡をかけ、半分金色に染めた髪を長く伸ばした男が、スマフォを動画撮影モードにしていた。

　男は撮影を止やめると、今撮ったばかりの動画を早さつ速そく再生して、映り具合をチェックした。

「問題なく撮れてますよ。石いし塚づかさん」

「結構」

　石塚と呼ばれた髭の男性は満足そうに頷うなずいて、他ほかの三人に声を掛かけた。

「あれが、君たちの新たなターゲットだ。五日の猶ゆう予よ期間をおいた後、『レトリビューション』を開始する。よろしいな？」

　三人の男は、言葉もなく頷いた。コーヒーを飲み干して席を立ち、それぞれバラバラに散っていく。

「敵はワイルドハントか。こいつは盛り上がるぞ。フフッ」

　石塚は顎あごを撫なでながら、含ふくみ笑いを漏らした。







　２　イレヴンべータ







　京都は「霊都」「霊れい的てき都市」と呼ばれることが多い。

　歴史的な経けい緯いも当然あるが、現代にあっては、「次元の裂さけ目」が多数存在するが故ゆえにその二つ名を戴いただいている。

　次元の裂け目──ありとあらゆる場所に現れる、異空間への出入り口。

　裂け目の向こうには、様々な大きさの異空間が広がっている。異空間のありようは驚おどろくほどに多様で、秩ちつ序じよや整然としたロジックの成り立つ場所ではない。比ひ較かく的てき安定して形状を保ち続ける空間もあれば、流動的に形を変え続ける空間もある。新たに生成されることもあれば消しよう滅めつすることもある。そして、あまたの危険なＳＣが闊かつ歩ぽしていることが多い。

　ＳＣは平時、異空間の内側に潜ひそんでいるが、時折現実世界に姿を現すことがある。頻ひん度どとしては、山中の集落で熊くまが目もく撃げきされるよりもはるかに多い。ことに、いにしえより次元の裂け目が集中して存在する京都においては。

　こうした経緯で現れるＳＣは大たい抵てい本能のままに暴れ回るので、牙が霊れいとみなされ、ワイルドハントによる討とう伐ばつ対象となる。

「……紅くれ葉は、任せるよ～！」

　霊れい銃じゆうを撃うちながら、統とう也やが叫さけぶ。

　この日、市街地西部の運動公園に出現したＳＣは中サイズ、牛程度の大きさで、性格的には弱気だった。攻こう撃げきを仕し掛かけられて怯おびえすくみ、野球場から体育館へ向かう道を逃げ惑まどっている。

「待ってましたッ！」

　先回りしていた紅葉が並木の木こ陰かげから飛び出して、霊れい剣けんアスカロンを顕あらわした。

　ＳＣは急きゆう旋せん回かいを試みたが、もう遅おそい。

　ごう、と大剣が空気を裂く。一いつ閃せんが、ＳＣの胴どうを綺き麗れいに裂いた。

「グモォォッ」

　くぐもった悲鳴を上げて、しかしＳＣはなおも逃げようとする。

「これ以上は逃がさない、っと」

　統也が氷の弾だん丸がんを撃ち込んだ。地面に着ちやく弾だんすると、瞬しゆん時じに直径数十センチの範囲が凍こおる。そこへ踏ふみ込んでいたＳＣの後ろ足を、氷の枝で搦からめ捕る。

　ガクン、とＳＣの身体からだが大きく揺ゆれて、動きが止まる。

「はああぁぁ──ッ！」

　紅葉は縦に霊剣を振ふり抜ぬいて、セント・ジョージ・クロスをＳＣに刻み込んだ。十字の交点で露あらわになった核かくに剣けん先さきを突き込み、二つに裂く。

　ＳＣは音もなく爆ばく発はつして、散さん華げした。

「……ふう……」

　息を吐いて、紅葉は緊きん張ちようを解く。

「……いやー、お見事お見事」

　統也がサザンカとともに寄ってきた。が、統也の声はすぐに咳せき込む音に変わる。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「……大丈夫。ちょっと走りすぎて、吐き気が治まらないだけ……うむむ」

　とても大丈夫には見えない酷ひどい表情を浮うかべつつ、統也は手で口元を覆おおう。しばし呼吸を整え、気を落ち着けた後、

「……かなり腕うでを上げたね。昔は、自分の霊れい力りよくに振り回まわされている感じだったのに」

　改めて褒ほめ言葉を口にした。

「あの時はまだ、自分の霊力の性質がわかってなかったのよ」

　紅葉はサザンカの横に並んで立ち、霊剣を軽く持ち上げて前方に切っ先を向けた。

「触さわってみて。気を付けて、ちょっとだけ」

　疑問を覚えながらも、サザンカは言われるままに指先を刀身に近づける。

　一定距きよ離りまで接近した時、サザンカの指先の輪りん郭かくが乱れ、サザンカを構成する霊体が吸収され始めた。

「ひゃあ！　吸われる！　何するんですか！」

　慌あわててサザンカは手を引っ込めた。

「だから気を付けてって言ったでしょ」

　紅葉は苦く笑しようした。

「霊力吸収能力か。珍めずらしい」

　統也が言うと、紅葉は頷く。

「私の霊剣は単に破は壊かいを行うんじゃなくて、触ふれた相手の霊力を吸収するの」

　霊剣の柄つかの底の部分をぱくりと開き、カートリッジを取り出した。

「空っぽのカートリッジを仕込んでおけば、そのうち霊力が満たされる。昔はあらかじめ霊力を充じゆう塡てんしたカートリッジで戦いに臨のぞんでいたから、うまくいかなかったのよ」

「そうだったのか。ちょっと貸してくれない？」

　統也は紅葉のカートリッジを借りて、霊銃に差し込んだ。カートリッジの規格は世界全体で統一されており、問題なく収まった。

　天に向けて、一発放つ。霊れい弾だんはごく普ふ通つうに発射された。

「なるほど、こりゃ全然いける。永久機関になれるぞ」

　統也は笑え顔がおを紅葉に向けた。が、紅葉の顔は浮かない。

「だといいわね。管理員のところに戻もどりましょ」

　ＳＣの出現を受け、公園は一時閉へい鎖さされている。退治したことを報告しなければならない。

「そうしよう。……紅葉、何か飲む？」

　短く咳き込みながらも、統也は自じ販はん機きを見つけ、歩み寄った。

「牛乳ある？」

「コーヒー牛乳なら」

「じゃ、それでいいわ」

　統也はコーヒー牛乳のパックとスポーツドリンクを買い、パックを紅葉に放ほうり投なげた。紅葉は空中でパックをキャッチし、ストローを挿さして歩きながら吸い始めた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、不意に紅葉は質問を投げた。

「……統也、何があったのよ」

　統也、サザンカとのユニットを組んで、既すでに五日。

　この五日間、紅葉は違い和わ感かんに苛さいなまれ続けていた。

「何があった、とは？」

　スポーツドリンクを水代わりに薬を飲んでから、統也は応じた。

「まあ……昨日の夕食、カフェテリアで巴ともえにポテトサラダと石せつ鹼けんを取っ替かえられはしたけれど、僕は泣いてないよ」

「……そんなことあったの⁉」

「いやあ、人間って、石鹼を食べると本当に泡あわを吹ふくんだな。このまま死んだら来世は蟹かにに生まれ変わるのかなあ、なんて真しん剣けんに思ったよ」

「ちょっと、それって……！　あのバカ女、やっていいことと悪いことがあるでしょ！」

　紅葉は腰こしを浮かしかけた。が、統也は紅葉の腕を摑つかみ、制した。

「気にするなって。いつものことだ」

「いつものこと……⁉」

「アレだ、アレ。好きな子にはつい悪戯いたずらしたくなるってアレだよ。いわゆるツンデレだ。巴の場合、ツンの部分が殺人的に強きよう烈れつだけど」

「なんなの、それ。統也、怒おこってないの⁉」

「いや別に」

　あっさりと統也は答えた。

　紅葉は統也の正面に回り込み、後ろ向きに歩きながら統也を睨にらんだ。

「二年の間に何かがあったとしか思えないわね、統也。二年前、ロンドンで会ったあなたは、そんなフヌケじゃなかったはずよ」

「フヌケ？　この僕が？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　朗ほがらかに統也は笑い声を立てた。

「この僕ほど剛ごう胆たんで野性的でダイナミックな人間がどこにいると言うのかね。ポテトサラダと石鹼の違ちがいすら気にしないんだぞ」

「昔の統也だったら、フヌケと言われた瞬しゆん間かんに、相手を殴なぐり飛ばしてたわよね」

「……ま、そんなこともあったかもしれないね。一応日本代表としてロンドンに行ったんだ、僕が舐なめられるってことは日本が舐められるってことだ。そう思えば、少し肩かた肘ひじ張はってやろうという気にもなる」

「ウソよ、それは」

　紅葉は決めつけた。

「あの時の統也はそんなこと考えてなかった。反射神経だけで相手を殴ってたでしょ」

「…………」

　統也は返答に窮きゆうし、黙だまり込んだ。

「二年前の統也と今の統也は、まるで別人よ。だから聞いてるの、二年の間に人が変わってしまうような何かがあったのか、って。イエスかノーかで答えなさい」

　不意に紅葉はストップした。統也の両りよう肩かたを両手で受け、足を止めさせる。

「今日も統也はサポート役ばかりで、自分でＳＣにとどめを刺さそうとはしなかった。チャンスはいくらでもあったのに。昔の統也なら、私に手て柄がらを譲ゆずるなんてことはありえない」

「反論その一、紅葉が昔の僕の何を知っているって言うんだ。たった一ヶ月しか一いつ緒しよにいなかったのに」

「たった一ヶ月でも、色々なことがわかるわよ。特に、昔の統也みたいに剛胆で野性的でダイナミックな人間なら」

「反論その二、手柄を譲るとかそういうことじゃなくて、あの状じよう況きよう、紅葉がとどめを刺す方が確実性が高いと判断しただけだ」

「統也の射しや撃げきの腕うで前まえ、相変わらず百発百中に見えるけど。あのサイズのＳＣくらい、どうにかできるでしょ」

　霊銃をメインウェポンとして操あやつる霊れい能のう力りよく者は、実のところそう多くはない。実際の拳けん銃じゆうと異なり、扱あつかいが難しいからだ。

　最大の違いは、霊弾は殺傷能力が乏とぼしいという点である。物理的な破壊力はゴム弾程度かそれ以下、直ちよく撃げきすればかなり痛いものの、せいぜい大きな痣あざを生む程度。近接武器で襲おそってくる相手を銃じゆう撃げきで確実に無力化できるかと言えば、怪あやしいところだ。また、大型ＳＣなどを相手にするのも不得手である。

　霊銃を使用するメリットは遠えん距きよ離り戦にある。が、射撃の精度は、霊弾を放つ者が持っている霊力の質に大きく左右される。簡単に言うと、霊力の相あい性しようが悪い人間は霊弾をまっすぐ飛ばせないのである。訓練によってある程度矯きよう正せいすることは可能だが、そんな手間を取るくらいなら、はじめから近接武器の霊器を使う方が手っ取り早く、確実だ。

　だから、霊銃を使う人間は珍しい。統也は霊銃を正確に射撃できるという才能を持つ、数少ないガンスリンガーなのだ。

「……はあ……私の質問に答える気はない、ってことね」

　紅葉はため息を吐ついた。くるりと身体を半回転し、統也と肩かたを並べて歩き始める。

「答えるも何も、僕は昔から僕以外の何物でもないよ」

「はいはい、結構。私が自力で答えを探し出すしかないってことね」

　手で顔を隠かくし、紅葉はしばし考え込んだ。

　やがて、何か決意をしたような表情を見せると、ストローを吸い、残っていたコーヒー牛乳を飲み干した。

「私たち、一つのユニットなんだし、お互たがいをよく知り合う必要があると思うのよね」

「異存はない」統也は答えた。「でも、具体的にどうするの？」







「──おはようございます！」

　紅葉は勢いよく毛布をはねのけた。

　横向きに寝ねていた統也の身体が、朝日に晒さらされた。

「……は……」

　何が起きたのか、統也はすぐには理解できなかった。

　温かい毛布が取りのけられ、朝の空気に全身を苛まれる。刺すような冷たさが、統也の脳を眠ねむりから覚かく醒せいさせた。

「寒い！　風邪かぜを引いて死んでしまう！」

　自分の身体をかばうように抱だきしめる。少しして、何故なぜか紅葉がベッド脇わきに立っていることに気づいた。
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「紅葉……！　私を襲う気ね⁉」

「起き抜ぬけから面おも白しろい冗じよう談だんね。さっさと着き替がえて。朝ご飯食べに行きましょ」

　既に紅葉は制服を身に着けていた。統也の首根っこを摑み、強ごう引いんに起こす。

「な……なんで僕の部屋にいる？　昨晩鍵かぎはかけたはずだぞ」

「スペアを借りた」

　紅葉は左手につまんでいる部屋の鍵を振ふった。

「副長に事情を説明したら、喜んで協力してくれたわ。『オモロそうやから、ウチの方から寮りように話つけといたる』って」

「事情……事情？」

「ええ。昨日言ったでしょ。私たちはお互いのことをもっとよく知り合う必要がある。そのためには、お互い一緒にいる時間を増やすしかないでしょ？　だから、もっと私が積極的に統也の生活に割り込んでいくことにしたの。これから毎日私が起こしに来てあげる」

　統也は目を丸くした。

「マジかよ。正気で言ってるのか」

「副長も賛同してくれた、って言ったでしょ。つまり、これは副長命令ってこと」

　腕うでを組んで、紅葉はニヤリと笑ってみせた。

「……なんとまあ。おのれ副長、僕のささやかなプライベートタイムも業務に捧ささげろって言うのか。ご冗談でしょう？」

　統也は肩を落として、咳せき込んだ。

「何よ。毎日私が起こしに来てあげるって言ってるのよ。うれしくないの？」

「それは……うれしくないのかと言われれば、そうでもないけど……」

「イエスかノーかで答えて」

「というか紅葉こそ、どういうつもりなんだよ。日本に来たのは、僕に対する屈くつ辱じよくを晴らすためじゃなかったのか。これが屈辱を晴らす手段か？」

「それは、その──」

　紅葉はわずかに言葉に詰まったが、

「──こ、これは単なる善意よ。というか、私自身のためでもある。お互いがより親密になることで連れん携けいの精度が増し、より容易にトラブルに対処することができる。私も統也も、無む駄だな怪け我がを負う可能性が減るってことよ。うん、そうそう。そういうこと」

　半ば自分に言い聞かせるような調子で言い返した。

「じゃあ、屈辱を晴らす方法は別に用意しているのか」

「そんなこと、どうでもいいじゃない。別に心配しなくていいわよ。統也を痛めつけるようなことはしないから。屈辱云うん々ぬんってのはまあ、私の個人的な話」

「…………」

　まだ眠い目で、統也は紅葉をじっと見つめた。

「……まあ、いいや。毎朝起こしに来てくれるって言うんなら、断る理由はないな。もし僕が夜中に発ほつ作さを起こして死んだとしても、ベッドで腐くさらずに済むし。好きにして」

「好きにさせてもらう」

　応じて、紅葉は笑え顔がおを見せた。







「許し難がたい暴挙です！」

　昼休みの学食にて、早朝の一ひと騒そう動どうについて統也が説明すると、サザンカは紅葉を指さして糾きゆう弾だんした。

「統也の寝ね起おきを襲しゆう撃げきするなんて、なんてうらやましい……！」

「僕の寝起きなんて、見てうれしいものじゃないと思うけどね」

　と統也は口を挟はさんで、かぶりを振った。

　当の紅葉はというと、弁当の包み布を解いているところだった。中から弁当箱を取り出して、統也に差し出す。

「はいどうぞ。お口に合うといいんだけど」

　統也は弁当を素す直なおに受け取ったものの、そのまま固まった。

「……なんだこれは」

「お弁当だけど」

「何が目的だ……？　なんのためにこんなものを作ってきたんだ」

　統也は声を低め、かつ荒あららげた。

「統也に食べてもらうため。というか、弁当って、食べてもらう以外に何か目的ある？」

「見返りに何を要求するつもりだ」

　紅葉は顔をしかめた。

「無む償しようの善意からの行いなのに、随ずい分ぶんな言いようね。言ったでしょ、私たちはお互いを知り合う必要がある、って。これもその一いつ環かん。押しつけがましくて悪いけど、統也にも私のことをよく知ってもらうわよ」

　何を考えているのか、と統也は紅葉の表情をじっくりとのぞき込む。

　しかし、何もわからなかった。

「結構。いいさ、どこに企たくらみが潜ひそんでいるのかまるでわからないけど、正面突とつ破ぱしてやろうじゃないか」

　おとなしく、統也は弁当の蓋ふたを開いた。

　弁当箱は二つ。一方は御ご飯はんで、一方はおかず。おかずの箱の中には、いかにも手て練だれの主婦が作りましたという風の色とりどりのおかずが詰つめ込まれ、御飯の箱の中はごく普ふ通つうの色つやをした白い御飯で満たされていた。

「見た目はとてもいいですね。なんと言っても、米が黒くも青くもないし」

　サザンカが認めるほどの完かん璧ぺきな内容、とてもおいしそうな弁当だった。

「問題は味だ」

　神しん妙みような表情で、統也は箸はしを手に取った。

「問題なんて、別にないから」

　紅葉は自分の弁当を既すでに食べ始めていた。

「イギリスといえばメシマズ、メシマズといえばイギリス。思春期の多感な時期をイギリスで過ごしたという事実が、味覚にいかなる影えい響きようを及およぼすのか──」

「無駄話はいいからさっさと食べて。昼休み終わるわよ？」

「……いただきます」

　南な無む三さん、と心の中で唱えてから、統也は卵焼きをつまんで、口の中に放り込んだ。

　慎しん重ちように咀そ嚼しやくする。

「……あれ。普通にうまい」

「だから言ったでしょ？」

　口を衝ついて出た統也の言葉に、紅葉はにやぁと笑った。

　さらに肉野菜炒いため、シューマイ、ポテトサラダと味見する。

　どれもこれもおいしかった。

「なんてこった。ブラックホールも崩ほう壊かいを起こすレベルの地じ獄ごく料理を食わされるってオチが待っているって固く信じていたのに。これはうまいぞ。紅葉、料理うまいんだな」

　一心不乱に、統也は弁当を食べ始めた。

　紅葉はその様子を満足そうに眺ながめる。

「自分で作ったのは卵焼きだけで、あとは出来合いのものを詰め込んだだけだけどね。あ、ちゃんとお米も炊たいたわよ」

「それだけでも十分だ。ポテトサラダを食っても泡あわを吹ふかずに済むってことだろ」

「泡を吹くまで気づかない方がおかしいと思うんだけど……」

「雷かみなりに撃うたれた時に、まずいものをまずいと感じる味覚がおかしくなったのかもな。うまいのはわかるんだけど」

　十分ほど掛かけて、統也は弁当を食べきった。心地ここちよい満腹感に満たされながら、

「ごちそうさまでした」

　両手を合わせて紅葉に一礼、空になった弁当箱を返へん却きやくする。

「これから毎日作ってきてあげる。いいでしょ？」

「大だい歓かん迎げいだ。食べる前にさんざん紅葉のことを疑っていた自分が恥はずかしい」

　おいしいものを食べた後だけに、会話も穏おだやかなものになる。

　が、ただ一人、サザンカは穏やかではなかった。

「読めましたよ、久く留る守す紅葉」

　鋭するどい視線を、紅葉に向ける。

「あなた……統也の正妻の座を狙ねらってますね⁉」

　ぶふぉ、と紅葉は食後の牛乳を噴ふいた。

「何言い出すの⁉　そんなわけないでしょ⁉」

「言い訳はやめなさい。『こんなに料理が上手なら、いいお嫁よめさんになれるね』という言げん質ちを統也から引き出すつもりでしょう⁉」

「べ、べっつにそんなこと期待してないって！　お、お嫁さんとかこれっぽっちも考えてないし！」

「たとえ天が許しても、私はあなたと統也の結けつ婚こんなんて許しませんからね⁉　私と統也は既に魂たましいのレベルで結ばれているも同然なんですから！」

「そんな話は初めて聞いた」

　冷静なツッコミを入れることにより、統也は言い合いに水を差そうとしたが、二人のヒートアップは止まらなかった。

「なんて卑ひ怯きような……！　私と統也が肉体的には決して結ばれ得ない悲劇のカップルであることを突いて、フィジカルな攻こう撃げきを仕し掛かけてくるなんて……！」

「悔くやしかったらサザンカもお弁当作ってくればいいじゃない」

「おいやめろ」統也が口を挟んだ。「僕に二人前の昼飯を食わせるつもりか。というか、サザンカが料理を作るなんて聞いたことがないぞ」

「当然でしょう。私は物を食べる必要がないし、従って味覚はないも同然。そんな存在がおいしい料理なんて作れるわけないでしょう？」

　サザンカは胸を張った。

「自じ慢まんして言うことじゃないと思うけど……」

　紅葉のツッコミに、サザンカはまなじりを吊つり上げた。

「だから卑怯だと言ってるんですよ、このおっぱいおばけ！　まだたった数日のつきあいだというのに、こうも的確に私と統也の間にくさびを打ち込んでくるとは、なんて憎にくたらしい女なんでしょうか！」

「そっちが勝手に私を敵視しているだけでしょ！」

「……ここは公共の場所ですよ。まわりに迷めい惑わくかけないでくれませんかねえ。食べたばかりなのにもう吐はきそう……うむむ」

　口論は収まりそうになかった。統也は場の収しゆう拾しゆうを諦あきらめて、食後の薬の準備を始めた。







「なかなか楽しそうやないか。心温まる話やなあ」

　学食での一件を統也から聞くと、火梓かずさはニヤニヤと笑ってみせた。

「こっちは心が冷えました。あのあと、サザンカが紅葉の牛乳パックを奪うばって急速冷れい凍とうして投げ返したんですよ。大学のキャンパスで追いかけっこを始めたものだから、結果午後の授業に遅ち刻こくして先生に怒おこられて。心労で吐くかと思いました」

　一方で、語る統也は憮ぶ然ぜんとしていた。

　放課後、統也は単身火梓のもとに乗り込んでいた。紅葉が統也の部屋の鍵かぎを入手するのに火梓が許可を出した件について、抗こう議ぎするためである。しかしいざ向き合って話し合ってみると、いつの間にやら紅葉とのユニット活動のあれこれを報告する場になっていた。

「いい青春の思い出やないか。うらやましい」

「そういうものですかねえ……。僕としては、もう少し二人が仲良くしてくれるとうれしいんですが」

「十分仲ええやろ。命のやりとりをするような衝しよう突とつはしてへんのやろ？」

「そんなレベルに至っていたら、まず僕が死んでます」

「だったらええやないか。少なくとも、自分に石せつ鹼けん食わせようとした梅ばい光こう院いんよりは、悪意が少ない」

「あれ。その件ご存じでしたか」

「そんなオモロイ話、伝わってこないわけがないやろ。しかしまあ、自分も心が広いなあ。危あやうく蟹かにに生まれ変わりかけたってのに、梅光院になんの報復もしてへんのやろ」

「巴には昔、迷惑かけまくりましたからねえ。石鹼どころか、ウンコの山を食わされても文句は言えませんよ。……いや、それはさすがに文句を言うかな」

「ウチやったら、顔面にバールのような物をプレゼントしているところやけどな。まあなんや、自分に紅葉をつけたったのは、今のところうまくいってるんやな」

「うまくいってるんですかねえ」

「少なくとも、例のアレは暴発してへんのやろ」

　例のアレ、という言葉に、統也は眉まゆをひそめた。

「そうですね。そういう意味ではたしかに、うまくいってますよ」

「なら、ええやないか。紅葉とのチーム、これからも続けたいやろ？」

「できることなら、そうありたいです」

「もうちょっとはっきり『続けたいです』って男らしく言うたりや」

　火梓は上半身を乗り出して、統也を指さした。

「自分の顔に書いてあるで。『おっぱいの大きな子とチームが組めて最高です』ってな」

「そんなことが本当に書いてあったら、僕はサザンカに顔面を凍こおらされてます」

「ええやないか。ウチかて、あんな子秘書として置いときたいわ。上司命令で勤務時はビキニの水着着せたったる」

「堂々とセクハラ宣言ですか」

「冗じよう談だんや。まあとにかく、紅葉とのチームを続けたいんなら、例のアレを暴発させないよう頑がん張ばったりや。……そういや、先の鴨かも川がわでのＳＣ暴走の件、なんか進展あるか？」

「残念ながら、あんまり。ＳＣを録画しながら追いかけていたっていうおしゃれボ……いや、参考人も見つからないし。結構周囲の目を惹ひいたと思うんですけどねえ。変な髪かみ型がたをした男がカメラ片手に走ってた、って言うんなら」

「カメラなあ。最近は小型化しとるからな。……ま、ええわ。あれから似たような事件も起きてないし、平常業務に戻もどっても構わへんで。これ以上の進展は望めなそうなんやろ」

　火梓の言葉に、統也は口元を歪ゆがめた。

「紅葉がひどくこだわってまして。紅葉が納なつ得とくするまでは、足ぬけできなそうですよ」







「何かおかしいって感じたことない、統也？」

　カフェオレを飲みながら、紅葉は統也に問いかけた。

「私は感じる。不特定多数の人間からの、私を監かん視しするような視線を」

「不特定多数からの視線……？」

　統也の視線は、自然と紅葉の胸むな元もとに落ちた。

「そりゃ集まるだろ。そんな……」

　大きなおっぱいをぶら下げていたら、と言いかけ、すんでのところでやめる。しかし、

「そんな大きなおっぱいをぶら下げていたら、男の視線が集まってくるのは当然じゃないですかねえ？」

　サザンカが、包つつみ隠かくさずに言った。

　ぎろり、と紅葉はサザンカを睨にらんだ。

「好きでぶら下げているわけじゃない。苦労も多いし。サザンカにはわからないでしょうけど」

　サザンカの平らな胸を見つめながら、言い返す。

「毎日毎日飽あきもせず牛乳を飲んでいるのは、おっぱいを無限に大きくするためだと思っていましたけど！　宇宙をあなたのおっぱいで満たすおつもりですか？」

「前に言ったでしょ⁉　牛乳飲んでるのは短気を直すためのおまじないだって！」

「……はいはい。紅葉、短気直ってないよ。サザンカもお静かに」

　控ひかえめな声で、統也は二人を注意した。

　統也と紅葉、サザンカはとある喫きつ茶さ店てんのボックス席を占せん拠きよしていた。大窓に面した席で、窓の向こうは丸太町通りに面している。午後の傾かたむいた日差しを受けながら、店内に流れるジャズのＢＧＭに耳を傾ける──という優ゆう雅がな一時も、耳元で口論されては台無しだ。

「悪意の視線みたいなものを感じるのよ。統也も感じない？」

「僕は感じない。他人の視線を感じ取る器官は、僕の身体からだにはないからね」

「つまらないことを言うわね。視線を感じることくらい、あるでしょ」

「いや、それは気のせいだ。というか、百歩ぽ譲ゆずって誰だれかが紅葉に悪意の視線を向けているとして、誰がなんのためにそんなことをしているんだよ」

「それがわかれば世話無いわ」

　紅葉は肩かたをすくめて、カフェオレをすすった。

「適当なことをおっしゃいますね。視線を感じ取るなんて、ただの人間にそんなことできるわけないでしょう？　ＳＣですら、そんな能力を持つ者はまれなのに」

　サザンカのイヤミな物言いに、紅葉はきっと鋭い視線を向ける。

「もしかして、私が感じてた悪意の視線って、サザンカのかしら？　だとすれば、説明がつくわよね」

「ハ！　私があなたごときを四六時中見つめているって言うんですか？　お笑いぐさですね。私の目はいつだって統也の姿しか見てませんよ！」

「……心穏おだやかにジャズを聴きかせてくれないかな。さもないと僕はこの場で吐く」

　統也は薬くすり瓶びんを取り出して、コーヒーとともに飲み干した。

「一つだけはっきりしていることがある。言い争ったところで、建設的なことは何一つない。副長は、これ以上事件捜そう査さに進展が見られないようなら、平常業務に戻っていいと言っていた。紅葉はどう思う？」

　紅葉は口をへの字に曲げた。

「平常業務に戻る？　街中にＳＣを捨てた迷惑人間を放置するってこと？」

「放置するわけじゃない。何かしら手がかりが見つかれば、追いかける。でも今は手がかりが見つかる気配もないし、だったら市中パトロールなんかの平常業務に時間を割さいた方がいいだろ、ってことさ」

「……理り屈くつはわかるけど、納得いかない。私は犯人を見み逃のがしたくない」

　への字の角度はますます鋭するどくなっていった。

「そりゃできれば僕も、犯人を捕つかまえたいと思っているさ。とはいえ、面めん倒どうなことはしたくない。体調に関かかわるし」

「面倒でもやるの。それがワイルドハントの義務でしょ」

「気持ちはわかる。しかし紅葉、誰かが捨てたＳＣに親を殺されたりでもしたのか」

「別にそんなことはないけど。というか両親は健在よ」

「じゃあ、紅葉自身が捨てＳＣに酷ひどい目に遭あわされたとか……」

「そういうのは関係ない。許せないものは許せないのよ！」

　紅葉は勢い余ってテーブルを叩たたき、その音の大きさに自分でびくりとした。

「お静かに。紅葉は正義感が強いね」

「統也の影えい響きようよ。私の目には、昔の統也は、正義感の塊かたまりのように見えたけど」

「そんなことはないだろ。買いかぶりってものさ」

「少しでも理り不ふ尽じんだと感じることがあったら、誰が相手だろうとガンガン割り込んでいったじゃない。お偉えらいさんだろうと、通りがかりの見知らぬ相手だろうと」

「記き憶おくにございません」

「なんでそんな調子なのよ。ほんと、統也って、別人がすり替かわっているんじゃないの？　昔の統也は、──」

　何か言おうとして、紅葉は言葉を吞のみ込んだ。

「ま、いいわ。何があったのか、無理に言わせるつもりはない。自発的に語ってくれるまで我が慢まんする。パートナーとしての絆きずなを強くしていけば、きっと統也は自分から身の上について喋しやべってくれるに違ちがいない。私はそう信じる」

「……そのために、朝起こしに来たり、弁当作ったりしてるのか」

「ま、そうとも言える」

「無む償しようの善意ってのはウソだったのか」

「私は、然しかるべき対価を求めて統也に善意を押しつけているわけじゃないよ。ただ、統也が私に色々なことを打ち明けてくれるとうれしいなー、って思ってるだけ。決して口に出すつもりはないけれど」

「思いっきり口に出しているじゃないか」

　統也がツッコミを入れると、紅葉は微笑ほほえみを返した。

　その時、統也の携けい帯たい電話が鳴った。

「もしもし？」

『統也か』

「なんだ、巴か。なんの用？　石鹼の買い出しに付き合ってほしいとか？」

『ついこの間、家の方から石鹼一年分を送られたばかりだ。買い出しの必要はない』

「それで僕にお裾すそ分わけしてくれたのか。気持ちはありがたいけど、できればあんな紛まぎらわしいよこし方は控えてほしいね。もう少しで蟹に生まれ変わるところだった」

『次は牛乳石鹼をプレゼントしてやるよ、お口に合うように。ところで、ちょっといい情報がある。あんたが欲しがるだろうと思って電話したんだよ』

「マジか。交こう換かん条件はなんだ？　まさか、もう一回石鹼を食べろって言うの？　牛乳石鹼って牛乳の味がするのかなあ」

『条件は付けない。特別にただで教えてやる。あんたらが捜さがしているっていう例のカメラマン、見つけたよ。というか、今あたしが尾び行こうしている。ロン毛、眼鏡めがね、瘦やせぎすで長身のおしゃれボーイ、って話だったよな』

「そうそう、そんな感じ」

『たしかにあれは、大したおしゃれボーイだな。ファンキーっていうのかね』

「個人的な評論は控えたい。僕はファッションの流行に疎うといんで」

『そうかい。おしゃれボーイにおしゃれの秘ひ訣けつを聞きたかったら、今すぐに河原町丸太町のラ・ヌーベル・オルレアンという喫茶店に来い』

「ラ・ヌーベル・オルレアン？　どこかで聞いたことがあるような……」

　目の前で、紅葉がメニューを取り上げて、統也の眼前にかざした。

　ラ・ヌーベル・オルレアンと書いてあった。

「あれま……」

　統也は視線をさまよわせ、店内を慎しん重ちように見回した。

　店は四よつ辻つじに面した場所にあり、店の形はＬ字状。角の部分が出入り口で、そこから左右に棟とうが延のびている。

　入り口そばの席に、その男は座っていた。

　統也たちの現在位置からは、七、八メートルくらい離はなれている。テーブルにノートＰＣを広げ、スマフォをクレードルに立てて置き、かちゃかちゃとキーボードを叩く音を立てている。

　男は、統也たちを視し認にんできる向きに座っている。男の視線はノートＰＣのモニタに固定されているが、スマフォのレンズは統也たちに向けられている。

　僕らを録画しているのか？　と統也は直感的な疑いを抱いだいた。

「偶ぐう然ぜんだな。僕らも同じ喫茶店にいる」

　小声で統也は通話を続ける。

『なんだって？』

　電話の向こうで、巴が動く気配がした。統也の姿を捜してあちらこちらに顔を向けたのだろう。

「反対側にいるんだろ。こっちからも巴のいるところは見えないや。……あいつが何をしているか、確認できるか？」

『やってみる』

　通話が切れた。統也は携帯電話をテーブルの上に置いた。

「もしかして、巴もこの喫茶店にいるの？」

　統也の会話内容から察して、紅葉は顔をしかめた。

「そのようだ。ついでに言うと、例のカメラマンもこの店にいる。というか、向こうの席から僕らを見てるっぽい。面倒だなあ」

「な……」

　反射的に紅葉は背後を振ふり向むこうとし、

「見るんじゃあない」

　咄とつ嗟さに統也は右手を伸ばし、紅葉の頰ほおを直接捕まえた。そのまま押し込んで、紅葉の姿がソファの背に隠かくれるようにする。

「…………！」

　いきなり頰を触さわられて、紅葉の顔は真っ赤になった。

　紅葉の頰を押さえたまま、統也は男の様子を窺うかがう。男は一いつ瞬しゆん統也たちに視線を送ったが、特に変わった反応は示さず、キータッチに没ぼつ頭とうし続ける。

　その向こうに、巴の姿が現れた。レジで会計を済ませながら、ちらりちらりと男の肩かた越ごしにＰＣモニタをのぞき込む。

「……ちょっと」

　ぺちぺち、と紅葉は統也の手の甲こうを叩いた。

「あっと、悪いね」

　紅葉の頰を押さえたままなのに気づき、統也は手を引っ込めて、ソファに腰こしを下ろし直した。

「前フリなしに触らないでよ。びっくりするでしょ」

　触られていたあたりを撫なでながら、紅葉は文句を言った。

「痛くした？　たしかに赤くなってるね。サザンカに冷やしてもらうといい」

　統也が言うと、今度はサザンカが手を伸ばした。

「仕方ありませんねえ。感覚がなくなるまで冷やしてあげますよ」

「別にいいよ。痛くないから」

　身をよじって、紅葉は逃にげた。

「そうなの？　妙みように赤くなってるけど」

「赤くなんてなってないっての！　そんなことより、あいつをどうするのよ」

「ふむ。そうだな」

　また、電話が鳴った。巴からの着信だ。見やると、巴はちょうど店外に出て行くところだった。

『あの男、あんたらをスマフォで撮とってるね。とりあえず店のすぐ外で待ってるよ』

　とだけ告げて、巴は通話を切った。

「そうか……。はてさて。面倒なことになったなあ」

　どう動いたものか、統也はしばし思案した。

　無断で撮さつ影えいされている。実に気味が悪い。目的がよくわからないだけに、なおさらだ。単なる参考人として接せつ触しよくするつもりだったが、単純にはいかないようだ。

　考え無しに近づけば、逃げられるかもしれない。となると──

「……はい」

　唐とう突とつにサザンカがカートリッジを差し出した。

「なんだよ突とつ然ぜん」

「ここから一発撃うち込んで、あの男を凍こおらせましょう」

「お店に迷めい惑わく。それはない」

　と言いつつ、統也はカートリッジを受け取り、こっそりと霊れい銃じゆうに装そう塡てんした。

　外の巴と挟はさんで取り囲むのが妥だ当とうだろう、と統也は再び携けい帯たいを取り上げた。

　電話帳から巴を呼び出して発信をかけて、電話を耳に当てる。反応を待つ間、何の気なしに外の通りに視線を投げて──

　車道を挟んだ向こう側の通りに、ＳＣの姿を見み出いだした。

「⁉」

　びくりと統也は腰を浮うかし、その様子に紅葉とサザンカもはっとする。

　ＳＣは突とつ進しんを開始した。

　車道を横切って、まっすぐ統也目がけて走り込み──

　窓ガラスの直前で、思い切り地面を蹴けった。

「危ないッ‼」

　統也は紅葉の襟えり首くびを摑つかみ、サザンカの首に腕うでを回して、二人を押しながら思い切り身を投げた。

　次の瞬しゆん間かん、窓ガラスが爆ばく風ふうを受けたように砕くだけ散った。

　大窓を体当たりで粉ふん砕さいし、大型ＳＣが喫きつ茶さ店てんの中へ飛び込んでくる。

　突然すぎる事態に、店内の客誰だれもが言葉を失った。

　素人しろうとがＳＣと対決するのは自殺行こう為いだ、と京都市民なら誰でもわきまえている。居合わせた客たちは、慌あわてる気持ちを抑おさえながら素す早ばやく店外に逃げ出していった。

　例の男も素早くＰＣを畳たたみ、客の波に乗って出て行く。

「……何が起きた……⁉」

　制止の声を投げる暇ひますら、統也には与あたえられなかった。すぐさま身を起こし、紅葉とサザンカを助け起こして、ＳＣと対たい峙じする。
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　ＳＣは象に似ていた。本物と比べると二回り程度は小さいが、それでもＳＣとしてはかなりの大型だ。それ以外に異なるのは、生えている牙きばが妙に直線的で、計四本も伸びているという点。

「な……なんなのこいつ⁉　日本じゃこんなデカブツが普ふ通つうにうろついているの⁉」

　紅葉はすっかりドギモを抜ぬかれ、霊れい剣けんを抜くことすら忘れていた。

「そんなわけありますか！　こんなの滅めつ多たに見ませんよ！」

　サザンカもひどく動どう揺ようしていたが、紅葉に対するツッコミは忘れなかった。

　ＳＣはゆっくりと身体からだを巡めぐらせ、光る両目で統也たちの姿を捉とらえた。そのまま巨きよ体たいで押し潰つぶそうと前のめりになり──

「来るなッ！」

　統也は氷の弾だん丸がんを三連射した。

　三発ともＳＣの目に命中し、そのまま顔の右半分を牙まで凍らせた。

　痛みを感じたか、ＳＣは身をよじって暴れ、ますます喫茶店内を破は壊かいした。ひしゃげたテーブルが飛び、カウンターは紙のように裂さける。

「今の内に！」

　その隙すきをついて、紅葉は統也とサザンカの背を押し、砕けた窓から外へ飛び出した。

「あいたたたた……もう！　なんなのよ、あのＳＣ！」

　勢い余って転てん倒とうした紅葉だったが、すぐに立ち直って霊剣を抜く。

　ＳＣは巨体を揺ゆらし、統也たちを追って窓から出てきた。

「十字にブチ裂いてやる……！」

　隙を狙ねらうべく紅葉は突進しかけたが、

「ここじゃダメだ」

　統也が紅葉の襟首を捕つかまえて、強ごう引いんに止めた。

「通行人に迷惑がかかるだろ。前と同じく河原に誘ゆう導どうして、そこで始末をつけよう」

「……そうね」

　紅葉は身を引いた。すす、と下がって牽けん制せいするように剣を構える。

　数メートルの距きよ離りを置いて、統也たちとＳＣは向かい合う。ＳＣの顔右半分は相変わらず凍ったままだったが、

「グゴォォォォッ」

　一声吠ほえるとともに、角を回転させ始めた。

　顔面、角の一部を覆おおっていた氷は、ドリルの震しん動どうによってあっさりと砕け落ちた。軽く頭を一ひと振ふりして氷の破は片へんを払はらい、ＳＣは突進を開始した。

「穴を開けられるのはゴメンだ！」

　応じて、統也たちは逃げ出した。

「サザンカはカメラマンを追って。こっちは僕らでどうにかする」

「わかりました！」

　サザンカは即そく座ざに了りよう解かいし、狭せまい路地へと消えていった。

　統也と紅葉はそのまま直進、散発的に霊れい弾だんを撃ち込んで挑ちよう発はつを繰くり返しつつ、河原へ向かう。

「前と同じようにやる」

　統也は紅葉に算段を告げた。

「河原を南に下っていくと、飛び石がある。そこを渡わたってＳＣを川の中に誘さそい込んで、川かわ面もを凍らせて足を止める。前はドリルで氷を粉砕されたが、それより先に紅葉がアスカロンで切り裂いてくれ。できるだろ？」

「できると思うけど、凍らせられるの⁉　サザンカいないのに！」

「さっきもらったカートリッジの中身がまだ残ってる。問題ない」

　言い合いながら二人は側道に入り、河原に下りる。ＳＣも二人を追いかけて、車が行き交かう車道に大混乱を引き起こしつつも、速度を上げていく。

「すいません、ＳＣです！　皆みなさん避ひ難なんしてください！」

　河原で憩いこいの一時を過ごしていた人々に統也は声を掛かけ、避難を促うながした。もっとも喫茶店の客同様、声を掛けるまでもなく、迫せまり来るＳＣを見かけただけで、誰も彼もが焦あせることなく整然と逃げている。

「おう、ワイルドハントの兄ちゃん！　しっかり退治してくれよ！」

　中には、すれ違ちがいざまに激げき励れいの声を掛ける余よ裕ゆうを持つ者すらいた。それに手を振ふって応じつつ、統也は河原を駆かける。

　ＳＣは巨体の割に足が速く、少しでも油断すればすぐに尻しりをドリルでつつかれそうだった。統也は紅葉を先導して、できるだけ速度を落とさずに走る。

「うむむ……肺が焼ける……吐はきそう……！」

　文句を言いながらも、統也は勢いよく飛び石に飛び乗った。勢いを保ったままに、二歩目を飛ぼうとして──

　突とつ如じよ、眼前の空間が裂けた。

「⁉」

　裂け目から飛び出してきたのは、靴くつの裏側。

　対応する暇もない。

　前蹴りが、統也の顔面を見事に捉とらえた。

「もグッ」

　下半身はベクトルのままに前へ進み、上半身は後方に反る。

　ほんの一瞬、空中で水平な体勢になった後、統也は川に転落した。

　派手な飛沫しぶきが舞まい上がって、まだ岸に残っていた紅葉を濡ぬらす。

「統也ッ⁉」

　紅葉の悲鳴は、しかし裂け目から出てきた人物によって遮さえぎられる。

「あちょおォォ──ッ‼」

　前蹴りを叩たたき込んだ足で、飛び石を力強く踏ふむ。

　男は跳とび蹴りを繰り出した。

　紅葉は、飛び退のくしかなかった。

　飛び退いたところに、ＳＣが追いついてくる。ドリルの回転が迫る。

「くっ……！」

　思い切り、紅葉は身を投げた。

　肩かた口ぐちから着地、すぐさま手をついて立ち上がり、距離を取って霊剣を構える。

　ＳＣは急停止。飛び石の手前で足を止め、紅葉を視界内に収める。

　裂け目から突然に現れた男は、そのＳＣのそばに寄った。

　年ねん齢れいは三十歳前後、そこそこに立派な体格の男だ。カメラマンとは全くの別人。上下つなぎの黄色のジャージを着て、霊刀──日本刀を模した霊器を手にしている。

「あなた……なんなの⁉　ＳＣの飼い主⁉」

　叫さけびながら、紅葉は男の後方、川面に繰り返し視線を投げる。統也が上がってくる様子はない。

「その通り」

　低い声で男は答えた。

「どういうつもりなの⁉　何が目的⁉」

　問われて、男はフンと鼻を鳴らした。

「男の方は片づけた。あとはおまえだ！　行け、ダイアモンド・アイボリー！」

　かけ声とともに、ＳＣは動き出した。紅葉目がけて突進を仕し掛かける。

「ちょ……ちょっと⁉」

　突進を回り込んで避よけ、すれ違いざまに紅葉は斬きりつける。

　しかし、避けた距離が大きすぎて、空から振ぶりに終わった。

「ちょあァァ──ッ‼」

　その隙目がけて、男が打ちかかる。

　紅葉は咄とつ嗟さに振り抜いて、大上段からの斬ざん撃げきを止めた。霊剣と霊刀、二本の霊れい気きが嚙かみ合って、つばぜり合う。

「二対一って、卑ひ怯きようじゃない⁉」

　剣けん越ごしに紅葉は睨にらみつけた。

　男は、歯を剝むき出しにした笑え顔がおを返す。

「卑怯もクソもあるか！　おまえらをブッ倒たおせりゃ、それでいいんだよ！」

「見ず知らずの相手にブッ倒される義理はないわよ！　というか、私たちに恨うらみでもあるわけ⁉」

「あんたに恨みはねえよ！　だが死ね！」

　言い放って、男は体重をかけた。力ちから一いつ杯ぱい押し込み、突つき放す。

　体重差はいかんともし難がたい。刃やいば同士が離はなれて、紅葉はよろけた。数歩たたらを踏む。

　そこをめがけて、ＳＣが突っ込む。

「んんんッ」

　避けきれない、と悟さとった紅葉は、その場で思い切り霊剣を振り抜いた。

　刃とドリルが交差する。

　数すう瞬しゆんの後、砕かれたのはドリルの方。

　左側の二本がすっぱりと断たたれ、あらぬ方向へと飛んだ。

　その間に、ＳＣは長い鼻の先せん端たんを紅葉に向けた。

　紅葉の眼前に、二つの鼻穴が現れる。

　その鼻穴の奥から、炎ほのおが噴ふき出した。

「…………⁉」

　紅葉は炎えん上じようした。

　正確には、本物の炎ではない。霊気のみを燃やす、霊れい気き炎えんとでも呼ぶべき代しろ物ものである。これを浴びても火傷やけどを負うことはないが、あたかも高温の炎で焼かれているような痛みを覚えるし、そのダメージは霊れい能のう力りよくの発動を著いちじるしく阻そ害がいする。

「うああああッ！」

　悲鳴を上げながら紅葉は地面に身を投げて転がり、消火を試みた。

「ははッ！　角を切り落とした罰ばつだよ！　とどめだ、アイボリー！」

　男の声に応じて、ＳＣは足を伸のばし踏みつけにかかる。

　すんでのところで紅葉は転がり抜けて、ＳＣの足裏から逃のがれた。ＳＣの踏みつけは、空むなしく大地を響ひびかせる。

「無む駄だだ！　アイボリーの炎はそう簡単には消えないぞ！　抵てい抗こうしても、苦しむ時間が長引くだけ……！」

　男の叫びは、しかし声量がすぼまり、半はん端ぱに消える。

　紅葉を包む炎が簡単に消えてしまったからだ。

「……くう……」

　地面に手をつき、紅葉は立ち上がる。

　その表情は苦く悶もんに歪ゆがんでいたが、戦う意志は衰おとろえていない。

「象のくせに鼻から火を噴くとか、どういうことなのよ⁉」

　怒ど声せいを男に叩きつける。

「ウソだろ⁉　何故なぜそんな簡単に火が消える⁉」

　男は、目の前の光景が信じられないようだった。

「大したこと無いわね。ちょっとだけ熱かったけど」

　さらりと言ってのけ、紅葉は霊れい剣けんを掲かかげた。

　霊気の炎はいまだに大剣を燃やしていたが、炎はみるみる小さくなり、消えた。

　アスカロンが吸収能力を発揮したのである。

　紅葉の能力など知るはずもない男は、半ばパニックに陥おちいった。

「こいつ……⁉　だったら、斬り殺す！」

　男が怒声を上げる。紅葉に襲おそいかかる。

　斜ななめに降ってくる霊刀を、紅葉は霊剣で受け止めようとし──

「…………ッ‼」

　ボゴォ、と鈍にぶく低い音。

　男の身体からだが、真横に弾はじき飛ばされた。

　統也が、男に体当たりを仕掛けていた。

　霊刀の軌き跡せきはねじ曲がり、空気を裂さくだけに終わる。

　男は転てん倒とうしかけて、しかし踏みとどまり、体勢を立て直そうとするが──

　統也は霊れい銃じゆうを逆さに持ち、グリップを男の顔面に叩き込んだ。

「もガはッ」

　見事なカウンターだった。

　くるくると男の身体は回転し、崩くずれ落ちた。

「統也！」

　統也の「復活」に、紅葉は頰ほおをほころばせかけた。が、すぐに気を引き締しめ、

「気を付けて！　そのＳＣ、鼻から火を噴くわよ！」

　声を掛けつつ、アスカロンの柄つかからカートリッジを引き抜ぬき、放ほうり投なげる。

「…………」

　統也は何も答えずに、カートリッジをキャッチした。

「…………統也？」

　異状を感じ、紅葉はもう一度呼びかける。

　統也の目が、妙みような光を放っているように見えた。

　微び弱じやくな緑色の輝かがやき。

「…………っと……」

　しかしそれも数瞬のこと。光が消えるとともに、統也は我を取り戻もどす。

「……鼻から火を噴く？　象のくせに？」

　言いながら、統也はカートリッジを差し替かえた。

　まるで数秒間フリーズしていたみたいだった。なんだったのか、と紅葉は思ったが、今は疑問を覚える余裕などない。

「ア……アイボリィィー！」

　顔面を押さえ、地に伏ふせたまま、男は半ば裏声で叫んだ。

　応じて、ＳＣは統也目がけて突とつ進しん。鼻をもたげ、炎の奔ほん流りゆうを噴き出す。

「本当だ！　こいつ鼻から火を噴くぞ！」

　驚おどろきながらも、統也は迫せまり来る炎目がけて銃じゆうを向け、トリガーを引いた。

　銃じゆう口こうから放たれたのは霊れい弾だんではなく、炎。

　紅葉が吸収したＳＣの炎の力を逆用したのである。

　霊銃は火か炎えん放射器となり、象の炎を食い止める。

「なんだと……⁉」

　男は目を丸くする。

　さすがに勢いはＳＣの炎の方が強く、統也は炎の接近を遅おそくするので精せい一いつ杯ぱいだ。

　だが、それで十分だった。

「せぇぇぇぇッ！」

　紅葉が、押し合う炎の横をすり抜ける。

　駆かける勢いそのままに、ＳＣの胴どうを深く裂いた。

　ＳＣが身をよじる。炎の勢いはぐっと弱まった。

　紅葉はＳＣに十字の傷を負わせ、核かくを突き、破は壊かいする。

　象型ＳＣは、はじけて消しよう滅めつした。

「素す晴ばらしい。ウェルダンにならずに済んだ」

　統也は炎を止めた。紅葉に褒ほめ言葉を投げてから、男に視線を移す。

　男は顔面を押さえながら、地面に寝ね転ころがっていた。統也の視線に気づくと、逃にげるように這はう。

「逃がさないよ。なんで僕らを襲ったのか、喋しやべってもらわないと」

　霊銃をこれ見よがしに掲げながら、男に歩み寄る。

　男は懐かい中ちゆうからカードを取り出した。一辺を握にぎり、リーダーに読ませるように滑すべらせる。

　すると、その軌き道どうに従って、空間が裂けた。

「……何⁉」

　統也は咄嗟にその場で霊銃を撃うった。

　が、遅かった。

　男は次元の裂け目に転がりこむ。

　男の姿は消え、直後に裂け目そのものも消えた。

「こいつ、この……！」

　消えたあたりに手を伸ばす。しかし、空しく空を摑つかむばかり。

「……なんてこった。逃げられた」

「な、何よ今の⁉」

「なんだろうね。僕も初めて見た」

　統也は手を閉じたり開いたりした。

「あいつ、飛び石の真上の空間からいきなり出てきたし……なんだってんだ？」

　つぶやきは、統也自身のくしゃみによって途と切ぎれた。

「このままじゃ風邪かぜ引くわね。着き替がえなきゃ」

「そうだな。肺はい炎えんになって死んでしまう。タクシー使って博物館に戻るか……」

「……統也ー！」

　その時、サザンカの声が聞こえてきた。見やれば、サザンカと巴が肩かたを並べて走り寄ってきていた。

「どうしたんですか、その格好！」

　すっかり濡ぬれそぼった統也の姿を見て、サザンカは驚いた。

「ちょっと水浴びをさせられてね。それより、カメラマンは……？」

「逃げられた。悪かったね、うまいことやられたよ」

　巴が答えた。悔くやしそうに顔を歪める。

「そっちこそ、ＳＣはどうなった？」

「この通りよ」

　少し離れた場所から、紅葉が言った。ＳＣが消滅した地点に立ち、落ちていた物を拾い上げる。

　赤いリボンのようなものの切れ端はし。数日前のＳＣ暴走の際に回収したものと、酷こく似じしていた。

「この間の奴やつのお仲間らしいな。ま、ドリルが四本生えているのを見た時点で、想像はついたけど。しかしまあ、一体なんなんだ？　何が起こっている？」

　首をひねり、統也は考え込む。

　が、考えがまとまるより早く、咳せきが出た。

「ああ畜ちく生しよう。奴ら、なんのために僕らを狙ねらった？　僕の美少年ぶりに対する嫉しつ妬とかな」

「体温が下がりすぎてうわごとでもしゃべり出したか？」

　巴がツッコミを入れた。

「こんな場所で野垂れ死にされたらワイルドハントの不ふ名めい誉よだ。さっさと寮りように戻りな。まったく、あんたと関かかわると面めん倒どうなことばっかりだな」

「同感だ。というか、僕に手を貸してくれるなんてどういう風の吹ふき回しだ」

「玉たま占うらないで占ったのさ。この間の石せつ鹼けんの件の埋うめ合わせをしてやるべきか、ってね。埋め合わせしろ、さもないと実家から更さらに一年分の石鹼が届く、と天の声が告げたから、わざわざ来てやったのさ」

「玉占い？　初耳ね。水すい晶しよう玉でも使うの？」

　紅葉が口を挟はさんだ。

　巴は首を振ふった。

「違ちがう。花占いは知っているだろ？　好きとか嫌きらいとか唱えながら、答えが出るまで花びらを全部引きちぎっていく奴だ。それを花びらの代わりに、男の股こ間かんにぶら下がっている玉を使ってやるんだよ」

「…………」

　紅葉は絶句した。

　代わりに、統也が口を開く。

「それって、三つ葉のクローバーを花占いに使うようなもんじゃないの。占いの結果が見えているという点において」

「そんなことはない。世の中には一つしか持っていない奴もいるし、あんたみたいに、ママの腹の中に二つとも置き忘れてきた奴もいる」

　巴は人差し指と中指を揃そろえて、力強く統也の胸を突ついた。そして、その手をひらひらと振る。

「あたしはあたしの仕事に戻る。それじゃあな」

　南の橋を目指して、巴は歩み去っていった。

「……なんなのあいつ。ちょっとどうかしているんじゃないの？」

　その後ろ姿を見つめながら、紅葉は呟つぶやいた。

「たしかにどうかしている。あいつ、京都を宦かん官がんだらけの街にしかねないぞ」

「そういう意味じゃなくて。なんで統也にいちいちつっかかるのか、と言いたいの」

「だから前に言っただろ。あいつは重度のツンデレなんだって」

「それは統也がそう思ってるだけでしょ！」

　思わず紅葉は声を荒あららげた。

「アレは、統也をバカにしているだけだって。悔しくないの、統也？」

「別に。あいつは僕の玉を見たことないからあんな適当なことを言えるんだよ」

「そういうことじゃなくて……」

「紅葉も僕が玉なしだと思っているのか。そいつは困ったな。そう簡単に見せられる物じゃなし。見せられない物をいかにして存在証明すべきか」

「……あまりぐだぐだ言ってると、私も統也で玉占いするけど？」

「……はい」

　慎つつましく統也は返事した。

「私が言いたいのは、もし私が統也の立場だったら、巴の顎あごを砕くだいて、むこう一年は流動食しか食べられない身体にして差し上げるところだ、ってことよ」

「紅葉が？　生まれつき玉の持ち合わせがないくせに？」

「……もう一回川に突き落とされたいの？」

「僕はまだ死にたくない」

　と応じた後、統也は再び咳せき込んだ。

「ううう。薬、薬……」

　薬くすり瓶びんを取り出すべく、上着の内側に手を入れる。

「そうだ。ねえ、統也……」

　紅葉は一つ質問を投げようとしたが、

「……あ、うん。まあいいや。タクシー呼ぼうか」

　結局、やめた。

「さっき、統也の目、緑色に光ってなかった？」

　そう問うのは、あまりにも馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思えたからだ──少なくとも、今の紅葉には。







　３　ブレイクダウン







　統とう也やがロンドンに滞たい在ざいしていたのはせいぜい一ヶ月程度のことだったが、その間の記き憶おくは紅くれ葉はの脳に鮮せん烈れつに刻まれている。何しろ統也は、出会った最初の日に大暴れをしてみせたのだ。

　ロンドンに存在する対霊れい組織、グレート・ブリタニア・ミュージアム。略りやく称しようＧＢＭに初めてやってきた統也を、地下のカフェテリアに案内した時のこと。支し払はらいを済ませ、食事を席に持っていく最中、すれ違いざまに統也のトレイを叩たたいてひっくり返した男がいた。

「よお日本人。ここのメシはマズイから食べない方がいいぜ」

　ＧＢＭの調査員、オグデンは英語でそう語ると、ニヤニヤしながら取り巻きとともにその場を歩み去ろうとした。

　突とつ然ぜんトレイをひっくり返されて、統也はその場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「待ちなさいよ、オグデン！　あなた──」

　紅葉がたしなめようとした、次の瞬しゆん間かん。

　統也の手が音もなく伸のびて、オグデンの後ろ襟えりを摑み、強ごう引いんに引き倒たおした。

「どらああああ──ッ‼」

　怒いかりの吠ほえ声を上げながら、統也はオグデンの顔面へストンピングを連打する。取り巻き連中が気づいて統也を止めようとしたが、それを統也は振り払はらい、はねのけ、ひたすらに踏ふみつけまくった。

「食べ物を粗そ末まつにするたあどういう了りよう見けんだ！　こンのクソ野や郎ろうがッ‼」

　日本語で絶ぜつ叫きようしながら、統也は攻こう撃げきを続けた。オグデンが悲鳴を上げてもお構いなしである。

「ちょっと統也！　日本語で怒ど鳴なってもわからないわよ⁉」

　紅葉も制止しにかかったが、統也の怒りは収まらない。

「アイムハングリー！　プリーズギブミーサムシングトゥーイート‼　プリィィズ！」

　片言の英語に切り替かえて、ひたすらオグデンを蹴けりに蹴る。

　やがて、その場に居合わせた他ほかの調査員たちが割って入って、やっと統也は引き剝はがされたが、その時にはオグデンは失神していた。

　統也は我を取り戻もどすと、その場にいた全員に頭を下げ、床ゆかにぶちまけられた食事を自分で掃そう除じした。その礼れい儀ぎ正しい姿と、オグデンにきっちり反はん撃げきして叩きのめした腕うでっ節ぷしとが評価され、統也はあっという間にＧＢＭの人気者になった。

　そんな姿を知っているからこそ、紅葉は首を傾かしげざるを得ない。

　石鹼を食わされるなどという屈くつ辱じよくを味わわされたなら、その相手が失神して泡あわを吹くまで殴なぐり続ける──統也とはそんな性格だ、と紅葉は信じていた。

　しかし現在はあの通り。統也は別人みたいになってしまっている。

　二年の間に何があったのか？

　当人に問いかけたところで、答えが得られないだろうことは、紅葉も薄うす々うす察している。

　それでも、答えを知りたかった。







「それじゃ、監かん視しカメラの方、見せてもらいますよ～」

　事件の翌日。

　統也たちは砂すな村むらあやめを連れて、喫きつ茶さ店てんを再訪していた。

　昨日の騒そう乱らんのあとはある程度片づけられていたものの、壊こわれたテーブルや椅い子す類がすっかり撤てつ去きよされたため、店内は随ずい分ぶんとさみしい状態になっていた。砕かれた窓には大きなベニヤ板がはめこまれ、仮の風防役を果たしている。

　当然ながら喫茶店は無期限休業、今のところ再開のメドは立っていないという。

「すいませんねえ。こんなことになっちゃって」

　申し訳なさそうに統也は店長に頭を下げた。

「まったくたまらんよ。とはいえ悪いのはＳＣの飼い主であって、君たちではないだろ」

　ラ・ヌーベル・オルレアンの店長、中なか村むら氏は渋しぶい声を絞しぼり出した。髪かみは完全に白く、細ほそ面おもて。枯かれ木きと思えるようなたたずまいで、既すでに年金を受け取れる年ねん齢れい域に足を踏み込んでいるように思えるが、実はまだ五十になったばかりだという。

「京都の街中ではよくある話だ。自じ慢まんじゃないが、既に三度ほど、ＳＣの店内突とつ入にゆうを許している。そのたびに店内は大だい惨さん事じだ」

「それはまた災難ですね。だから店内にカメラを仕し掛かけているんですか」

　統也は上方を仰あおぐ。その視線の先には、天てん井じように取り付けられた小型カメラがあった。数メートルの距きよ離りを置いて、数個設置されている。

「そういうことだ。映像がある方が、霊害保険も下りやすい。強ごう盗とうに入られたこともあるしな」

「いいことです。備えあれば憂うれいなしですよ～」

　ノートＰＣを叩きながら、あやめは言った。博物館内と同様、電子ゴーグルを装着したままである。

　本日の来訪の目的は、監視カメラの映像データを引き渡わたしてもらうことだった。

　喫茶店内に監視カメラを設置しているという店長の話を聞いて、ならば例のカメラマンの画像を入手することができるのではないか、と統也が思いついたのである。

「ここ、ＳＣに好かれているんですかね」

「かもしれん。地下にＳＣの骨が埋うまっているとかな」

　五秒ほど口を閉とざした後、中村は低い声で笑った。どうやらボケのつもりだったようだ。

「骨？　ＳＣに骨なんてあるわけないでしょ」

　紅葉が小声で呟いたところを、統也は肘ひじでつついた。

「ボケにマジツッコミをするんじゃない。言うんならツッコミとわかる形で勢いよく言うんだ。そういう微び妙みような反応が一番困る」

　店てん舗ぽの隅すみに紅葉を引き寄せ、統也は注意した。

「誰だれが困るのよ」

「誰もが。関西で生きていくんなら、ボケにはツッコミが伴ともなうという大原則を忘れちゃいけない。ボケとツッコミを繰くり返すことによって、会話は積み重ねられていく。陰かげ口ぐちを聞こえよがしに言うようなやり方は受け入れられないよ」

「面めん倒どうなこと言うわねえ……」

「日本には、郷ごうに入いっては郷に従えという素す晴ばらしい諺ことわざがある。関西人は、賽さいの河原かわらで石を積むようにボケを重ねて、それを破は壊かいする鬼おにのようにツッコミを入れ続ける。これは永遠に繰り返されるメビウスの輪なんだよ。ウロボロスだよ」

「はいはい」

　適当にあしらって、紅葉はため息を吐ついた。統也は肩かたをすくめて、店長のそばに戻る。

「ちょっと面おも白しろいログが残ってますね～」

　しばらくの間ＰＣ操作に没ぼつ頭とうしていたあやめが、声を上げた。

「この監視システム、ハッキングを食くらっていたみたいですよ～」

「なんだって？」

　中村氏は顔色を変えて、あやめの肩かた越ごしにモニタをのぞき込んだ。

「昨日、ちょうど統也君がいた時間帯と、その日の午後九時くらいの二度、侵しん入にゆうを受けてますよ～」

「マジですか。まさか、録画データが消されてるとか？」

　統也も身を乗り出した。

「いや、動画はそのまま残ってるです」

　あやめがマウスを操作すると、モニタに録画映像が現れた。当とう該がいの時間帯、ボックス席に座る統也たちの姿が映し出される。ほどなくして窓からＳＣが突入し、店内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵図になる──という過程が、無音で淡たん々たんと流れた。

　また別の映像には、カメラマンがテーブルにノートＰＣを広げている姿が映っていた。

「もしかして、こいつがこのＰＣで侵入を仕掛けていたとか？」

　紅葉がモニタを指さす。

「十分に考えられますね～。多分ハッカーは、動画データを大量にダウンロードしていると思いますです」

「動画データを？　なんのために？　あの男、前の時のＳＣ暴走も録画してたし、喫茶店で私たちのことをスマフォでも撮さつ影えいしてたわよね。ほんと、何が目的なのかしら？」

　紅葉の疑問に、統也が応じた。

「まるでわからない。一つはっきり言えるのは、ほっといたらこいつは僕らのことを延々と撮とり続けるだろうってことだけだ。こりゃなんとしてもとっ捕つかまえないと、プライベートを完全に暴あばかれるハメになるぞ。考えただけで吐きそうだ。僕の着き替がえ動画とかトイレで用を足している動画とかがネットにばらまかれでもしたら、死ぬしかない」

「誰が野郎の着替え動画なんて見たがるのよ。とはいえ、気持ちの悪い話よね」

「私もまったく同感だ」中村氏も言った。「どこの輩やからとも知れぬ手合いが、勝手に動画データを持っていくとはな。まあたしかに、所しよ詮せんは私が自力で設置した監視システムだ。隙すきはあったんだろうが……」

「普ふ通つうは侵入を食らうなんて思いませんですよねえ～」

　エンターキーを勢いよく押して、あやめはくるりと振ふり返った。

「とにかく、私たちも動画データをいただいていきますですよ～。このデータは捜そう査さ以外の目的には決して使用しませんので、安心してくださいね～」

　モニタには、データのダウンロードにかかる時間を示すバーが表示されていた。完かん了りようまでしばし時間がかかるようだ。

「コーヒーでも出そう」

　言って、中村氏はバックヤードに消えていった。

「ありがとうごさいま～す。ところで……」

　あやめは中村氏の背中に謝意の言葉をぶつけた後、統也たちにゴーグルを向けた。

「言ってましたですよね～。昨日統也たちを襲おそった男、なんでも、カードのような物を使って空間を切り裂さいて逃にげたとか」

「そうなんだよ。コキュートス印がついたやつだ。心当たりある？」

「あるですよ～」

　あやめはノートＰＣに向き直り、インターネットブラウザを開き、とあるページを提示した。二枚の写真が表示されている。

「ああ。たしかにこんなのだった」

　写真は、一枚のカードを表と裏から撮影したものだった。四重の同心円の周囲に十個の小さな丸、という奇き妙みような印が描えがかれている。

「リッピングカードって名前みたい。コキュートスが扱あつかっている商品ですよ～」

「やっぱりそうか……」

　統也は顔をしかめた。

「ん？　コキュートスってなんのこと？」

　紅葉の問いかけに、

「このマーク、コキュートスという団体のトレードマークなんだ。ダンテの神曲における地じ獄ごくの最深部、コキュートスとマーレボルジェを意い匠しよう化したものらしい」

　と統也は応じた。

「闇やみ社会の商売人団体ってところかな。霊れい能のう力りよく犯罪者に資材や人材を提供する死の商人さ。かなりの資金力と技術力を持ち合わせている、危険な奴やつらだよ。あくまでもバックアップに徹てつし、実行犯に必要な物を提供して、自分たちがあがりの何割かをせしめる、っていうシステムを構築している。おかげで尻尾しつぽを摑つかむのがとても難しい。時々関係者が捕まることはあるけど、所詮は末まつ端たんの人間で、核かく心しん部の実体はあんまりわかっていない」

「そんな連中がいるの。じゃあこのカードは、あのＳＣブリーダーがそのコキュートスと関かかわっているって証しよう拠こ？」

　紅葉の問いに、あやめが答えた。

「可能性は高いですねえ。断言はできないですけど。それにしても、自在に次元の裂け目が作れるのなら便利ですよねえ～。自前で開発できるかな？」

　しばし紅葉はあやめの横顔を眺ながめ続け、

「……関係ない質問なんだけど、あやめちゃん、なんでそんなゴーグルつけてるの？」

　ふと質問を口にした。

　あやめはにっこりと口元をゆるめた。

「それはいい質問ですねえ～。実は私、メデューサの血をひいているのですよぉ～」

「メデューサ⁉」

　紅葉は飛び上がりかけた。

「はい～。視線を交かわした相手を石にする、っていうアレですよ～。なんでもかんでも石にしちゃうと色々不都合があるんでぇ、特とく殊しゆな処置をしたゴーグルをいつも被かぶって視線を遮しや断だんしているんですよぉ」

「……冗じよう談だんでしょ？」

「冗談かどうか、試ためしてみるですか～？」

　あやめはゴーグルに手を掛かけた。軽く引っ張って、素す肌はだとの間に隙すき間まを作る。

「…………‼」

　紅葉は素す早ばやく身を翻ひるがえし、統也の陰かげに隠かくれた。

「おい。僕が石になるのは構わないのか」

「あやめちゃんをつれてきたのは統也よ。統也が責任を取りなさいよ」

「いや、うっかりあやめにゴーグルのことを聞いてしまった紅葉が責任を取るといい」

　統也は紅葉の両りよう肩かたを摑み、強ごう引いんにあやめの前に立たせた。

「ちょ……！　やめてよ！」

　慌あわてて紅葉はじだんだを踏ふみ、全力で統也の背後に回り込もうとする。しかし統也が腕わん力りよくで紅葉を押さえ、しまいには羽は交がい締じめにして固定、あやめと正対させる。

「お願いします、砂村先生！」

「いやーっ！　ちょっと、離はなしてったら⁉」

「ふっふっふっふっふ」

　あやめは腰こしを上げ、いつでもゴーグルを跳はね上げられる体勢で、じっくり紅葉に迫せまった。

「やめてーッ！　ウソでしょ⁉」

　足あ搔がいても、統也の力にはかなわない。切せつ羽ぱ詰つまった紅葉は、力ちから一いつ杯ぱい目をつぶった。

「これでどう⁉　これなら石にならずに済むでしょ⁉」

　目を閉ざしながら、しかし紅葉は勝ち誇ほこったように叫さけぶ。

「それはどうでしょう～？」

　あやめはそのまま迫って両りよう腕うでを伸のばし──わっしと紅葉の胸を摑んで、もみ上げた。

「ふああッ⁉」

　完全な不意打ちに、紅葉は両目を見開いた。

　あやめは素早くゴーグルを持ち上げて、紅葉と視線を交わした。

「…………‼」

　目と口を開いたまま、紅葉は硬こう直ちよくした。それこそ石になったみたいだった。

　これ以上なく張りつめた空気が、数秒間続く。

　が、本当に石になるはずもない。

　悟さとった紅葉はがくりとくずおれて、統也に身を預けた。

「もちろん冗談ですよお～」

　あやめは微笑ほほえんだ──紅葉の胸をもみながら。

「離しなさいよ！」

　ムキになって紅葉はあやめの手を叩たたき落とした。

「二人してからかって！　なんなの⁉」

　紅葉は声を張って腕を振り上げ抗こう議ぎの意を示したが、すぐに恥はずかしくなり、顔を赤くしながら脱だつ力りよくして統也にもたれかかる。

「悪いね。紅葉があまりに必死になるもんで、面白くってつい」

　統也は脱力した紅葉を引きずり、椅い子すに座らせた。

「すいませんです、紅葉」

　あやめは笑いながら謝った。

「このゴーグルは、色々と便利な機能が詰つまった電子ゴーグルなのですよ。仕事道具だから、肌はだ身み離さず身につけているのです」

「……そうなの。なら、そうと早く言ってよね……。でもそれにしても、四六時中着けっぱなしってのはちょっともったいないんじゃない？　あやめちゃん、美人さんなんだし」

　初めてあやめの顔を目まの当たりにして、紅葉は驚おどろいた。見目麗うるわしい、想像以上の整った顔立ちだったからだ。

「もうクセなのですよねえ～。つけっぱなしにしているもので、日焼け跡あとが残っちゃうこともあるしぃ。面めん倒どうだから、こうしてるのです」

　あやめの笑え顔がおに、統也もつられて笑った。

「ま、メデューサの子孫ってのはウソッパチだけど、実際に博物館の中ではメデューサの二つ名を戴いただいているし、ずっとゴーグルをつけっぱなしにしているもんで、『一年に三度砂村あやめの素す顔がおを見た者は死ぬ』なんて言われている。僕たち、一回見たから、あと二回見たら死ぬぞ」

「…………」

　紅葉は呆あきれてものが言えなかった。







「オーケー。このデータ、調査員全員に通知しといたる」

　監かん視しカメラのデータから復元されたカメラマンの画像を確かく認にんして、火梓かずさはそう告げた。

「よろしくお願いしますよ。僕らのプライベートが危機に晒さらされているんですから。いわば胃の中身が喉のど元もとまで来ているような状じよう況きようです」

　神しん妙みような顔つきで、統也は言い返した。

「自分のプライベートなんざ知ったこっちゃないけど、博物館の機密が漏もれるのは問題やからな。みんなしっかり参考人捜さがしをしてくれるやろうから、安心しいや」

　火梓は統也の肩かたを叩き、統也はそれを複雑な表情で受け止めた。

「他人ひと事ごとみたいにおっしゃいますね」

　サザンカが言った。

「統也にとっては重大な問題なのに。私が火梓のプライベートを盗とう撮さつしてばらまいたら、どうします？」

「いてもうたる」

　ギラリと目を輝かがやかせ、火梓は即そく答とうした。

「……イテモータル？」

　関西弁に疎うとい紅葉が統也に尋たずねる。

「『ぶっ殺す』という意味だと解かい釈しやくしていい。英語のモータルという単語とは特に関係ない。昔、副長に面と向かって今のセリフを言われたことがある。リアルで吐はいた」

「フッ。冗談やがな」

　火梓は緊きん張ちようを解いた。

「ウチは、花を手た折おることすらためらう小心者やで。……ま、その辺はおいといて、あやめの言葉が本当やったら、自分ら、コキュートスに狙ねらわれてるってことになるなあ」

「コキュートスってのは、恐おそろしい奴らなんですか」

　紅葉の問いに、火梓は少々思案してから答えた。

「とても恐ろしい奴らとも言えるし、大したことないとも言える」

「イエスかノーで答えてください。どっちなんですか」

「二択たくで答えられるような単純な奴らやないってことや。ま、そもそも、実体がはっきりと摑めてない以上、ある程度推測になるけど……コキュートスそれ自体の規模は、大したことないと思うわ。構成員の数という意味において」

「そうなんですか？」

「多分な。犯罪者のグループ単位は『ボルジア』と呼ばれとる。元ネタは『神曲』な。裏社会にはいろんな大きさのボルジアが存在する。数十人を抱かかえる大所帯ボルジアもあれば、一いつ匹ぴき狼おおかみを気取る小さなボルジアもある。そんなボルジアの群れの中の中心部に存在するのがコキュートスや。あいつらは闇社会の中心に鎮ちん座ざして、各ボルジアの調整を行っとるのよ。必要な物資を要求されればそれを提供し、『こういった霊能力の持ち主がいる』と言われたら、よそのボルジアから要件を満たす人員を捜し出して派は遣けんする。闇やみの派遣会社と言えるかもな」

「闇の派遣会社……？　なんかすごい俗ぞくっぽい表現ですね」

「闇社会の総元もと締じめ、言うた方が通りがいいかね。コキュートスが方針を示せば、大たい抵ていのボルジアはそれに従う。そういう意味ではかなり恐ろしい奴やつらやで。紅葉を殺せ、なんて指示が出たら、ありとあらゆる霊れい能のう力りよく犯罪者が自分の命を狙いに来るねんで」

「…………」

　紅葉は無言で自分の首筋をなで回した。

「そう考えただけで首筋が冷えるやろ？　問題は、自分らが狙われてるのがコキュートスの意志なのか、それとも傘さん下かのどこかのボルジアが単身でつけ狙っているのか、ってことや。個人的には、後者だと思うねんけどな」

「だとしても、心当たりがないですね。特に、僕と紅葉がセットで狙われているらしい、っていうのがねえ……」

「確かになあ。狙われるのが統也だけやったら、まだわかるけど」

「敵の正体なんて、捕つかまえた後に考えればいいんですよ。敵を捕とらえるために何をすべきか、そのことをまずは考えるべきではありませんか？」

　サザンカが意見を口にする。と、紅葉が応じた。

「……なるほど、そうね。サザンカのくせに、妥だ当とうな意見を言うわね」

「『サザンカのくせに』とは、一言余計ですよ？　私に対する嫉しつ妬とですか？」

「言い争っている場合じゃない。方針を相談しよう」

　二人の口論が長引く前に、統也が素早く話題をずらした。

「ええ考えがあるで。敵さん、まだ自分らのこと見み逃のがすつもりはないんやろ？」

　火梓が挙手して発言した。

「きっとそうでしょう。見逃してくれればこの上なくうれしいんですが」

　と統也は答えたが、

「うれしくない！」

　紅葉が素早く割り込んだ。

「一方的にやられっぱなしで逃にげられるなんて、冗談じゃない！　統也はそうは思わないの⁉」

「思わない。僕は心穏おだやかに生きていければそれでいい」

「ウソ。そんなのはウソ」

　紅葉は統也の肩を摑つかんで軽く揺ゆさぶり、真っ向から目をのぞき込んだ。

「絶対に統也もムカついてる。やり返したいって思ってるはずよ」

「ハムラビ法典は邪じや教きようの類たぐいだと僕は信じている」

「ハムラビ法典は教典ちゃうで。まあとにかく、敵さんが来てくれるんなら、お迎むかえすればええやろ。自分ら、囮おとりになったりや」

　火梓の作戦指導に、

「やります！」

　紅葉は猛もう烈れつなやる気を見せ、

「マジですか」

　統也は眉をひそめた。

「それ以外に手っ取り早い方法があるかいな。あるんなら、自分の好きなようにやってええけど。ある？」

「……ないです」

　統也は正直に答えた。

「だったら、街中を適当にほっつき歩いて敵さんの出現を待つんやな。あ、アレや。紅葉はこっち来て間もないんやし、京都観光に連れてったったらどない？」







「へええ……。こんなところに水族館があるのね」

　水族館の建物を見上げて、紅葉は呆ほうけたような声を漏らした。

　京都駅から西へしばらく歩いたところに広がる公園の中に、水族館は建っていた。建物の高さ自体はさほどないものの建築面積は広く、平べったい印象を受ける建物だ。

「百パーセント人工海水を使う日本初の水族館だそうだ」

　パンフレットを見ながら、統也は言った。

　目的地を決めるにあたり、統也はさんざんに知ち恵えを絞しぼった。ＳＣに襲しゆう撃げきされる可能性が大である以上、開けた場所か、すぐそばに開けた空間がある場所を目的地とする必要がある。なおかつ、敵の襲撃を促うながすため、できるだけ京都市街中心地が好ましい。

　これらの条件を備えている、という観点から真っ先に思いつくのは広い庭を持つ寺社仏閣の類、あるいは京都御ご所しよといったところだが、歴史、伝統ある建築物を少しでも破は壊かいの可能性に晒すのは好ましくない。

　やっとのことで思いついたのが、この水族館だった。万が一水族館を破壊するような事態が出しゆつ来たいしたとしても、取るべき責任は軽い。寺社仏閣に比べれば。

「苦く渋じゆうの選せん択たくだった」

　建物を正面に仰あおいで、統也は嘆なげきの言葉を口にした。

「ゆったりと泳ぐおさかなさんを見ても、かわいいペンギンさんを見ても、今の僕の心を癒いやすことは叶かなわない。むしろ吐きそう。悲しいなあ」

「心配しないでください」サザンカが口を挟はさんだ。「どんなことが起きようと、私は統也を最後まで守ってみせます。いざとなれば、水族館中の水という水全すべてを凍こおらせることもためらいませんよ」

「水族館の魚を全ぜん滅めつさせるつもり？　ひどいこと言うのね」

　紅葉が口を挟んだ。

「もののたとえですよ。あくまでも意気込みを伝えたかったのであって、実際に魚を全部氷こおり漬づけにしたいなんて思ってませんよ。冗じよう談だんの通じない人はいやですねえ」

「はあ？　サザンカ、あなた──」

「その辺にしておいてくれ」

　統也が口を挟んだ。

「今日ばかりは休戦にしてほしい。人目を惹ひいて作戦を壊こわしたいのか」

　妥当な指し摘てきだったので、紅葉もサザンカも黙だまって頷うなずいた。

「……じゃ、行こうか、統也。サザンカが魚を氷漬けにするまえに堪たん能のうしなくちゃ！」

　紅葉は統也の左袖そでを引っ張り、早足で歩き始めた。

「あ！　統也の手を引くのは私の役目ですよ！」

　サザンカが回り込み、統也の右手を捕まえる。

「二人とも落ち着けよ。子供か！」

　引きずられる格好で、統也は二人に続いた。




　水族館は大だい盛せい況きようで、混雑していた。

　どの水すい槽そうの前も、人の壁かべが幾いく重えにも重なっていて、泳ぐ魚の姿を覗のぞくのには少々の忍にん耐たいと努力がいった。が、展示の内容はその忍耐に酬むくいてあまりあるものだった。ことに、光のカーテンの中を大小様々な種類の魚が乱らん舞ぶする大水すい槽そうは、紅葉の心をわしづかみにした。

「すごいよ、あれあれ、エイの顔！　あんなキモい顔してるんだ！」

　腹の側を見せて泳ぐエイを指さして、紅葉ははしゃいだ。

「キモいとか言ってやるなよ。好んであんな顔になったわけじゃない。エイとして生まれた宿命だ」

　苦く笑しようしながら言い返す統也。

　眼前を横切るように、エイはゆっくりと泳いでいく。紅葉はその姿をじっと見つめながら追いかける。エイに気を取られすぎて、統也とぶつかってしまった。

「んむッ」

　統也の胸の中に自ら飛び込んでしまう。どいて、と言おうとして紅葉は頭上を振ふり仰ぎ──言葉を失った。

　あまりにも近くに、統也の顔があった。

「……ぅ……」

　目と目が合う。

　統也もまた、紅葉の瞳ひとみに吸い寄せられるように、動けなくなる。

　互たがいに見つめ合ったまま、二人は永遠とも思える数秒を過ごし──

「……他ほかのお客様の邪じや魔まですよ」

　サザンカが紅葉の顔面に手の平を当て、強ごう引いんに押し剝はがした。

「冷た！」

　紅葉は慌あわててサザンカの手をはねのけた。怒ど鳴なりかけて、場所を思い出し、睨にらみつけるに留とどめる。

「カップルのふりをするのも結構ですけど、任務を忘れてもらっては困りますよ」

　対照的に、サザンカは冷え切った視線を返す。

「べ、別に、忘れてないわよ」

　声を抑おさえて、紅葉は言い返した。しかし内心の動どう揺ようまでは隠かくせない。

「ちょっと統也とぶつかっただけ。でしょ……」

　統也に同意を求める。が、統也の顔を見た途と端たん、頰ほおが赤くなるのを自覚して、思わず顔を背そむけてしまった。

「もちろん忘れていない」

　と応じてから、統也は紅葉の態度を不ふ審しんに思い、声を掛かける。

「紅葉、怒おこってるのか」

「怒ってない！」

　強すぎる口調に、驚おどろいた──統也のみならず、紅葉自身も。

「……怒ってないから」

　紅葉は統也と向き合い──しかし視線は合わせられずに──言い直した。

「なら、いい」

　肩かたを落として、統也は呟つぶやいた。

「どうやら、ターゲットが見つかったようだし」

　視界の隅すみに、統也は「カメラマン」を見み出いだしていた。

「どうやら、また別のおしゃれをしてきたようですね」

　サザンカの言う通り、例の男は金きん髪ぱつだったところを黒く染め直していた。正体を隠すためだろう、服装も前回とは大きく異なり、一目見ただけでは別人と勘かん違ちがいしてしまいそうだ。

　しかし相変わらず長ちよう髪はつは長髪のままだし、身長の高さなど肉体的な特とく徴ちようは変えようがない。

「敵さん、誘さそいに乗ってきたわね。さ、他の客の迷めい惑わくにならないよう誘ゆう導どうしましょ」

「そうだな。面めん倒どうはさっさと済ませよう」

　短く息を吐き出し、気持ちを切り替かえて、統也は歩き出した。

　人の波に乗って、一行は出場口から公園に舞まい戻もどる。

　出口から出てすぐ、サザンカは一人だけ、特に挨あい拶さつもなくあらぬ方向へ進んで行った。統也と紅葉は別方向に歩く。

「もっとあっちに行くと、蒸気機関車館ってのがある。結構な数のＳＬが保存されているところでね。一部のはまだ動くんだ」

「ふーん。動態保存ってやつね」

　何も気づいていないふりをしながら、統也と紅葉はブラブラと西方へ、芝生しばふのエリアを抜ぬけて、木々が立ち並ぶ区画へと向かう。

　カメラマンは、十分な距きよ離りを置いて、統也たちを追ってきた。スマフォをいじりながら、時折カメラを統也たちの方に向けてくる。

　統也は池のほとりで足を止めた。

　カメラマンは直線的に追うのをやめ、すっと歩く方向を曲げる。

「……あっと」

　ドスン、隣となりを行く人に身体からだをぶつけてしまった。

　軽く頭を下げ、無言で通り過ぎようとして──

「すいませんの一言もないとは、しつけがなってませんねえ？」

　相手の手が伸のびて、男の肩を捕つかまえる。

　途端、手を触ふれた部分が凍り始めた。

「何⁉」

　男は目を剝むき、相手の手を押さえた。ここで初めて、ぶつかった相手がサザンカであることに気づく。

「ちょっと冷たくしますからね」

　サザンカは力を発揮する。

　触れた部分から、ミキミキと凍る。外気を急速冷れい凍とうして、その中に男を閉じこめる。

「おい、何すんだ、やめろ！　うああ⁉」

　抵てい抗こうしようにも、氷漬けにされては身を震ふるわせるほどの余地すらない。

　ほどなくして、男は顔面をのぞき、氷の中に閉じこめられてしまった。

「統也！　お願いします！」

　サザンカは全身を氷ひよう塊かいに当てて踏ふん張り、押し出した。

　男は魚市場の冷凍マグロのように地面を滑すべって、池に迫せまり──

「危なッ！」

　紅葉は咄とつ嗟さに飛び退のいた。

　飛び退いた直後に男は滑り抜け、池に転落した。ドボン、と派手な水柱が立ち上がる。

　氷塊は一いつ旦たん完全に水すい没ぼつした後、

「うごッ！　助けて、溺おぼれる……！」

　池の中で急速解かい凍とう。男は浮うき上がり、酸素を求めて暴れ出した。

「お助けしますよ～」

　統也は氷の弾だん丸がんを池に撃うち込んだ。

　弾丸はあっという間に水面を凍らせた。水面で暴れる男を、その内側に閉じこめる。

　男は、半はん端ぱな体勢で腰こしから下を氷の中に捕とらえられてしまった。

「ひッ！　なんだ……⁉　てめえ、またか！　ふざけんな、寒いだろ！」

　男は統也に怒ど声せいを叩たたきつけるが、

「その体勢なら溺れないよ。風邪かぜを引くかもしれないけどね」

　統也は余よ裕ゆうの体で笑えみを返した。

「むしろ、ふざけんなって言いたいのはこっちだ。僕らを盗とう撮さつして、何が楽しいんだよ」

「全くです」

　統也たちと再合流したサザンカも、言葉を重ねる。

「動画データは全部私に引き渡わたしてもらいましょうか。統也が映っている部分だけ編集して、個人的に楽しませてもらいますから」

　と、紅葉が手を伸ばしてサザンカの肩をぐいっと引っ張った。

「ちょっと、サザンカ！　もう少しで私が巻き込まれるところだったじゃない！　池に落ちてたらどうするの⁉」

「巻き込まれる？　それはそうでしょう。紅葉にぶつけるつもりで押しましたからね」

「ふざけないで！　私、カーリングの石じゃないのよ⁉」

「軌き道どう上にいた紅葉の方が悪いと思いますけど」

「静かにしてよ。今からこいつに聞くこと聞くんだから」

　二人を制しつつ、統也は池のへりに立って、男に話しかけた。

「この間、喫きつ茶さ店てんで僕らのことを盗撮していたよな？　わざわざ喫茶店の盗撮カメラをハッキングするし、その前に僕らが河原でＳＣと戦った時も撮とってたし。認めるな？」

　男は無言で統也をにらみ返すばかりだった。

「何も言わないってことは、認めるってことかな。なんの目的で僕らを撮っているのか。あのＳＣはなんなのか、おまえと関係があるのか。色々と教えていただけたらうれしいんだけどね」

「……そう言われて、答えるとでも思っているのか？」

　男は抵抗の姿勢を見せる。

「かっこよく言ってみても、ポーズが決まってないよ」

　無感情に統也は言い返した。

「白昼堂々、こんな野外で、俺を拷ごう問もんにかけるってか？」

　統也たちの姿は衆目を集めつつあった。通行人たちがかなり遠巻きに囲み、統也たちに視線を送っている。

「とりあえず、博物館に連れていく。それでいいよね」

　紅葉が提案すると、統也は頷うなずいてスマフォを取り出し、博物館に電話を入れた。

「しばらくその格好で固まっていてもらう。ちょっと不都合だろうけど我が慢まんしてくれ」

　着信待ちの間、統也は男に言った。

「あのリッピングカードとやらを使って逃にげられても困るしね。サザンカ、ちょっとこいつのお手々を拘こう束そくしておいて」

「わかりました」

　サザンカは男の両手首を取って胸の前に寄せ、凍こおらせた。ものの十秒で、氷の手て錠じようのできあがりである。

　男は抵抗したが、氷の手錠は頑がん丈じようでヒビ一つ入る気配すらなかった。

「無む駄だですよ」

　サザンカは池の縁ふちに戻り、統也にしなだれかかった。

「私の氷は、私と統也の魂たましいの結びつきと同じように強固なんですから」

「ちょっと冷たいよ、サザンカ」

　す、と統也は身を引いた。サザンカは傷ついたような眼まな差ざしを統也に向け、紅葉は小さく噴ふき出す。

　その時──

「……エクウス！　助けてくれえ！」

　カメラマンが、遠くに声を投げた。

　統也たちはカメラマンの視線を追って振ふり向むき、

「……なんだありゃ」

　自分の目を疑った。

　白馬の王子様が、そこにいた。

　人の波をかきわけ、静かな歩調で迫り来ている。

　白馬の正体は、大型ＳＣ。馬の姿を模したＳＣだ。

　サラブレッドを思わせる、いかにも皮ひ膚ふの下に筋肉がみっちりと詰つまっていそうな容姿。

　そして例によって、頭部には四本の角が生えていた。ユニコーンならぬテトラコーンである。

「……ふふふふふ」

　馬上には、白い軍服のようなものを着た、金髪の男性が座っていた。髪かみは染めているらしく、その顔つきは明らかに日本人のそれである。コスプレ感が強きよう烈れつにただようたたずまいだ。

「君たちが、神しん柳りゆう統也、久く留る守す紅葉、そしてＳＣのサザンカかな？」

　見た目のイメージ通りの気取った声で、王子様は尋たずねてきた。

「あなたこそ、何者よ」

　紅葉が言うと、王子様は短く笑った。

「エクウスと呼んでくれ、お嬢じようさん。馬上からで失礼だが。ちなみにこちらは我が相棒、ドラゴンホース」

　紹しよう介かいして、ＳＣの首の横を叩く。身体が傾かたむいて、ジャケットの肩かたから生えている無数の金モールが揺ゆれた。

「じゃあエクウス、どこかに行ってくれない？　仕事中なんで、あなたの相手はしてられないよ」

　カメラマンを指さしながら、統也が言った。

「そうはいかない」

　エクウスは軽く手た綱づなを引いた。一定の距離を置いて、ＳＣは足を止める。

「僕はその男を引き取りに来たんだからね」

「……へえ。この男とはどういう関係？」

　紅葉が問う。

「答える義務があるのかな」

「答えていただいた方がうれしいわね。もしかしたら、ついでにあなたも池に突つき落とした方がいいのかもしれないし」

「フッ。水泳は趣しゆ味みじゃない」

　す、とエクウスは上着のポケットから棒状のものを取り出した。縦に握にぎり、念を込めると、霊れい気きが集まって形をなす。

　数すう瞬しゆんの後、棒は馬上槍やり、ランスへと姿を変えていた。

「おとなしく引き渡してくれないのなら、こうさせてもらおう」

　エクウスはＳＣを操あやつり、紅葉たちの側に尻しりを向け、ふらりと遠ざかっていった。

　小学校低学年程度の女の子を見つけると、そちらにランスを伸ばす。

「…………！」

　意図に気づいて、統也は霊れい弾だんをエクウスに撃ち込んだ。

　エクウスはＳＣを盾たてにして直ちよく撃げきを防ぎつつ、ランスの先せん端たんを少女の襟えりに引っかけ、持ち上げた。旗はた竿ざおのごとく掲かかげ、統也たちの近くまで戻もどってきて、

「人ひと質じち交こう換かんだ。この子がバーベキューの具になるのを見たくなければ、うちのカメラマンを返してくれ」

　と持ちかける。

「卑ひ怯きようじゃないの！　無関係の子供を巻き込むとか、プライドはないの⁉」

「僕も良心が痛むよ。こんなことはしたくない。だが君たちが僕の言うことを聞いてくれないんじゃ、こうするしかないだろう？」

　叫さけぶ紅葉に、エクウスはニヤニヤと笑いながら応じた。

「ぐう……！　統也、どうする？」

　怒いかりに奥歯を嚙かみしめながら、紅葉は統也に問う。

　が、統也は何も答えない。

「…………統也？」

　不ふ審しんに思い、横手を見やると──

　統也は、エクウスへ険しい視線を放っていた。

　両目に緑の光を灯ともらせながら。

「と……統也！　落ち着いてください！」

　サザンカが血相を変えた。右手を摑つかみ、なだめにかかる。

　統也はサザンカの手を振り払はらった。

「……いいだろう。カメラマンは返す」

　低い、感情を無む理り矢や理り抑おさえつけたような声で、エクウスに返答する。

「賢けん明めいな判断、感謝する」

　エクウスは肩をすくめた。

　統也は池に歩み寄ると、カートリッジを差し替かえた。先日紅葉から受け取った、火か炎えん放射用のものである。カメラマンを捕とらえる氷に向かって炎ほのおを発射すると、氷はあっさり解け去った。

「ヒ、ヒィィ！」

　氷の拘束が解けた途と端たん、カメラマンはバランスを崩くずして転てん倒とうした。一いつ旦たん水面下に沈しずみかけて浮ふ上じよう、統也から逃げるように陸に上がる。大回りしながら、エクウスのもとに戻った。

「手間を掛かけさせてくれたな。さっさとおうちに帰って温かくして寝ねることだ」

　エクウスはカメラマンに語りかけつつ、空いている手でコキュートス印のカードを取り出した。縦に勢いよく滑すべらせると、次元の裂さけ目が音もなく開く。

「…………」

　最後に怒りの一いち瞥べつを統也にくれた後、カメラマンは裂け目の内側へと消えていった。裂け目はすぐに閉じ、見えなくなる。

「……それじゃあ、その子を解放してもらおうか」

　統也は、ランスに引っかかったままの少女を指さした。

　少女は空中でぶらりぶらりと揺れながら身体からだを硬こう直ちよくさせていた。恐きよう怖ふのあまり声も出ないようだ。

「そう行きたいところだが、僕にはもう一つ用事がある。それを果たすまで、この子を離はなすわけにはいかないね」

　エクウスは首を横に振った。

「ちょっと、あなた──」

　紅葉が糾きゆう弾だんの言葉を口にするより速く、

「……おォい‼」

　統也が怒ど鳴なり声を発した。

「話が違ちがうだろうが‼　とっとと離せや‼」

　エクウスのみならず、紅葉も驚おどろいた。

　統也らしからぬ、粗そ暴ぼうな物言いだった。

　統也の両目の緑色の光が、徐じよ々じよに力を増している──紅葉には、そう見えた。

「何、大したことじゃない。僕と勝負してもらいたいんだよ、君たち三人にね」

　カードを握ったままの手で、エクウスは統也、紅葉、サザンカを指し示した。

「僕に勝てば──とは言わない。勝負に応じさえしてくれれば、この子は返そう」

　再びカードを空に滑らせて、空間を縦に斬きり裂く。ぱくり、と大きめの裂け目が開いた。

「……その中で戦う、ってか？」

　統也の問いに、エクウスは頷うなずいた。

「そういうこと。待ってるよ」

　少女をランスに掛けたまま、エクウスは裂け目をくぐり抜ぬけていった。

　ＳＣの姿が消えた後も、裂け目はそこに残り続けた。

「……これ、どうします……？」

　サザンカは二人に意見を求めた。

「明らかに、誘さそってるわね」

　紅葉は即そく答とうした。

　敵の誘いに、簡単に乗っていいものか。

　人質がいる以上、放置して逃げ出すという選せん択たくはあり得ないが、即そく断だんするのも怖こわい。心構えをする時間的余よ裕ゆうを、紅葉は欲ほつしたが──

「知ったことか！　来いって言うんなら、お望み通り行ってやるよ！」

　一寸の躊ちゆう躇ちよもなく、統也は裂け目に飛び込んだ。
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「えええッ⁉　ちょっと、統也⁉」

　紅葉は咄とつ嗟さに統也に手を伸のばしたが、届かなかった。

「まずいです」

　焦あせりの声を、サザンカが漏もらした。

「統也が理性を失いかけていますね……。紅葉はここで待っていてください。私が一人で追いかけます」

　そのまま、単身で裂け目に潜もぐろうとする。

「待って！」

　紅葉はサザンカの肩を摑んで止めた。

「私を置いていくって、どういうことよ⁉」

「面めん倒どうなことになるかもしれません。あなたはここで待っていた方がいい……」

「冗じよう談だんじゃない！　私たちは三人でイレヴンベータなんでしょ⁉　統也一人だけを危険な目に遭あわせるなんて、そんなことできないわよ！」

「それは、──」

　紅葉の言葉に、サザンカは気け圧おされた。

「私が日本に来たのは、統也に対する屈くつ辱じよくを晴らすため、って言ったよね⁉　ここで私が逃にげるわけにはいかないのよ！　サザンカがなんと言おうと、私も行く！」

　紅葉は鉄のように固い意志を目に込めた。

「……そうですか。わかりました、行きましょう」

　サザンカは決意し、紅葉の手を引っ張って、次元の裂け目の中へ落ちた。




　奇き怪かいな光景が広がっていた。

　地面に白い砂利じやりが敷しき詰つめられた、広い異空間。

　視界を遮さえぎる物といえば、数十メートルの距きよ離りを置いて向かい合うように建つ二つの門。

　門は、かつての平安京の出入り口に構えられていた、いわゆる二重門という巨きよ大だいな代しろ物もので、柱や二階回かい廊ろうの手すりなどが美しい朱しゆ色いろに塗ぬられている。

　門の横からは白い壁かべが延びて、広大な空間を四角形に区切っている。更さらに、二つの門をつなぐように石いし畳だたみの道が続いていた。

　平安神じん宮ぐうあたりにでも迷い込んだかのような雰ふん囲い気きだが、空を見上げれば印象は一変する。空は赤と黒の二色に染まり、あちらこちらでマーブル模様の渦うずを描えがいている。

　そんな空の下で、統也はＳＣと戦っていた。

　広大な空間を存分に利用して、ＳＣは駆かける。頭部のドリル四本と、エクウスが構えるランス、全部で五本の突とつ起き物が、統也に穴を開けようと迫せまり来る。

　統也は銃じゆうを構え、真っ向から射しや撃げきする。しかし角に命中した霊弾は弾はじかれ、顔や胴どうに命中した霊弾も表面に軽くめりこむに留とどまる。

　ＳＣの勢いを止めるには至らない。

「……くッ！」

　眼前にＳＣの角が迫る。

　統也は地面に身を投じて二回転、すぐさま片かた膝ひざ立ちになり、去りゆくＳＣの尻に霊弾を撃うち込む。それでもやはり、大したダメージは負わせられない。

「統也……！」

　後を追ってきた紅葉とサザンカがやっと合流、統也の手を取り立たせた。

「遅おそいじゃないか、紅葉、サザンカ……！」

　ＳＣを見み据すえたまま、統也は言った。

　一方の門の近くに、人質の少女はぼーっと立ち尽つくしていた。サザンカはそちらの保護に向かい、紅葉は統也のそばに進み寄る。

「どうしたの、統也！　統也らしくないじゃない！」

　紅葉の言葉に、キッと統也はにらみ返した。

「無関係な人ひと質じちを取るようなクソ野や郎ろう、許せないんだよ、俺は‼」

　まるで何かに取り憑つかれたかのような変へん貌ぼうぶりだった。その瞳ひとみには、緑色の輝かがやきが心臓の鼓こ動どうのように明めい滅めつしている。

「それはそうだけど、落ち着いてよ！　そんなに興奮してちゃ、──」

「貴様、どういうつもりだ！」

　紅葉を無視して、統也は馬上の男に怒ど声せいを投げた。

　ＳＣは大きな弧こを描くルートを取って減速、統也たちと距離を置き停止した。

「仕切り直しと行こうじゃないか。全員揃そろったんだから」

　エクウスは、余裕を漂ただよわせながら言った。

「神柳統也、久留守紅葉、サザンカ。君たちをセットで倒たおさないと意味がない」

「セットで……？　どういうことなの⁉」

「フ。それは、──」

　紅葉の質問に、エクウスは答えようとしたが──

「おまえの都合なんざ俺の知ったことか！　このクソ野郎がッ‼」

　統也が叫び、エクウスの声をかき消した。

　霊れい銃じゆうを撃ちながら、突とつ撃げきを開始する。

「えええ⁉　ちょっと……⁉」

　またもや紅葉は驚きよう愕がくした。ガンナーが突撃を仕し掛かけるなど、正気の沙さ汰たではない。

「紅葉、フォローを！」

　遠くからのサザンカの叫さけびに応じて、

「何してんの、統也！」

　紅葉は剣けんを構え、統也のあとを追う。

「フフフ！　トチ狂くるったかなぁ⁉」

　ＳＣも突とつ進しんを開始、ドリルを回転させて、真っ向から統也を迎むかえ撃つ。

　統也は冷れい凍とう弾だんを撃った。

　その標的はＳＣ本体ではなく、石畳。

　着ちやく弾だんした途端、石畳は白く凍こおり付く。

　直後、ＳＣの前足が氷結したエリアに踏ふみ込み──

「……ぬおおおッ⁉」

　滑った。

　前足を取られて身体が伸び、突進が一旦止まる。

　その間に統也は横手へ回り込み、

「こいつッ！」

　エクウスを直接撃った。

「…………‼」

　エクウスはしかし咄嗟に身を投げ、ＳＣの側面にしがみついた。陰かげに隠かくれ、銃じゆう撃げきをやり過ごす。

「せええええ──ッ！」

　そこへ、遅おくれて突進してきた紅葉が斬りかかる。

「フッ……！」

　ぐい、とエクウスは手た綱づなを引っ張った。

　ＳＣの首が大きくねじ曲がる。

　四本のドリルが、エクウスと紅葉の間に入り込む。

　ピンボールゲームでボールをパドルで弾くように、エクウスはドリルの腹で紅葉を打った。

「……ッ……‼」

　咄嗟に紅葉はターゲットを変えて、ドリルを薙なぎ払はらう。

　霊れい剣けんは四本のドリルをまとめて叩たたき斬ったが、

「フハア──ッ！」

　時間差で、エクウスのランスが突つき出された。

　霊剣で受け止めることは叶かなわず、紅葉は身をよじる。

　避よけられない。

　ランスが紅葉の脇わき腹ばらを打つ。

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かん、ランスがドリル回転を始める。

　直後、紅葉の身体からだは枯かれ葉のように吹ふき飛んだ。

「──ぐッ⁉」

　肩かた口ぐちから地面に叩きつけられてバウンド、数メートル転がって、やっと停止する。

「……紅葉‼」

　すぐさま統也が駆け寄り、紅葉を助け起こす。

「……大だい丈じよう夫ぶ……」

　苦く悶もんの表情を浮うかべつつも、紅葉は笑ってみせた。

「派手に吹き飛ばされただけよ。大したダメージじゃない……」

　ランスと接触した部分は服が破れ、肌はだがわずかに裂さけていた。大した傷ではないが、出血には違ちがいない。

「それより落ち着いて、統也！　撃ち手が自分から前に行ってどうするの⁉　殺してくれって言ってるようなものよ！」

　統也の両りよう腕うでを捕つかまえて、紅葉は説得にかかる。

　しかし統也は、まるで聞いていなかった。

「あの野郎……よくも紅葉を！　ふざっけんな‼」

　怒ど気きは烈はげしさを増し、両目の緑色の光は輝きを強めていく。

「待って統也、お願いだから……！」

　紅葉は統也を押さえ込みにかかったが、わずかに速く、統也が紅葉を振ふり払った。

　左手で、自身の右手を握にぎる。統也は力を込め──

　右手を、握り潰つぶした。

　まるで最初から空っぽだったかのように、右手の手て袋ぶくろは潰れた。

　統也は手袋を投げ捨てる。

　右手があるべき場所には、何もなかった。

「な……⁉」

　声を、紅葉は漏らした。

　炎ほのおが噴ふき上がるように、手首から緑色の光が放たれる。

　一いつ瞬しゆんの後、緑色の光は右手を象かたどった。

　ぐ、と統也は右手で拳こぶしを握り、そして開く。霊れい体たいのごとく、輪りん郭かくがわずかに揺ゆらいだ。

　揺らぐ右手で、霊銃を摑つかむ。

　腕うでを持ち上げて、狙ねらいをつける。

　照星の先に見定めるのは、Ｕターンをして戻もどってくる馬型ＳＣ。

「フフフ！　どうしたんだい、その右手！　蛍けい光こう塗と料りようでも塗ったのかな⁉」

　再びエクウスは真っ向から突撃してきた。ＳＣのドリルは先せん端たん部を断たたれたものの、相変わらず高速回転を続けている。

「統也！」

　どう考えても、はね飛ばされるのは統也の方だ。ＳＣの進路から統也をどかすべく、紅葉は駆け寄ろうとしたが、

「やめなさい！」

　いつの間にか、サザンカが少女とともにそばまで来ていた。手を伸のばし、紅葉を食い止める。

「離はなして！　あれじゃ、統也が死んじゃうでしょ⁉」

　声を張り上げる紅葉に、

「死ぬのは私たちの方です‼」

　サザンカはもっと大きな声で言い返した。

「こっちに来なさい‼」

　強ごう引いんに紅葉を引き倒して、サザンカは地に伏ふせる。

「……おおおおお……！」

　統也がうなる。

　右手の光は強さを増し、霊銃そのものを飲み込み始めた。

　巨きよ大だい化して、形を再構成。

　数秒の後に、光がやや収まると──

　光の内側から、巨大な大たい砲ほうが姿を現す。

　二メートルにも届かんとする全長の大砲が、統也の右みぎ肘ひじから生えていた。

「フフ！　こけおどしか⁉」

　ＳＣは速度をゆるめない。統也をはね殺す勢いで迫る。

　エクウスのランスが先に統也を貫つらぬくと思われたが──

　砲ほう口こうの奥に、ひときわ強きよう烈れつな光が生まれる。

　統也はその砲口をＳＣに向けて、

「……消えろおおおお──ッ‼」

　絶ぜつ叫きよう。

　光が炸さく裂れつした。

　口径と同じサイズ、まるで丸太のごとき太さを保つビームが、ＳＣを撃うつ。

　ビームに触ふれた途と端たんに、ＳＣは砕くだけ散った。

「な……⁉」

　ＳＣを失って、エクウスは転落。そのまま光の奔ほん流りゆうへと吞のみ込まれる。

　ビームはあっという間に空間の最奥、門に激げき突とつする。

「……おおおおお……！」

　ＳＣが消えても、エクウスが消えても、ビームは消えない。

　やがて、大砲がガタガタと震ふるえ始めた。

　ミキミキミキ、と音を立てて砲ほう身しん全体にヒビが入り始める。

　けれども統也は、光の放出をやめない。

　やがて砲身の強度が限界に至り──

　砕ける。

　閃せん光こうが走る。

　全すべてが光に満たされる。

　凄すさまじい爆ばく発はつ音が轟とどろいて、異空間をまるごと緑一色に染め上げた──







　──光がすっかり消え去った後。

　そこに残っていたのは、地面のごく一部を覆おおう氷のドーム。

　氷のドームが、ひとりでに砕けた。

　中から現れたのは、うつ伏ぶせになって並んでいる紅葉とサザンカ、人ひと質じちにされた少女。

「…………」

　地面に寝ねころんだまま、紅葉は放心していた。

「……さて」

　先にサザンカが立ち上がった。冷静に足あし下もとの埃ほこりを払ってから、紅葉を助け起こす。

「これが、統也の秘密ですよ」

　紅葉の耳元で、サザンカはそう言った。

　しかしその言葉は、紅葉の耳には入らない。

　ぽかーんと口を半開きにしたまま、周囲を見み渡わたす。

　異空間はすっかり静せい寂じやくに包まれていた。

　統也が立っていたはずの場所を中心にして地面が抉えぐれている。

　はるかむこうの門もん扉ぴに焦こげ跡あとが残っている。おそらくレーザー直ちよく撃げきの跡だ。

　門扉のすぐそばで、エクウスが妙みような体勢で倒たおれている。

　完全に気絶しているようで、ぴくりとも動かない。

「……統也！　そうだ、統也は⁉」

　やっと統也のことを思い出して、紅葉はあちこちを見回す。

「こちらですよ」

　サザンカの向かう先を目で追って、紅葉は統也を発見した。

「統也！」

　紅葉はサザンカを追い越こし、倒れている統也のもとに跪ひざまずいた。

　統也も気絶していた。半目を開いた状態で、うつ伏せに倒れている。

　右手は形を保ったまま、弱い光を放っていた。

「統也！　統也⁉」

　必死に揺さぶる。意識を取り戻す気配はない。

「すぐには目覚めませんよ。自じ爆ばくしましたからね」

　サザンカが冷静な声で言った。

「……自爆……？」

「さっき見たでしょう？　統也の右手の大砲が大爆発を起こしたところ」

「……ああ」

　サザンカに言われて、紅葉はやっと理解した。先さき程ほど、紅葉の眼前で何が起きたのかを。

　紅葉は、統也の右手を摑んだ。

「…………」

　息を吞む。

　その感かん触しよくは、普ふ通つうの手とはかけ離れていた。

「二年前、統也が霊れい気き雷らいに撃たれたこと、聞いてますよね？　その時の後こう遺い症しようなんです」

　悲痛な表情を見せながら、サザンカは言った。

「霊気雷に撃たれて、統也の右手はこんな風になりました。それ以来、統也は、自分の力を制せい御ぎよできなくなったんですよ」







　４　アストラフォビア







　夕ゆう闇やみ迫せまる頃ころ。

　公園内に玄げん大だい病院の救急車と博物館の車が進入し、ことの始末にあたっていた。

　紅くれ葉ははサザンカと力を合わせ、統とう也やとエクウスを異次元から引きずり出していた。エクウスは昏こん睡すい状態のまま救急車に放り込まれ、そのまま玄大病院に連れられていった。

　統也は、公園の芝生しばふの上に仰あお向むけに横たわっている。相変わらず意識はないが、呼吸音は規則正しい。

　紅葉は統也のそばにひざまずき、じっと統也を見つめていた。

「……よお。お疲つかれやったな」

　そこに、声が掛かけられる。

　火梓かずさだった。

「……あ。どうも……」

　力無く、紅葉は挨あい拶さつを返す。

「また派手にやってもうたみたいやな、統也の奴やつ」

　火梓は統也の姿を見下ろして、「困った奴だ」とでも言いたげな表情を閃ひらめかせた。

「あんま気にせんでええで。見た目死んだみたいになってるけど、一晩寝れば元通りに治るから。車乗せるの手伝ってえや」

　火梓は石いし畳だたみの上に停とめた車を指さした。

「……副長の車ですか」

「せや。自分も病院まで送ったるで」

　言われて初めて、紅葉は自分の脇わき腹ばらの傷を思い出した。

　火梓はその場にかがみ、ぺちぺちと統也の頰ほおを叩たたいた。

「目ェ覚ましてくれれば楽やねんけどなあ。あ、そういや、統也の手て袋ぶくろ回収しとるか？」

　手袋は、紅葉が拾っていた。統也の右手にはめ直した後、火梓、紅葉、サザンカの三人は統也を抱かかえ、後部座席に乗せた。隣となりにサザンカが座り、紅葉は助手席でシートベルトを締しめる。

「じゃ、行こか」

　火梓はサイドブレーキを外した。車は静かに動き始め、車道に進み出る。

「……まあ、なんや」

　ハンドルを握にぎりながら、火梓は語りかけた。

「統也がこうなるのはいつものことや。……いや、最近は治まっとったんやけどなあ」

「どういうことなんですか。説明してもらえます？」

　紅葉は言い返した。

「知りたい？」

「パートナーですから」

「そらせやな」

　少し間をおいてから、火梓は語り始めた。

「ロンドンから帰ってきた後、統也が霊気雷に撃たれたって話、聞いた？」

「聞いてます。詳くわしくは知りませんけど」

「その時に死にかけてなあ。一命を取り留めたのはよかってんけど、その時に右手があんな風になってもうたんや」

「右手だけ？　なんでそんなことが……？」

「わからへん。病院のスタッフが精密に調べたけど、お手上げやって。霊気雷はたびたびようわからん現象を起こしよるからな。わかったのは、統也の右手が霊れい体たい化したこと、霊体化が徐じよ々じよに広がりつつあるってことだけやった」

「広がりつつある？　それって将来的には、統也の全身が霊体化するってことですか？」

　紅葉の声に、緊きん迫ぱくの色がこもる。

「それは大だい丈じよう夫ぶ。統也、薬飲んどるやろ？　あれは霊体化の進行を止めんねん。あれを飲んでいる限り、手首から先が霊体化することはあれへんよ」

「そうなんですか。あの薬、吐はき気止めくらいに思ってましたけど」

「それとは別に吐き気止めの薬も持ってるけどな、あいつ。それはともかく、薬さえ飲んでりゃ大丈夫、ってことで統也はワイルドハントに復帰した。でもその後で問題が発覚してなあ」

「それが、暴走ですか」

「せやねん。あいつ、一度キレると止まらんようになってもうて。キレたら最後、敵も味方も通行人もお構いなし。右手の大たい砲ほうぶっ放して、誰だれも彼も巻き込んでまうねん。あれを食くらったら、二、三日は昏睡状態になる。当の本人は一晩寝れば復活すんねんけどな」

「はあ……」

　ちらり、と紅葉は眠ねむる統也を見やった。

「一番酷ひどい目に遭あったのは、統也とユニットを組んでた奴や。初めは我が慢まんしとったんやけど、何度も巻き込まれて、とうとうキレよってな。それでユニットを解消することになった。そのあとは取っ替かえ引っ替えや。新しい相手も爆発に巻き込まれるとすぐに関係解消を要求しよる。しまいには、統也と組みたがる相手がおらんようになってもうた」

「そこで白羽の矢が立ったのが、私というわけです」

　サザンカが言った。

「私ならば、自衛できますからね」

　サザンカが作ったドームの中で爆ばく風ふうに耐たえたことを、紅葉は思い出した。

「あれは……そういや、お礼言ってなかったわね。ありがと」

「どういたしまして」

　紅葉が礼を述べると、サザンカは素す直なおに返した。

「本来なら」火梓が続けた。「調査員は人間同士で組ますのが原則やねんけどな。特別に、統也とサザンカのコンビを認めてるのは、そういう経けい緯いがあったからや。ユニット名をイレヴンアルファにしたったのも、特例ってことを示すためよ」

「それじゃ、なんで私が参加することになったんですか？」

　紅葉が質問すると、火梓は小さく笑った。

「統也とサザンカにコンビを組ませたのが、一年前。それ以降、暴走する回数は減ってる。人格矯きよう正せいが、だんだん効いてきたんやな」

「矯正……？」

「せや。昔の統也はワイルドハントとしての義務を真面まじ目めにこなす男やった。この世の悪や理り不ふ尽じんに怒いかり、それを隠かくそうともしなかった。今時珍めずらしい熱血漢、ってやつやで。ロンドンにいた頃もそんなんやったやろ？」

「……ええ、そうでした」

　紅葉は、かつてのロンドンにおける統也の活動ぶりを、心中に思い描えがいた。

「統也は……かっこよかったですよ。相手がどんな強大なＳＣだろうと、絶対に折れなかったし、負けなかったし……。憧あこがれましたよ。だから私は、統也に会いに日本に来たんです。二年間訓練を重ねて、実戦にも立って、十分な実力をつけた今なら、統也のパートナーとしてふさわしい人間になれる、って信じて」

「ところが、統也はフニャフニャクソ野や郎ろうになり果ててもうた」

　火梓が後を引き取った。

「失望したやろ。でもあれは、統也の努力の結果なんや。怒りを制御するための、な。まあホンマ、別人になってもうたな。複雑で、屈くつ折せつして、他人に心の中を打ち明けない、いけすかない奴になってもうた。暴走が減ったのは結構やけど、ウチにはどうも、不健康やと思えてな。このままほっといたら、統也の性格は歪ゆがむ一方ちゃうか、ってな。で、そこに降って湧わいたのが、自分の移い籍せき話よ」

　横目で火梓は紅葉を見やった。

「自分と最初に電話した時は、驚おどろいたで。統也の奴、ロンドンで恋こい人びと作っとったんかいなって思ったからな」

「えッ⁉」

　びくりと紅葉は反応した。急な動きにガチリとシートベルトのロック機能が作動する。

「そ……そんなことないですよ？　恋人同士とか、そんな関係じゃありませんって」

　慌あわてて言いつくろうと、

「そうみたいやな」

　火梓はつまらなそうに応じた。

「でもその時は、こいつは統也にぞっこん惚ほれとるな、思たで。統也に対する屈くつ辱じよくを晴らすだのなんだのと言うとったけど、そんなんは単なる照れ隠しで、単純に統也に会いたかったんやろ？」

「…………」

　顔を赤くして、紅葉はうつむいた。

「……いえ、あの、……ううう。やめてくださいよ。統也が起きてて、こっそり聞き耳を立てていたらどうするんですか」

　消え入るような声で言う。

「大丈夫ですよ。統也はぐっすり眠ってますから」

　後部座席のサザンカにはしっかりと聞こえていた。冷え切った声が返ってくる。

「とにかく、ええ機会やと思ってな。昔の統也を知っている人間をつけたれば、昔の調子を取り戻もどすんちゃうか、と睨にらんだわけよ。最近は暴走もしなくなったし、そろそろ人間のパートナーをつけても大丈夫やろ、思たんやけど……早かったかもしれへん」

　ボン、と火梓はハンドルを叩いた。

　ほどなくして、車は寮りようにたどり着いた。寮の駐ちゆう車しや場に車を停とめて、火梓は席を下り、後部座席のドアに回り込む。

「さて、と。統也、でかいし重いねんなあ。足一本切り落としたったろか」

　一人で、火梓は統也の肩かたを抱えようとした。

「私も手伝いますよ」

　そこへ、紅葉が歩み寄り、反対側の肩を抱だき上げた。

「自分、怪け我がしとるやろ。ウチ一人で運んだるって」

「大丈夫ですよ、このくらい」

　紅葉は自分の脇腹を撫なでた。

「サザンカは寮の中に入れないんだし、私も行きます。その方が速いでしょ」

「しゃーないなあ。じゃあサザンカ、ちょっと待っときや」

　車内に残るサザンカに声を掛かけて、火梓と紅葉は統也の運うん搬ぱんを開始した。

　意識を失った統也の身体からだは鉛なまりのように重かった。苦労させられそうだ、と紅葉は覚かく悟ごを決めたが、実際の所、苦労は玄げん関かんをくぐったところで終わった。

「あ！　統也ちゃん、また倒たおれたの？」

　管理人の中なか沢ざわが統也の姿を見るや、

「みんな！　統也ちゃんを運ぶの手伝ってあげて！」

　その時ロビーにいた寮の住人に声を掛けた。

「お？　あいつ、また暴走したのか」

「最近は落ち着いたと思ったのに、また再発したのかよ」

　住人たちは、誰もが面めん倒どうそうな声を漏もらしながら、しかし呼びかけに応じて五人六人と集まり、火梓、紅葉に代わって統也を運び始めた。あとは見ているだけで済んだ。

　統也をベッドに押し込んで、住人たちは去っていった。あとには、火梓と紅葉が残る。

「統也の暴走癖へきは消えてなかった」

　統也の寝ね顔がおを見つめながら、火梓が言った。それから紅葉に視線を移し、

「今まで黙だまってて悪かったな」

　謝罪の言葉を口にする。

「いえ、いいんです。今回は、サザンカのおかげもあって、実害ゼロで済みましたし」

「でもこれから先、常にサザンカがいるとは限らへんで。いずれ、自分もアレに巻き込まれることになる。ウチとしては、アレを食らい続けろと命令することはでけへん」

　鋭するどく、紅葉は頭をもたげた。

「それって……統也とのユニットを解散するってことですか？」

「そうは言ってへん。ただ、自分が望むなら、ユニットの解消を認めるってことや。どないする？」

　問われて、紅葉は統也の寝顔を見下ろした。

　顔に答えが書いているはずもなく、統也が起きて答えを教えてくれるわけでもない。

「さっき、統也を運ぶのを手伝ってくれた人たち……」

　代わりに、紅葉は質問を投げた。

「統也を憎にく々にくしげに見つめていた人がいたのが、気になったんですけど」

「自じ爆ばく癖へきのせいで、統也を敬遠している奴やつらはおるよ。特にワイルドハントの人間なら、自じ爆ばくに巻き込むのは止よしてくれ、と言いたくもなるやろな」

「そうですか……」

　ふぅ、と紅葉は息を吐いた。

「ま、ここでぶちぶち言ってもどうにもならんよ。病院行こか」

　火梓はドアを指さした。紅葉はおとなしくそれに従った。







　京都市内某ぼう所しよ。

　とある雑居ビルの一室にて、石いし塚づかはオフィス内の自分の個室のデスクの上に腰こし掛かけ、あちらこちらに電話を掛けまくっていた。

「ああそうだ。エクウスは玄大病院に連れていかれたんだろ？　ワイルドハントに色々と尋じん問もんされたら面倒なことになる。機会を見つけ次し第だい消してくれ。金はいくらでも出す！　さっさと仕事しろ！」

　がなり立てて、受話器を固定電話に叩たたきつけるように置く。

「ああ……クソ！　エクウスの野郎、最悪の形で捕つかまりやがって！　後始末するこっちの身にもなってみろってんだ！」

　叫さけびながら、石塚は繰くり返しデスクを叩いた。理性ある人間のふるまいとは言えず、完全に度を失っている。

　そんな最中、がちゃりと音がして、室内唯ゆい一いつの扉とびらが開いた。

「入ってくるなと言ったはずだぞ！」

　相手も確かく認にんせずに、石塚は怒ど鳴なりつける。

　が、次の瞬しゆん間かん、入室者の姿を視し認にんして、すくみ上がった。

「…………！」

　デスクから飛びおり、直立する。

「失礼しました！　エージェント・エスメラルダ！」

　入ってきたのは、少女だった。

　ロングヘアで眼鏡めがねをかけた、高校の制服が似合いそうな年とし頃ごろの娘むすめ。右みぎ肩かたには、狐きつねの姿をしたＳＣが乗っている。

「……困ったことをしでかしてくれたものだな」

　その口調は、まるで年寄りのように重じゆう厚こうだった。声の質自体は見た目相応なのだが。

「挑ちよう戦せん者の一人が捕まったと聞いた。どうするつもりだ？」

「は！　そちらは『艮うしとらの会』に掛け合い、始末をつけるように委い託たくしております！」

　上官に答える二等兵のような勢いで、石塚は返答した。

　エージェント・エスメラルダと呼ばれた少女は頷うなずいた。

「万ばん事じ遺い漏ろう無く務めるように。ただし、『レトリビューション』は必ず完走しろ」

　命令に、石塚は目を大きく見開いた。

「続行しろ──とおっしゃるのですか」

「今ここで止やめたところで、儲もうけにはならん。そうじゃないか？」

「そ……その通りですが、しかし……」

　石塚が反論しようとしたちょうどその時、狐が鳴いた。

　クケェェェェ！　と歯を剝むき出しにし、威い嚇かくする。石塚はびくりと身を震ふるわせた。

「しかし……なんだね？」

　優ゆう雅がな手つきで狐の頭を撫でながら、エスメラルダは尋たずねる。

　おとなしく、石塚は頭を下げた。

「い……いえ、なんでもありません。わかりました……」

「結構。ただし、ワイルドハントの勝ち抜ぬけは許さない。必ずや、新しいチャンピオンを誕生させろ」
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「レ……レックスのヘビーヘッドに勝たせろ、と」

「君のところのファイターが、ワイルドハントごときに敗れていいのか？　今後の商売ができなくなるぞ」

「は……はい。そうですね……」

「ＳＣＦＳの威い信しんにかけて、あらゆる手段を使って戦え」

　伝えることを伝えると、エスメラルダは扉に手を掛け、

「コキュートスは無益な損失を許さない」

　最後にその言葉を残し、去っていった。

　エスメラルダの姿が消えた後も、しばらく石塚は直立したきり、冷や汗あせを流し続けた。







「……はあ……」

　ため息を吐ついては、カフェテリア入り口に目をやり、統也の姿を捜さがす。

　紅葉は眼前の朝食にほとんど手をつけずにいた。

　早朝のカフェテリアは、時間帯独特のけだるい雰ふん囲い気きに包まれていた。忙いそがしく立ち回る寮の住人はおらず、誰だれもがゆったりと朝食を摂とっている。張りつめたような空気をまとっているのは紅葉だけだ。

　今日ばかりは、統也を起こしに行くのを控ひかえていた。自爆の後に無理に起こすのはよくない、と火梓から助言を受けたからだ。だから、先に食べながら紅葉は待っている。

「……はあ……」

　何度目かのため息を吐いた時、

「しけた顔をしているじゃないか。おねしょでもしたか？」

　頭上から巴ともえの声が降ってきた。

「してない」

　キッと鋭い視線で紅葉は振ふり返る。

　すぐ後背に、梅ばい光こう院いん巴はトレイを抱かかえて立っていた。

「隠かくさなくていいんだぞ。夜や尿によう症しようは立派な病気だ。笑いはしない」

　いつものむすっとした表情でそう言うと、巴は紅葉の対面の席に腰こしを下ろした。

「してないって言ってるでしょ！　食事時にそんな話、しないでもらえる⁉」

「ああ、そいつは失礼。食事時の話題には気を付けないと。オレンジジュースが何か別の液体に見えてくるしな」

　グラスのオレンジジュースを、巴は一口飲んだ。それから紅葉のトレイを見やる。

「あんた、全然手をつけてないね」

　紅葉は無言でトレイ上のパンを取り、嚙かみついた。

「話は聞いている。あんた、昨日、統也の自爆に巻き込まれかけたんだって？」

　巴もパスタをすすり始める。

「ここで食べるの？　空いている席、いくらでもあるじゃない。あなたがこの席じゃなきゃイヤだって言うんなら、私が動くけど──」

　紅葉は腰を浮うかしかけたが、

「まあ座りな。たまには二人で友情を温め合おうじゃないか」

　巴は手を振って紅葉を制した。

「…………友情？　私たちの間に友情があったとは初耳ね」

　露ろ骨こつな疑いの眼まな差ざしを向けつつも、紅葉は着席する。

「あるさ。『友達の友達は、皆みな友達』という説によれば。あたしたちの間には、統也という鎖くさりの環わがある」

「……あなた、やたらと統也につっかかってくるけど、なんなのよ？　どういう関係？」

　少し考えてから、巴は答えた。

「宿敵だな。かつては比ひ翼よくの鳥と言われる仲だったが、今は親の仇かたきくらいに考えている」

「ヒヨクノトリ……？」

「あんたにはちょっと難しかったかな。オスメスそれぞれが一つの目と一つの翼つばさを持ち、合体して飛ぶと言われる伝説上の鳥だ。二羽でくっついていなきゃ、空を飛ぶことができないってわけだ」

　紅葉は思いっきり眉まゆをひそめた。

「そんなに仲が良かったの？　あなたたちが？」

「そりゃ、あんたは知らないだろうさ。もともと、あたしは統也とコンビを組んで活動していたんだから」

　フン、と巴は鼻を鳴らした。

　パンを千切る紅葉の手が止まった。

「……なんですって？」

「あたしと統也はユニットを組んでいた。元祖ユニットイレヴンだ。昔はいつも二人で一いつ緒しよに行動して、ＳＣ狩がりやら行方ゆくえ不明者捜そう索さくやらに励はげんだもんだよ。はっきり言えば、あたしは統也のことを愛していた」

「愛していた……？」

　紅葉の声に動どう揺ようの響ひびきがこもる。

「ああ、そうだ。少なくともあたしはあの男に恋こいをしていた。あいつがロンドンに行く時には、たった一ヶ月でも統也と別れたくない、ってダダをこねたもんさ。しまいには統也のカバンの中に潜もぐり込んで一緒にロンドンに行こうとして、酸欠になって死にかけたりもした。今となっては何もかも忌いま々いましい思い出さ」

「…………」

　意外な巴の告白を、紅葉はただ黙だまって聞く。

「あいつがロンドンから帰ってきた後、あたしたちはコンビ活動を再開した。その矢先に例の事件が起きた。雷かみなりに撃うたれて、あいつは右手を失った。その話は聞いてるな？」

「……ええ……まあ」

「結論から言うと、あいつが無くしたのは右手だけじゃなかった。何か、あいつの中にあった重要な何かを雷に焼かれたみたいでね。怒いかりを抑おさえることができなくなっちまったのさ。ＳＣと戦っては自じ爆ばく、霊れい能のう力りよく犯罪者のちょっとした挑ちよう発はつにキレて自爆、しまいには同どう僚りようとの喧けん嘩かで自爆。そのたびにあたしは巻き込まれて、数日間昏こん睡すいするはめになった。ひどいもんだよ。目が覚めた時には何日も日にちがすっとんでるし、爆ばく風ふうに焼かれた時の感覚がしばらく残り続ける。あれは青あお汁じるを鼻から吸引するより苦しいよ」

　過去を思い出してか、巴は苦く悩のうの表情を閃ひらめかせ、顔を半分手で隠した。

「あたしは統也を信じていた。すぐに感情を制せい御ぎよする方法を考え出して、昔通りの統也に戻もどるってね。でも、ダメだった。統也はどんなに頑がん張ばっても、怒りを抑えることができなかった。で、何度も巻き込まれるうちに、とうとうあたしがキレた。これ以上つきあってられるか、と三み行くだり半はんを叩きつけたんだよ。ユニットイレヴンは解散だ」

　昨晩火梓から聞いた話と一いつ致ちする、と紅葉は思った。

「あの時のあたしの判断は正しかったのか、今でも悩なやむ」巴は続ける。「自爆に巻き込まれることに、あれ以上は耐たえられなかった。それは間ま違ちがいない。とはいえ、あたしは統也を見捨ててしまったようなもんだ。見捨ててさえいなければ、統也が今みたいなことにはなっていなかった、とも思うのさ」

「今みたいな、って？」

「あいつはしょうもない男になっちまった」

　吐き捨てて、巴はパスタを食くらった。

「あんたもロンドンで、昔の統也とツラ付き合わせてたんだろ？　だったらわかるはずだ。あいつは自分の気持ちに噓うそを吐かない男だった。だから一緒にいて楽しかったし、頼たのもしくも思えた。だが今のあいつはなんだ？　人間としての感情をどっかに投げ捨てた、しょうもない野や郎ろうだ。あいつの死んだ目を見たか？　あれも気に入らない。一ヶ月干され続けたアジの干ひ物ものの方が、まだキラキラしたおメメをしている」

「……ハハ。そうね」

　紅葉は思わず苦く笑しようしてしまった。

　ともかく、紅葉にもだんだんと事情が飲み込めてきた。統也と巴、二人の間の妙みような人間関係について。巴が異様に統也を敵視していながら、それを統也がツンデレの一言で済ませているわけが。全すべては二人の過去に起因していたのだ。

「さて、そこでだ。あんた、これからもあいつとのユニットを続けていくつもりなのか」

　昨晩、火梓にも問われた質問だった。

「……答える必要があるの？」

　ことさら刺とげ々とげしく、紅葉は返した。まだ何も決めていないことを見み透すかされないために。

　巴は肩かたをすくめた。

「そうだな。必要はない。あたしがあんたに昔話をしてやる必要がないのと同じに」

「…………」

「ただ、先せん輩ぱいであるあたしから言ってやれることはある。あいつとのユニットを続けるってことは、あいつの自爆に何度も何度も巻き込まれるってこった。今はサザンカがいるから、直ちよく撃げき回数は減るかもしれん。だがゼロにはならない。そうだろ？」

　否定できず、紅葉は沈ちん黙もくを続ける。

「繰くり返し自爆に巻き込まれ、吹ふき飛ばされ、次に目覚めた時には何日も経たっている。目覚めるたびに、鼻から青汁をすするよりもひどい苦しみに苛さいなまれる。──そんな毎日を送ることになる。覚かく悟ごがなければ、あいつのパートナーは務まらない」

「鼻から青汁をすする苦しみってのはなんなのよ」

「文学的表現だ。さしものあたしとて、実際に鼻から青汁をすすったことはない」

　巴はパスタを食べ終えて、フォークを皿に置いた。

「今まであいつと組んできた人間は、誰もその覚悟を持てなかった。あたしも含ふくめてね。……あんたにその覚悟が持てるかな？」

「……あたしにも無理だ、って言いたいの？」

「ちょっと違ちがう。わかってないねえ」

　口元を歪ゆがめて、巴は笑った。

「逆だ。あたしは会ってみたいんだよ。あの男のパートナーになる覚悟を持ちうる人間ってのはどういう奴やつなのか。あんたが有資格者であることを祈いのっているよ」

　それだけ言うと、席を立ってトレイを持ち上げ、食器返へん却きやく口に向かった。

「…………」

　しばし、紅葉は呆ぼう然ぜんと巴が去った席を見つめ続けた。

　ほどなくして、返却口から戻ってきた巴が紅葉の肩を叩たたいた。

「……ところで、本当におねしょしたんじゃないんだろうな」

「だからおねしょなんてしてないわよ！」

　紅葉の大声は、カフェテリア内にいた全員の注意を引いた。多くの視線が全身に刺ささるのを感じて、紅葉は身を縮ませる。

「そうかい、今日はしてないか！　さっきも言った通り、夜尿症は病気だから、医者に診みてもらうといいぞ！」

　ことさら大きな声で言って、巴はカフェテリアから去っていった。

「ちょっと！　何言ってんのよ⁉　訂てい正せいしなさいよ！」

　紅葉は叫さけんだが、大声を出せば出すほど墓ぼ穴けつは深くなる。

「……まったく……」

　おとなしく席に着いた。深呼吸して、心を落ち着かせる。

　覚悟を持て、とは大層な言い方だ。そこまで構える必要があるのか、と紅葉は思う。

　しかし一方で、昨晩の「自爆」を目まの当たりにした後では、巴の言葉に一定の説得力を感じるのも事実。

　しばらくの間、紅葉は思し索さくに思索を繰り返した後──

「……ダメね。頭で考えるだけじゃどうにもならない」

　結論になっていない結論にたどり着いた。

　統也はいまだに現れない。

「……いくらなんでも遅おそくない？」

　だんだん心配になってきた。もしかすると、いまだに昏睡状態が続いているのかもしれない。だとすれば、学校に連れん絡らくするためにも、統也の状態を確かく認にんする必要がある。

　紅葉は残っていた食事をかき込み、牛乳パックをすすりながら席を立った。







　博物館の寮りようは一応男性寮と女性寮に分かれているが、その区別は厳格ではなく、寮の間の出入りは性別を限らず自由だ。寮住まいの男性たちと挨あい拶さつを交かわしあいながら、紅葉は統也の部屋を目指し、たどり着く。

「……あれ」

　ドアノブを握にぎると、あっさり開く。鍵かぎがかかっていなかった。

「なんで……？」

　紅葉は首をひねる。たしか、昨晩帰りがけに火梓が鍵を掛かけたはずだ。

「統也！　いるー⁉」

　ドアをノックしながら、声を掛けてみる。

　反応はなかった。

「入れ違いにでもなったのかな。でも不用心じゃない？」

　呟つぶやきながらドアを静かに押し、室内に侵しん入にゆうする。

　部屋の中の様子は、前の晩と変わりなかった。ベッドに統也の姿がない点を除いて。

　紅葉はシーツに手を当ててみる。

「……あったかい」

　ぬくもりと、統也の匂においを感じた。起きてまださほど時間は経っていない。

「どこ行ったのかしら。ま、心配するほどのことじゃないと思うけど……」

　呟いたその時、背後でガタンと音がした。

　咄とつ嗟さに振ふり向むくと──

「……本当にたまらんね、この右手は……」

　ぼやきながら、統也が洗面所から姿を現した──全ぜん裸らで。

　すぐに統也も紅葉の姿に気づく。

　数秒間見つめ合った後──

「……イヤァァァァ──ッッ‼」

　紅葉は絶ぜつ叫きようした。

　あまりの大だい音おん声じように、統也はびくりと身を震ふるわせた。

「ちょ……！　でかい声を出すなッ！」

　慌あわてて紅葉の口を塞ふさぎにかかる。が、あまりにも慌てすぎたため、足をもつれさせ、

「ぬおッ」

　転てん倒とうした。紅葉を押し倒たおす格好で。

　またもや二人は数秒間見つめ合ってしまい──

　紅葉の両目が、殺人的な眼光を放つ。

　体幹の筋肉に力をこめてブリッジし、統也を跳はね上げる。

　浮ういたところを蹴け飛とばして、巴ともえ投なげの要領で空中に放ほうり出した。

　統也は空中で半回転して、

「……おがッ！」

　背中から床ゆかに激げき突とつした。

「このヘンタイ！　バカ！　アホォォ──ッ‼」

　ありとあらゆる罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げながら、紅葉は走って部屋から出ていった。

　統也は全裸で仰あお向むけになり悶もん絶ぜつする。紅葉を呼び止める余よ裕ゆうすらなかった。




　着き替がえを終えて、統也が部屋を出ると、紅葉は扉とびらのすぐ外で待っていた。

「あれ。いたの」

「ほっとくわけにもいかないでしょ」

　じとっとした目線で、紅葉は統也を見つめた。

「……背中、大だい丈じよう夫ぶ？」

「まあまあ」

「ならよかった。……でも、なんで裸はだかだったのよ」

「紅葉は自室で全裸になったりしないのか」

「少なくとも、部屋の鍵を開けたまま裸になったりはしない」

「朝飯食いに行こうとして、右手首が痛んだんだよな。その時に鍵を外したんだ。不注意だったな。……うっ」

　不意に統也の表情が歪む。

「だ……大丈夫？」

「大したことはない」

　左手で、手首のあたりを軽くさすった。

「自じ爆ばくすると、霊れい体たい化が進む。さっき裸になっていたのは、進み具合を目視するためでね。身体からだのどこかに飛び火していないとも限らないし。痛む時は薬を飲めばいいんだけど……」

　懐かい中ちゆうから薬くすり瓶びんを取り出す。錠じよう剤ざいはほとんど切れかけだった。

「こりゃ学校に行っている間に無くなるな」

「無くなると、まさか、学校で自爆を……？」

「可能性なきにしもあらず」

　スマフォを取り出し、統也は時間を確認した。

「今からまっすぐ学校行っても遅ち刻こくだし、先に病院行って薬もらってこようかな」

「わ……私、付き添そうよ」

　紅葉は申し出た。

「いいの？」

「私もどうせ遅刻だもの」

「そうか。じゃ、付き添い頼たのむよ」

　紅葉の背を叩いて、統也は歩き始めた。







「話……色々聞いたよ」

　診しん療りよう会計待ちのソファに腰こし掛かけて、紅葉は統也に語りかけた。

「話……？」

「統也の右手のこととか、色々と。副長と巴が教えてくれたの」

　統也は眉まゆをひそめた。

「巴が？　どういう風の吹ふき回しだ？　今朝はたまたま正気に戻もどっていたのか？　惑わく星せい直列はまだ先だと思ってたけど」

「……なかなか酷ひどい言いようねえ」

「あいつ、学校じゃスパイクボール部の名めい誉よ部長なんだぞ。普ふ段だんは博物館の業務で忙いそがしいからアレだけど、都合がつく時は試合に出て、エースとして活かつ躍やくする。正気の人間に務まる役目じゃない」

「スパイクボール？　それってスポーツの名前？」

「そうそう。まず、ハーリングって知ってる？　アイルランドの伝統スポーツなんだけど」

「アイルランドの？　初耳ね」

「マジ？　ロンドンにいた時に一いつ瞬しゆんだけだけどテレビで見たぞ。しゃもじみたいな棒を振り回まわすスポーツ、見たことない？」

「ああ……言われてみれば、なんとなく」

「それよ、それ。ハーリングってのは、簡単に言うと、ホッケーと人殺しを足して二で割ったようなスポーツでね」

「へえ。ホッケーと……人殺し……？」

「そう。で、スパイクボールってのは、そのハーリングに、更さらに人殺しを足して二で割ったようなスポーツだ。つまりホッケー一に対して人殺し三という割合になる」

「それは……たしかに、正気の人間に務まるスポーツじゃなさそうね」

　紅葉がそう言うと、統也は深く首こうべを垂れた。

「巴があんな人間になってしまったのも、僕の責任だ」

　重苦しい口調で、呟く。

「そうなの……？」

「昔の巴は、純真な女の子だった。僕にもよくなついてくれたし、僕がロンドンに行く時は『私もついていく』って言って聞かなかったんだよ。信じられないだろうけど」

「その話、当人から聞いた。たしかに信じられない」

「雷かみなりに撃うたれたのは、ロンドンから帰った直後だ。あの時、僕は──」

　何かを言いかけて、統也は言葉を切り、右手で顔を覆おおった。

「言いたくないんだったら、別に言わなくてもいいけど……」

　紅葉は気き遣づかったが、

「いや。喋しやべる。聞いてくれ」

　統也は手を離はなして、はっきりと言った。

「クラスの担任教師から内々の仕事を頼まれたんだ。親が持っている山林にＳＣが出しゆつ没ぼつしているんで退治してくれないか、ってね。親が博物館の存在自体を嫌きらっているので博物館を通すとかなり面めん倒どうなことになる、だからこっそりとやってほしい、という条件だった。僕はその件をこっそり引き受けることにした。バイト代をはずむとも言われたしね」

「モグリの仕事ってやつ？　目先の欲よくに釣つられると大たい抵ていあとで酷い目に遭あうわよ」

「言われるまでもない」

　もとより渋しぶかった統也の表情が、ますます渋くなった。

「結論から言うと、それは罠わなだった。僕を逆さか恨うらみしている霊れい能のう力りよく犯罪者の集団が、僕の担任教師を利用して僕を罠にはめようとしたんだ。担任教師は多額の借金を抱かかえていて、それをチャラにしてもらうって条件で片棒を担かついだらしい」

「ろくでもない教師ねえ」

「まったくだ。あいつは、山の中を歩いている最中に、僕を背後からスタンガンで襲おそった。完全に油断してたんで、僕は電でん撃げきをモロに食くらってその場に倒れた。すると隠かくれていた男たちがわらわら出てきて、朦もう朧ろうとしている僕を担いで山奥の鉄てつ塔とうの足あし下もとまで連れていった」

「鉄塔……そこで霊れい気き雷らいに撃たれたの？」

「そういうこと。でもそこに至るまで、もう少し話がある。あいつらの目的は、僕を殺す前に十分に苦しめるってことだったらしくてね。あいつらは、鉄塔を囲う金かな網あみに僕の手を手て錠じようで固定すると、すぐそばに野生動物の死体を放置して行ってしまった」

「……それって……」

　何が起きるのかを想像して、紅葉は目を見開いた。

「ご想像の通りさ。あの山に住む熊くまは肉を食う。そして、死体の肉よりは生きている新しん鮮せんな肉を好む」

　冗じよう談だんめかして言いながらも、統也の両目には怒いかりと怯おびえの色があった。

「あとは、どんなに叫さけんでも助けが来ない山奥での、チェーンデスマッチの始まりさ。チェーンで拘こう束そくされているのは僕だけ、っていうね……。しかも襲ってくるのは熊だけじゃない。あの山、担任教師の親の持ち物だってのはウソだったけど、ＳＣが闊かつ歩ぽしているってのはウソじゃなかった」

　虚こ空くうを、統也はじっと見つめていた。

「必ず生きて帰る……その信念だけで戦い抜ぬいた。きっとワイルドハントの仲間がこの場所を見つけてくれる、って信じて。でも結局、僕が助かったのは、偶ぐう然ぜんだった。五日目の朝にえらい雨が降り出して、鉄塔に霊気雷が落ちてきた。視界が真っ白になって、意識が途と切ぎれて──次に目覚めた時には、何故なぜか金網から数メートル離れた場所にいた」

　す、と手て袋ぶくろをめくり、霊体化している部分を見せつける。

「僕の右手がこうなったのは、その時だ。もとあった右手がどうなったのかはわからない。とにかく、右手が無くなったおかげで、手錠の拘束から解放された。細かいことを考える余力もなかったんで、僕はすぐに下山を始めた。落らく雷らいのせいで山火事が起き始めていたしね。僕は最後の力を振ふり絞しぼって、山を転げ落ち、消火隊に参加していたサザンカに発見されて、どうにか生せい還かんした」

「…………」
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　紅葉は、何も言えなかった。

「入院は一ヶ月くらいで済んだ。僕をはめた奴やつらを捕つかまえなけりゃ、と意気込んで実務に戻ったんだけど……それからだったよ。後こう遺い症しように気づいたのは」

「……それが、昨日みたいな自爆……？」

　紅葉が言うと、統也は重々しく頷うなずいた。

「一定のラインを超こえると、心の抑おさえが利かなくなる。どうしてもあの時のことを思い出してしまうんだ。獣けものと戦うために自分も獣になった、あの時をね。右手が疼うずくと、もうどうしようもない。理性が消え失うせる。それで、巴を何度も自爆に巻き込んだ」

　怒りの表情は、徐じよ々じよに悔かい恨こんの顔つきへと変化する。

「初めのうちは巴も我が慢まんしていてくれた。私は統也を信じてる、こんなことくらい、絶対統也は克こく服ふくできる、なんて言ってくれてね。でも、僕には克服できなかった。で、繰くり返し自爆に巻き込まれるうちに、巴もだんだんおかしくなっていった。まあ当然だよな。結局僕らは喧けん嘩か別れという結末になった。だからあれ以来、顔をつきあわせるたびになんだかんだと言われる」

「……ターゲットは統也だけじゃないみたいだけど」

「巴は誰だれも信じないで、自分だけを恃たのむ道を選んだのさ。だからあれ以来、誰に対しても弱みを見せないように振る舞まっている」

「ふーん。複雑な奴ね……」

「巴が僕のパートナーになっていなければ、今の巴はなかったろうよ。巴の性格は変わり果ててしまった」

「統也の性格も変わり果てたよね」

「そうなんだろう」

　統也の笑え顔がおは、しかしすぐに曇くもる。

「いかなる事態に出くわそうとも、決して正気を失わないよう心がけるようになった。でも……うまくいかないな。自じ爆ばく行こう為いを防ぐには、怒りの感情を捨てなきゃならない。でも実際、感情を捨てるなんてこと、できると思う？」

「私は無理」

　紅葉は素す早ばやく首を横に振った。

「だよなあ。こんな仕事をしていれば、理り不ふ尽じんな事態、非道な物事をしょっちゅう目まの当たりにする。そうなると、どうしても心を焼かれる」

　両目の生気の乏とぼしさが、統也の苦く悩のうの深さを物語っていた。

「僕一人が自じ爆ばくするだけなら、まだいい。問題は、味方を巻き込んでしまうってことだ。パートナーとの間には、お互たがいに背中を預けてもいいという信しん頼らい感がなくちゃ、こんな仕事はやってられない。でも僕は、相手の背中を思いっきり撃ってしまう。どう頑がん張ばってみても」

「…………」

　紅葉には返す言葉がなかった。

「正直言って、紅葉がユニットに加わるという話を聞いた時は、うれしかった」

　背を丸めたまま首を巡めぐらせ、統也は紅葉を見やった。

「サザンカがいるとはいえ、それと別に人間のパートナーがいるってのはいいもんだ。ただ、僕に人と組む資格があるのかどうか……。いずれ自爆に巻き込んでしまうんじゃないか、と思うとね」

「……でも、我慢できなくて当然でしょ」

　紅葉はほとんど無意識のうちに、統也の肩かたに手を回していた。

「人として当たり前の感情を捨てることは無理よ」

「人として当たり前の感情を捨てない限り、この右手を制せい御ぎよすることはできない」

　統也は右手の指を繰り返し動かした。見えない何かを摑つかむかのように。

「よくわからない。このまま、紅葉とのユニットを続けていいのかどうか」

　とまで言って、黙だまり込む。

「……神しん柳りゆう統也さん。会計窓口までお越こしください……」

　ちょうどその時、呼び出しの声が待ち合いフロアに響ひびいた。

　黙ったまま統也と紅葉は席を立ち、窓口に向かった。

　支し払はらいを終えて、ロビーを通り抜ける。正面玄げん関かんから出ようとして、

「……塞ふさぎっ放しは良くないな。吐はき気が酷くなるだけだ。気分転てん換かんしなきゃ」

　統也はふと、呟つぶやいた。くるりと振り向むいて、

「というわけで、今日は学校サボろうか」

　紅葉にサムズアップをしてみせた。

「何言い出すのよ」

「こんなに気分が沈しずんでいる時に授業を受けたら、死にたくなる。一人の少年の命を救うためだと思って、サボりにつきあってくれないか？」

「私、転入してきたばっかりだし、授業においてけぼりにされたくないんだけど」

「ええええ。ねえ紅葉、外は快晴だし、ハイキング日和びよりだよ？　滋し賀がの方に足を延のばして琵び琶わ湖この湖こ畔はんを歩いたりしたくない？」

「一人で行けばいいじゃない。私は学校に戻もどる」

「そりゃだめだ。紅葉と一いつ緒しよに行くから楽しいんじゃないか」

「私と一緒に……？」

　そう言われて、悪い気はしなかった。口元がゆるみそうになるのを隠しながら、紅葉は言い返す。

「いやいや、それはダメよ、やっぱり。私たちは高校生なんだし、そもそも制服姿のままで昼間に出歩くのは良くないでしょ。まあでも、統也がどうしても、私とじゃなきゃダメ、って言うなら──」

　その時。

　突とつ然ぜん、何かが二人のそばに落ちてきた。

　二人は反射的に後ずさる。

　それはあまり大きな音を立てずに、着地した。

　人だった。

　マフラーを巻いて、顔の下半分を隠した人物。

　床ゆかを蹴けり、統也たちの横を走って通り抜けていった。

「誰か捕まえてください！　その人！」

　吹ふき抜けの三階から、看護師の声が降ってきた。

「…………！」

　統也と紅葉は無言で頷き合い、即そく座ざに逃とう走そう者の追つい跡せきを開始した。

　統也は銃じゆうを抜き、逃走者の足下目がけて霊れい弾だんを放つ。

　威い嚇かく射しや撃げきのつもりだったが、逃走者は意にも介かいさなかった。速度をゆるめず、自動ドアを抜けて玄関を飛び出し、進路を九十度曲げる。姿が見えなくなる。

　統也もその後を追おうとして──

　後背から、強きよう烈れつな体当たりを受けた。

「統也！」

　紅葉の叫び声。

　宙を飛びながら、統也は首をねじる。

　視界に入ってきたのは、何か黄色くちらつく物と、男の顔。

「何……⁉」

　その顔は、エクウスのもの。

　エクウスに両りよう腕うでを押さえられたまま、統也は床に身を叩たたきつけられた。

「このッ！」

　すぐさま統也は後背に肘ひじ打ちを繰り出した。

　エクウスは統也の背中から離はなれ、肘打ちをかわす。

　一飛びで十メートル近くを飛んで、はるか向こうに着地した。

「なんなの……⁉」

　驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力に、紅葉は目を剝むいた。

「どんな心境の変化があったんだ、あの人……」

　統也は紅葉のそばに寄り、ぼやいた。

　入院患者用のパジャマを着用しているエクウスの肩かた口ぐちから、花が生えていた。

　首筋の裏から伸びているらしく、正面からでは正確にどうなっているのかはわからない。複数の黄色い花が穂ほのように縦に並んで咲さいている。

　エクウスの周囲には、薄うすく霊れい気きが渦うず巻まいていた。目も据すわり、尋じん常じような様子ではない。

「その場に伏ふせて頭の後ろで手を組んで！　さもないと撃うつよ！」

　統也は警告を放った。

　エクウスは聞く耳持たず、床を蹴った。

　たったの一飛びで、統也を再び組み伏せようという勢いだったが、所しよ詮せんはいい的である。

　統也は三連斉せい射しやした。

　三発とも命中、エクウスは見えない壁かべに激げき突とつしたかのように跳はね返され、手前で無様な着地を果たす。

「撃つって言っただろ。痛いだけで死にやしないから、……」

　統也の言葉は、途切れる。

　着地した直後、もう一度エクウスは床を蹴って、今度は低い軌道で迫せまってきた。

　予想外の速さに、統也は銃を構え損そこね──

「このッ！」

　アスカロンを細く刃やいばのない棒状に発現させ、紅葉がエクウスの顔面を打った。

　エクウスの首がねじ曲がった。またも格かつ好こ悪い着地を強しいられ、さすがにその場にうずくまる。

「こいつ、なんなのよ⁉」

　紅葉はエクウスを押さえ込みにかかる。

　うずくまった姿勢のまま、しかしエクウスは、迫る紅葉の足を払はらいにかかった。

「⁉」

　咄とつ嗟さに紅葉はバックジャンプする。

　その隙すきにエクウスは這はいながらすさり、間合いを取って再び立ち上がった。

「おいおい、なんだこいつ。ゾンビか何かか」

　異様な耐たい久きゆう力に気味の悪いものを感じながら、統也は銃じゆう口こうを向け直す。

　エクウスは立ち上がり、首を巡らせ、統也を見み据すえた。

　先ほど同様に立ち向かってくるものと思われたが──

「…………」

　突然、ゼンマイが切れたかのように、その場にくずおれた。

「何……？」

　統也も紅葉も霊れい器きを構えたまま、慎しん重ちように間合いを詰つめる。

　エクウスはぴくりとも動かない。

　すぐそばまで接近して、統也は伏せたエクウスに足をかけ、ひっくり返した。

　ごろん、となんの抵てい抗こうもなく仰あお向むけになった。

　首筋に手を当てて脈を測り──統也は眉まゆをひそめた。

「……死んでいる」




「どうなっているんだ、これは……？」

　それが、検死医の第一声だった。

　病院ロビーの一角に立ち入り禁止を示すテープが張り巡らされ、関係者が出入りを繰くり返している。その中心部で、検死医は統也と紅葉の目もく撃げき証言を聞きながら、遺体の検分を行った。検死の間、奇き妙みような外観の遺体に、検死医は首をひねり通しだった。

「なんで首からキンギョソウが生えている？　君がやったのかね」

　と、統也に意見を求める。

「人間で生け花をする趣しゆ味みなんて持ってませんよ。というか、キンギョソウっていうんですか、これ」

　統也は男の首筋から生えている花を指さした。

　花の茎くきは、延えん髄ずいのあたりに突つき刺ささっていた。意外に出血はない。

「その通り。これはキンギョソウという。花言葉はおしゃべり、でしゃばり、おせっかいだったかな」

「……ネガティブな言葉ばっかりですね」

「もっと他ほかにもあったと思うがね。私が覚えているのはこの程度だ」

「そうですか。詳くわしいですね」

「趣味だよ。……これは見た目よりも深く体内を抉えぐっている。どう考えてもこれが死因だ。だが、この男はこれを生やしたままロビーで大暴れしたんだな？」

「そうですね。多分、なんらかの霊れい能のう力りよくでしょう」

　統也が推論を述べると、紅葉も頷うなずいて賛意を示した。

「それもそうね。普ふ通つう、花の茎がこんなに刺さるはずないし。でも、誰だれが……？」

「あいつじゃないのか。最初の不ふ審しん者」

「最初の……？」

「僕らの前に落ちてきた奴やつがいただろ。マフラーで顔を隠かくしていた奴」

「あっ」

　ハッと気づいて、紅葉は思わず周囲を見み渡わたした。

「もういやしないよ」

　統也は肩かたをすくめた。

「あの必死さから察するに、お注射が怖こわくて逃にげ出した患かん者じやかと思ってたけど、違ちがったようだ」

「……統也、そんな相手だと思ってたのに、撃ったの？」

「注射より痛い目に遭あわせておけば、針で刺されるのも怖くなくなると思って」







「多分、コキュートスの手が回ったんやろな」

　と、火梓は言った。

　病院での事後処理を終えた後、統也と紅葉は、博物館で合流したサザンカとともに、火梓に導かれ、博物館資料室のあやめのブースにやってきていた。こちらも広いフロアを背の低いパーティションで分ぶん割かつしており、あやめは正方形に区切られた空間を一つ丸ごと占せん拠きよしている。デスク上から床から資料類が乱雑に積み上げられていて、すっきりと片づいている火梓の仕事場とは好対照である。

「コキュートスって、そういうことも手がけているんですか」

　紅葉の問いに、火梓は頷いた。

「コキュートスの傘さん下か組織に、『艮うしとらの会』って暗殺組織があってな。霊能力を利用した暗殺請うけ負おいをやってんねん。面めん倒どうな奴らやで。重要参考人を消しよるからな。やられたな……。監かん視し担当は何しとったんや」

　髪かみをかき上げ、火梓は苛いら立だちを露あらわにした。

「隙をつかれたみたいですね。私たちを狙ねらっているのも、その『艮の会』なんでしょうか」

「ちゃうと思う。あいつら、身内で不始末をやらかした奴を消すのが専門らしくてな。組織外の人間に手を掛かけることはあんまりあらへん。自分らをつけ狙っとるんは、同じコキュートスの傘下組織でも、別口らしいで」

　火梓は首を振ふって、あやめを指さした。

「ＳＣＦＳって言うらしいですよ～。スペクトラル・クリーチャーズ・ファイティング・ショウ。だから、ＳＣＦＳ」

　と言って、あやめは椅い子すのキャスターを転がして身を引き、デスク上のＰＣモニタがその場に居合わせる全員によく見えるようにした。

　モニタには、とあるサイトのホームページが表示されていた。最上部にＳＣＦＳという文字を意い匠しよう化したロゴが躍おどり、その下に動画のサムネイルが複数張り付けられている。

「これがＳＣＦＳの公式サイトですよ～」

　説明しながら、あやめはとあるサムネイルをクリックする。

　動画の再生が始まり、二体のＳＣが映し出された。いずれも四足獣じゆう型のＳＣだ。一方はライオン、一方は虎とらに良く似ている。

「こいつら、角がないな」

　統也が指し摘てきすると、あやめが答えた。

「レギュレーションが違うんだと思いますです」

　しばしの間、二体のＳＣはお互たがいにらみ合いながらフィールドをぐるぐると回り続けていたが、とうとうライオンが仕し掛かけた。大口を開き、虎の背中に嚙かみつこうとする。虎はそれを迎げい撃げきすべく、頭からライオンに突っ込んで体当たりを仕掛けた。肩口に衝しよう撃げきを食くらい、ライオンはたたらを踏ふんだが、戦せん闘とう意い欲よくもますます盛んに再び地を蹴けり──

「途と中ちゆうは省略します～」

　あやめはタイムバーを操作し、動画の最後の方まで持っていった。

　決着のシーンだった。虎は仰向けになり、その胸部にライオンが嚙みついている。おそらく、ＳＣの核かくに直接歯を立てているのだ。虎はもがき、身を震ふるわせて抵抗するが、ライオンの歯は完全に核を捕とらえていた。ライオンは頭を何度も振り、より歯を深く食い込ませ──ついに、虎の姿が砕くだけた。

　カンカンカン、とゴングが鳴って、「勝者　レッドヘラクレス」との字幕が表示された。レッドヘラクレスとは、おそらくＳＣの名前だろう。その後、画面外から男性が一人飛び出てきて、嬉うれしそうにＳＣの頭を抱だきかかえた。

「この人はＳＣの飼い主でしょうね～」あやめは言った。「ここは会員制のサイトで、会員になればこういった血湧わき肉躍るＳＣ同士のバトルが見られるってことですね～。勝者を予想するギャンブルもやってるみたいですよお」

「ギャンブル？　日本では公営以外のギャンブルは禁止なんじゃ？」

　紅葉が呟つぶやくと、火梓が答えた。

「どうせ、アメリカかどっかのサーバーを使って胴どう元もとやっとるんやろ。オンラインカジノは日本の法の網あみには引っかからへんねん」

「ということは、このサイトの存在自体は合法、ですか」

　険しい表情を保ったまま、サザンカが言った。

「で、このサイトと私たちは、どういう関係があるのですか？」

「それは、これを見るといいですよ～」

　あやめは別の動画を捜さがし出し、再生を始めた。

　今度は、ＳＣの戦せん闘とう動画ではなかった。一人の男性が鴨かも川がわの流れを背景にして、河か川せん敷しきに立っている。

　その男性は、カメラと向かい合いながら話し始めた。

「大変な事故が発生しました！」

　と男は切り出した。テロップが出て、「ＳＣＦＳ主しゆ宰さい　カルロス石いし塚づか」という紹しよう介かいがなされる。

「三体のＳＣの挑ちよう戦せんを受ける予定だったドリルクラスのチャンピオン、ダークライノスが街中で大暴走し、退治されてしまったのです！」

　とまで語ると画面が変転。

　車が行き交かう道のど真ん中で猛たけり、両足を高く上げるＳＣの姿が現れた。サイのような姿をしたＳＣで、頭部から複数の巨きよ大だいな角が生えている。

「こいつ、見たことがあるぞ」

　ＳＣがいる場所にも見覚えがあった。丸太町通り、鴨川から西へ少し行ったあたり──すなわち、統也が初めて角つきＳＣと出くわした場所だ。

「ちょっとした手て違ちがいでした──」

　画像はそのままに、別の声が語り始める。テロップには「ダークライノスブリーダー　シド・セラス」と書かれている。おそらくリングネームだろう。

「ちょっとあの辺に用事があったんで、裂さけ目を作ったんですよ。ところが、目を離はなした隙すきに、逃げられてしまいまして……」

　ＳＣの登場で、一帯に混乱が発生している。車が急ブレーキを掛け、後続車が間に合わず接せつ触しよく、玉たま突つきになって前の車がＳＣにぶつかる。ＳＣは怒おこって車に飛び乗り、ボンネットをへこませる。動どう揺ようした運転手は車を放ほうり出して逃とう走そう、対向車線をよろけるように逃げて、歩道へと飛び込む。

「日中の京都を襲おそったＳＣ出現による大混乱！　この状じよう況きように始末をつけたのは、ワイルドハントでした！」

　ナレーションが石塚の声に戻もどり、画面も変わる。今度映し出されたのは、ＳＣに追われて全力逃走する統也とサザンカの姿だった。

　その後、統也は河川敷に逃げ、飛び石を渡わたり、川の真ん中でＳＣを氷こおり漬づけにしようとして失敗。更さらに逃げて紅葉と合流、紅葉がとどめを刺す。

　一連の流れ、全すべてが撮さつ影えいされていた。

「君、わざと逃がしたんじゃないのかい……」

　またもや場面転てん換かん。今度はどこかの薄うす暗ぐらい屋内に男性が五人ほど集まっている、というシーンだった。そのうち一人は石塚で、また別の一人は──

「止めて」

　統也は画面を指さした。

「こいつ、エクウスじゃないか」

　紅葉とサザンカは同時に画面に顔を寄せ、同時に頷いた。

　あやめが動画の一時停止を解除する。エクウスは別の一人に対し、糾きゆう弾だんするように指を指した。

「ダークライノスは気力も体力も限界を迎むかえていた。僕たちと戦えば、いずれどこかで負けていたはずだ。君はそれがイヤだから、わざとダークライノスを逃がしたんだろ……？」

　右手にマイクを持ち、妙みように芝しば居いがかった調子で語る。プロレスのマイクパフォーマンスさながらだ。

　その後、複数の人間による言い合いが続き──お互いを敵視しているように見えて、しかし相手が言い終わるまで律りち儀ぎに待ってから発言を開始する、という妙に礼れい儀ぎ正しい言い合いだったが──しまいに、石塚が全員の視線を集めての発言を行った。

「私にいい考えがある！　問題は、新たなチャンピオンをいかにして決めるか──そうだろ？　だったら、誰もが納なつ得とくする方法がある。すなわち、チャンピオンを倒たおした奴やつらを暫ざん定ていチャンピオンとみなすってことだ」

　驚おどろきの表情が広がっていった──動画内の男たちにも、統也にも。

「あのワイルドハント三人組を最初に倒した者を、新チャンピオンとする。王に必要なのは単なる肉体的な強さだけではない、いかなる困難が伴ともなおうとも試練を乗り越こえるという心の強さだ！　相手がワイルドハントだろうが喧けん嘩かを売れるクソ度胸だよ！」

　二枚の画像が、画面に表示された。先さき程ほどの統也とＳＣの追いかけっこ動画から抽ちゆう出しゆつしたであろうと思われる、統也と紅葉、サザンカの肖しよう像ぞうだ。

「だんだん話が飲み込めてきた。つまり、僕らがこの団体のチャンピオンＳＣを倒してしまったもんで、新しいチャンピオンを決めるために、誰だれが最初に僕らを倒せるか競きそっている、ってことなんだね？」

　統也が言うと、あやめは頷うなずいた。

「そうみたいです～。イベント名は『レトリビューション』、三人の挑戦者が、くじ引きで挑戦の順番を決めて、順じゆん繰ぐりに統也たちを襲ってるみたいですよ～」

　その他ほかの動画も再生する。それらは統也とドリルつきＳＣの戦いを撮影したものだった。中には、喫きつ茶さ店てんラ・ヌーベル・オルレアンの監視カメラから盗とってきた動画もある。

「そういうことだったのね……！」

　怒いかりの声を、紅葉は絞しぼり出した。

「私たち、こいつらの都合で襲われたわけ⁉　いや、私たちだけじゃない、長なが屋やさんも喫茶店の中なか村むらさんも、こいつらのせいでひどい迷めい惑わくをこうむった。ただじゃ済まさないわよ、こいつら……！」

「……いやまったく。同感だ」

　統也の声は落ち着いたものだった──が。

　その両目に、わずかに緑色の光が灯ともっていた。

「…………‼」

　その場にいた統也以外の全員が、緊きん張ちように身を固くした。

「あかんで、統也！」

　咄とつ嗟さに火梓が統也に抱だきついた。

「…………ッ……？」

　少ししてから、統也は自身の異状に気づいた。はっと息を吞のんで目を見開き、

「……大だい丈じよう夫ぶですよ。大丈夫大丈夫」

　目元を隠かくしながら、火梓を押しのけた。

　手を下ろした時、目から緑色の光は消えていた。

「気ィつけや。こんなところで自じ爆ばくされたらかなわんで」

　さしもの火梓も、動揺を隠せずにいた。それから紅葉に目をやり、助言する。

「統也がやばいって思った時は、抱きしめたりや。理性のタガが吹ふっ飛ぶのが、ちょっとは先送りになるからな」

「抱きしめる……？」

　紅葉は、自分が統也を抱きしめる姿を想像して、

「そんなこと、しなくちゃならないんですか」

　眉まゆをひそめた──わずかに顔を赤くしつつ。

「すぐそばに自爆の被ひ害がいに遭あう人間がいることを思い出させろ、ってことや。数秒恥はずかしい思いをするのと数日昏こん睡すいするのと、どっちがマシかって話やで」

「それはそうかもしれませんけど……」

「自分にしかでけへん役やからな。サザンカが抱きつくと、冷たいせいで逆に自爆までの時間が短なるみたいやし」

「なるほど。あんな冷たい身体からだに抱かれちゃ……」

「私の身体がどうかしましたか」

　いつの間にやらサザンカが接近、紅葉に抱きついた。

「冷たい⁉」

　反射的に紅葉はサザンカを突つき飛ばそうとした。が、サザンカがしっかりと腕うでを回してホールドしているため、離れない。

「ひぃぃぃぃ！　身体が凍こおる！　はーなーれーてー！」

　全力で身をよじり、やっとのことで紅葉はサザンカの手から逃のがれた。

「……ふっ」

　サザンカは自じ嘲ちよう的な笑えみを漏もらした。

「私のこの手では、統也の身体をかき抱くことなどできないのですよ。なんたる悲劇！」

　嘆なげいて、自分の身体を抱きしめ、よよよと肩かたを振ふるわせる。

「去年の夏はたっぷりだっこしてやったじゃないか」

　と統也は反論したが、

「暑いから私を氷代わりにしていただけでしょう⁉　私はあなたの道具じゃないんですよ！」

　サザンカはただ悲ひ嘆たんに暮れた。

「話をもとに戻そうや。このＳＣＦＳなる団体の存在自体は合法やけど、街中で騒さわいだＳＣの飼い主と、この団体のリーダーには責任取ってもらわななあ」

　肩をすくめながらの火梓の言葉に、紅葉は頷いた。

「同感です。とはいえ、どうやってこいつらを捕つかまえましょう」

「ちょうど良くイベントがあるみたいですよ～」

　あやめがマウスを操作して、ＳＣＦＳ公式サイト内の別のページを表示した。

「どうやら、定期的に興行があって、闘とう技ぎ場で何試合か行うみたいです～。会員はリングサイドから血湧わき肉躍おどるＳＣ同士の戦いを生観戦できるですよ～」

「そこに直接乗り込んで、この石塚とかいう野や郎ろうをとっ捕まえればいいんですね。で、次の定期興行はいつあるんですか」

　あやめは、サイトの一部をマウスで反転させることで答えた。

　そこには明日の日付が書かれていた。

「明日？」

「明晩六時半開場、七時開始か。ええやろ、調査室の人間をかき集められるだけかき集めて、手入れしたるで」

　そう宣言し、火梓は口の端はしをつり上げて短く笑った。







　５　ナイト・オブ・レトリビューション







　午後七時頃ごろ、駅界かい隈わいは行き交かう人々で賑にぎわっていた。

　駅界隈といっても地下駅のため駅舎はなく、大通りの四よ隅すみに地下入り口があるばかりだ。私鉄と地下鉄の重要な乗のり換かえ駅えきであり、橋を渡ればすぐに繁はん華か街がいという立地もあって、ここを待ち合わせ場所にする人は多い。おあつらえ向きにモニュメントも立っている。

「あの人、なんで土下座してるの？」

　そのモニュメントを指さして、紅くれ葉はは統とう也やに質問した。これから潜せん入にゆう調査を行うにあたり、黒くろ髪かみのかつらをかぶって変装している。

「土下座じゃない。皇居遥拝だ」

　薬を飲みながら、統也は厳しい口調で訂てい正せいを入れた。統也もまた付け髭ひげをつけ、実じつ年ねん齢れいよりはるかに老ふけた面相を装っていた。

　件くだんのモニュメントは、着物の男性が正座して両手を地面についている、というものだ。頭をもたげているものの、土下座と言えなくもない体勢ではある。

「あれは江え戸ど時代の尊皇思想家の像でね。京の町に入る時は皇居に向かって伏ふし拝おがんだと伝えられている。それを像にしたのさ。顔を向けている先には京都御ご所しよがある」

「へえ……。そうなんだ」

「見た目から『土下座像』なんてよく呼ばれるけど、あまりいい呼び方じゃない。気を付けるように」

「了りよう解かい」

　素す直なおに紅葉が頷いたちょうどその時、

「よお、お二人さん。昨日は学校に来なかったみたいじゃないか」

　人の流れからふらりと外れ、近づいてくる人物がいた。巴ともえである。

「二人でどこに行っていたんだ？　琵び琶わ湖こでブラックバスの躍り食いでもしてきたか」

「ああ、してきたしてきた。釣つれたてのやつをキュッとしめてその場でモリモリいただいたよ。寄生虫が怖こわいけど、まあ大丈夫だろう」

　統也は適当極きわまりない出任せを口にした。

「ほお、そうかい。最近また自爆したって聞いてるが、調子は相変わらずのようだな」

「おかげさまでね」

　統也は表面だけの笑みを取り繕つくろって巴を見やり、巴はいつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで統也をにらみ返す。おおよそ友好的とは言い難がたい雰ふん囲い気きだ。

　けれども、紅葉ははっきりと感じ取った。統也と巴の間にある、強固なつながりを。統也は巴に対して負い目を感じているし、巴はなんだかんだ言いながらも統也のことを気にかけているらしい。

「僕らがどこに行こうと巴には関係ないだろうに。そんなに僕が気になる？」

　統也は巴に言った。

「そりゃあ気になるとも。あたしもあんたも同じ学校に通う仲だ。あんたらが学校をサボると、必然的にあたしのところに質問が来る。神しん柳りゆうと久く留る守すが学校来ないんですけど、同じワイルドハントの梅ばい光こう院いんさんは何か知ってますか、ってな」

「なんて答えたの」

「朝食の時に会ったことは言ったよ。その時に、あたしがあんたに『おねしょが止まらないんなら病院で診みてもらった方がいいよ』って伝えたこともね」

「…………‼」

　次の瞬しゆん間かん、紅葉の平手が唸うなった。

　巴は身体をするりとしならせ、最小限の動きで逃にげる。

「巴、いい加減に……‼」

　怒りのあまり、大声で叫さけびながら手を伸のばし、巴を捕まえにかかる。

「落ち着きな、お嬢じようさん！　今から仕事だってのに、騒ぎを起こすんじゃない！」

「巴の言う通りだ。まあ落ち着けよ」

　統也が紅葉をなだめて肩を押さえ、ベンチに腰こしを下ろさせた。

　紅葉は巴を睨にらみつけ、怒おこる猫ねこのように唸る。

「気持ちは分かる、紅葉」

　統也は優やさしい声を掛かけた。

「夜や尿によう症しようは立派な病気だ。恥じることはないし、僕は笑わない」

「だから違ちがうって言ってるでしょ⁉」

　状じよう況きようをわきまえて、紅葉は小さな声で、しかし異常に激しい調子で言い返した。

「なんなのあなたたちは⁉　そこまでして私をこの年でおねしょが止まらないおねしょ人間にしたいわけ⁉」

「え？　おねしょが止まらないんじゃないの？」

「少なくとも十年以上はしてないわよ！　巴の出任せ‼」

　糾きゆう弾だんされて、しかし巴は一いつ切さい動どう揺ようしなかった。

「あたしはあんたのことを心配しただけだ。朝起おき抜ぬけで憂ゆう鬱うつな顔をしていたら、まずおねしょを疑って当然だろ？」

「常人には思いつかない発想ね。もしかして巴、自分の経験から言ってるわけ？」

「もしあたしがおねしょをしたら、包つつみ隠さずに言いふらすよ。あたしは夜尿症界の伊い能のう忠ただ敬たかを目指す、なんてね。……長話しすぎたかね。じゃ、これで。うまくやれよ」

　最後に皮肉めいた笑みを投げて、巴は歩み去っていった。もっとも、このまま本当に帰ってしまうわけではない。駅周辺をうろつき続けるのだ──命令が下るまで。

　今晩、まず最初に「アリーナ」に侵しん入にゆうするのは、統也と紅葉のみ。ＳＣＦＳの会合が開かい催さいされていること、石いし塚づかが来ていることを確かく認にんしてから、統也は前線基地に連れん絡らくを送る。

　前線基地とは駅そばの飲食店の駐ちゆう車しや場に止まっているワゴン車のことだ。その中で待機している火梓かずさがワイルドハントメンバーにゴーサインを出す。今日の作戦のためにかき集められた「ハンター」は既すでに駅付近を一いつ般ぱん人のふりをしてぶらついており、サインを受け次し第だいアリーナに突とつ入にゆう、その場にいる全員を拘こう束そくする、という流れになっている。

　集まった調査員の数は、統也たちを含ふくめて十数人。

「なんだかんだで、巴も来てくれた。だから言っただろ、巴はツンデレなんだって」

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずって、巴が統也に対する好意を隠し持っていると認めてもいいけど、私に対しては悪意以外の何もないように思えるわね」

「そりゃそうだろ。あいつは人見知りが激しいから。ユニットを組んでいた頃ころは、目もく撃げき者や証人と話をするのは僕の役目で、巴はいつも僕の背中に隠かくれていたものさ」

「その頃の気持ちを思いだしてほしいものね……」

「巴なんてかわいいもんさ」

　ふと統也は視線を遠くに投げ、片手を掲かかげて指だけを前後に振った。

　紅葉がその視線を追うと──男女二人組が、その先にいた。別のユニットである。

「こんばんは」

　統也が掛けた声に対し、男は舌打ちの音で応こたえた。挨あい拶さつ一つするでもなく、雑ざつ踏とうの中へ消えていく。

「……何よあいつら。感じ悪いわね」

「僕に対する平均的態度とも言える。自じ爆ばくに何人も巻き込んできたからね。今では巻き込まれたことのない調査員ですら、僕に汚お物ぶつを見るような視線を向ける始末だよ」

　統也は肩をすくめる。

「それ、おかしくない？　だからってあんな態度はないでしょ……」

　去りゆく二人の背中に、紅葉は険しい視線を投げかけた。

「どうでもいい。今僕がするべきことは、緊きん張ちようによる吐はき気を押さえ込むことだ」

　統也がうつむいて口元を押さえた時、携けい帯たい電話が鳴った。

『もしもし？　統也？　ゴーが出ました。動いてください』

　通話口から、火梓とともにワゴン内で待機しているサザンカの声が聞こえてきた。

「了解」

　統也は立ち上がり、時間を確認した。既に七時を十五分ほど回っていた。

「とうとう出番ね」

　紅葉も腰を上げる。

「サザンカ」統也は通話を続けた。「マイクの方、音拾えてる？」

『拾えてますよ。問題ありません』

　統也がつけているネクタイピンには、盗とう聴ちよう用の無線マイクが仕込まれている。たとえ次元の裂さけ目の中に入ろうとも、ある程度の距きよ離りまでなら現実世界に電波を飛ばせるという代しろ物ものだ。

『お疑いなら、紅葉に代わっていただけませんか？』

　統也は紅葉に電話を渡わたした。

　紅葉は当とう惑わくしながら、一応受け取る。

「もしもし？　私に何か用でも？」

　サザンカは前置きなしに言った。

『……夜尿症は立派な病気……』

　紅葉は全力で携帯電話を地面に叩たたきつけようとした。

「やめて！　それ僕の携帯だよ⁉」

　統也が紅葉の右みぎ腕うでを捕つかまえる。

　理性と感情がせめぎ合い──かろうじて、理性が勝った。紅葉は脱だつ力りよく、ゆっくりと腕うでを下ろして、統也に電話を返した。

「……大事なお仕事前に、メンタルを乱すようなまねをしてもらっては困るんですがね」

　統也はやんわりと注意したが、サザンカは気にする風もなかった。

『マイク、問題ないでしょ？　では、幸運を祈いのっていますよ』

　電話は切れた。

「サザンカの奴やつ、あとでサウナに押し込んでやる……！」

　紅葉は憤ふん懣まんやるかたない様子だった。

「サザンカだったらサウナ室でも丸ごと凍こおらせかねないよ。行こう」

　道向こうの暗くら闇やみを見み据すえて、統也は歩き出した。




　細い通りに少し入った、雑居ビル。

　ＳＣＦＳ定例興行の会場入り口は、その地下。

　階段を下りて扉とびらを開け、狭せまいエントランスフロアに入る。

「会員カードをお見せいただけますか」

　待機していた二人の黒服が尋たずねてきた。

　統也と紅葉はともにカードを取り出し、無言で提出した。

　黒服たちは、カードに記き載さいされたバーコードをリーダーに読ませた。ピッと音がして、認にん証しようが正常に済んだことを告げる。

「いらっしゃいませ。ショーはもう始まっております。良い夜を」

　カードを返へん却きやくしながら、黒服は頭を下げた。

「どうも」

　統也と紅葉はカードを受け取った。偽ぎ造ぞうカードに問題はなかったようだ。安心しながら──統也は吐き気に耐たえながら──黒服の誘ゆう導どうに従って、奥のドアをくぐる。

　奥の部屋には、磨すりガラスで区切られた小さなブースが左右に並んでいた。複数人用のシャワールームを思わせる構造である。

　黒服は、そのうちの一つに統也たちを導き、スイングドアを押し開ける。狭いブースの中に、人一人が通れるサイズに押し広げられた次元の裂け目が広がっていた。

「こちらからどうぞ」

　一礼しながら、裂け目をくぐるよう手で促うながす。

　いかにも常連客であるような顔をして、無言のままに統也は裂け目をくぐった。紅葉もそれに続く。

　次元のトンネルをくぐると、ほんの数歩でアリーナにたどりつく。すぐ目の前に金かな網あみが張り巡めぐらされた場所に出た。自分たちが座るべき席はどこか、と統也は後背を振ふり返る。

「あれ……」

　金網に囲まれた、八角形の広大な空間。

　その内側に、二人は踏ふみ込んでいた。

「ここ、アリーナの外じゃなくて、中だぞ」

「えっ？」

　咄とつ嗟さに紅葉は裂け目に戻もどろうとしたが、それより速く消え去ってしまった。

「これは……カードに問題がなかったわけじゃないみたいね」

　統也と紅葉は背中を合わせ、それぞれ霊れい銃じゆう、霊れい剣けんを取り出した。

　金網の外、観客席は無人だった。本来なら観客で埋うまっているはずだが──人ひと影かげがあるのは、解説席だけ。

　石塚だ。

「ようこそ、ＳＣＦＳアリーナへ！」

　マイク片手に、石塚は語りかけた。

「あなたがここの主しゆ催さい者しやね、石塚⁉」

　紅葉の声に、石塚は笑えみを浮うかべた。

「私の名前を覚えてもらっているとは光栄だ。いかにも、私はＳＣＦＳ主催者、カルロス石塚だ──うわッ⁉」

　最後の悲鳴は、統也の銃じゆう撃げきを食くらいかけたために飛び出た声だった。

「おい！　人が喋しやべってる最中だってのに、撃うつ奴があるか⁉」

　解説席のデスクの下に隠れ、石塚は半分裏返った声で言った。

　統也は容よう赦しやなくデスクに霊銃を撃ち込む。だが、霊れい弾だんはデスクに弾だん痕こんをつけるばかりで、貫かん通つうには至らない。

「撃っても無む駄だだぞ！　こいつは、ＳＣの突とつ撃げきを受けても壊こわれない特注品だからな！」

　全身を潜ひそめたまま、石塚は叫さけぶ。

　小さく舌打ちして、統也は銃撃をやめた。

「私たちが来るのもお見通しだったってわけ⁉　こんなところに連れ込んでどうするつもりよ⁉」

　紅葉が声を浴びせかけた。

「知れたこと！　アリーナってのは、バトルを行うためにあるんだよ！」

　いささか余よ裕ゆうを取り戻し、石塚は叫んだ。

「エクウスのアホがおまえらに捕まったせいで、ここでの興行はもうおしまいだ。だから、おまえらには責任を取ってもらう。二度と日の目は見られないものと思え！」

「その前に質問がある！　エクウスが殺されたのも、あなたの差し金⁉」

「さて、どうだろうな！　私の差し金だとして、おまえらにそれを証明できるのか⁉」

　うやむやな言い方ではあったが、事実上、認めたも同然だ。

「あなたは最低の卑ひ劣れつ漢かんよ！　人の命をなんだと思っているの⁉」

　紅葉の言葉に、しかし石塚は悪びれる風もない。

「おまえにどうこう言われる筋合いはないな！　それより、自分の命を心配した方がいいんじゃないのか？」

　アリーナの内側、統也たちから離はなれたところに、次元の裂け目が現れた。と同時に、どこからともなく入場曲が流れ始める。

「『レトリビューション』最後の挑ちよう戦せん者、ヘビーヘッドの入場だ！」

　裂け目の内側からＳＣが姿を現した。

　まず右前足が出て、地面を捉とらえると同時に、地じ響ひびきが轟とどろく。

　ぬうう、と巨きよ大だいな頭部が裂け目の中から現れる。

　それは、統也がここ一週間ほどの間に戦ったＳＣたちとは比べものにならないほどごつかった。明らかに、一回り大きい。

　角は鼻に一本、頭部に三本。角が多すぎるものの、その姿は明らかに──

「トリケラトプスか……？」

　統也は顔をしかめた。

　続いて、頭部から後方へ伸のびる、首もとを守るかのような特とく徴ちよう的なフリルが現れる。

　ただしそこから先は、単なるトリケラトプスとは呼べない姿だった。背中にはステゴサウルスのような巨大な板の列が生えている。

　尻尾しつぽは複数生え、どの先せん端たんにも無数の棘とげ。

　色々な恐きよう竜りゆうの姿をかき集めてコラージュしたような、悪夢的容姿だった。

「……今まで戦った中で、一番強そうね。少なくとも、見た目は」

　ＳＣを凝ぎよう視ししながら、紅葉は率そつ直ちよくな感想を呟つぶやいた。

「ところで、サザンカはここにはいないんだけど！　メンバーが足りないのに試合を始めていいの⁉」

「連れてこなかったそっちが悪い！　もうおまえらに勝たせるわけにはいかないんだよ！」

　紅葉の質問をにべもなく切り捨て、石いし塚づかは解説役を務め始めた。

「解説席には、ヘビーヘッドのブリーダーであるレックスさんに来ていただいております！」

　統也はちらりと解説席を見やった。相変わらず人の姿はない。

「こんにちは。レックスです」

　しかし声だけはした。レックスとやらは、石塚とともに解説席のデスクの陰かげに隠かくれているらしかった。

「『レトリビューション』も最終戦となりました。とうとう出番が回ってきましたが、いかがですか、今のお気持ちは？」

「ええ、挑戦順が三番目に決まった時はがっかりしましたが、必ずこの日が来ると信じていましたよ。ヘビーヘッドが必ずやあの二人を血祭りに上げてくれるはず──ヒィ！」
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　最後の悲鳴は、統也が解説席デスクを再度銃撃したからだった。

「黙だまってろ！　こいつを倒たおした後は、あんた方を捕まえるからな！」

　荒あらっぽく吐き捨すてて、怒いかりの視線をＳＣに向ける。

　その目には、緑色の光が現れつつあった。

「統也！　落ち着いて！」

　気づいて、紅葉が声を掛かける。統也の目が光り出したら抱だきしめろ、というアドバイスをもらいはしたが、今の状じよう況きようではそんなことをしている余裕はない。

「落ち着け、だと⁉」

　統也は反射的に言い返してから、自分がひどく興奮していることに気づいた。一いつ旦たん口を閉とざし、冷静さを取り戻す。

「……大だい丈じよう夫ぶ。全然、キレていない」

　自分に言い聞かせるように語りつつ、もはや不要となった付け髭ひげを剝はがす。緑の光は勢いを失い、消えた。

「その調子で頼たのむわよ……」

　不安を感じながら、紅葉もかつらを振り落とし、ＳＣを睨にらむ。

　ＳＣは闘とう牛ぎゆうのように足あし下もとを繰くり返しかきながら、その両目で統也と紅葉を見据えていた。敵の実力がいかほどのものか、値ね踏ぶみしているようだ。

　しばし、無言のにらみ合いが続いた後──

「泣いても笑ってもこれが最後の試合だ！　ヘビーヘッドが新チャンピオンになるのか、それともワイルドハントが生き残るのか、決着の時は来た！　レディィィ・ゴーッ‼」

　石塚が口上をまくしたて、ゴングを鳴らした。

「行け、ヘビーヘッド！」

　同時にレックスが叫ぶ。

　主人の声を受けて、ヘビーヘッドは咆吼を放ち、地面を蹴けった。




『全員、突とつ入にゆうせえ！』

　地下での異状を受けて、火梓の命令が飛ぶ。

　命令を受けた瞬しゆん間かん、ハンター全員が動いた。

　近くの古本屋で写真集を物色していた男性が。

　飲食店店頭のサンプルを見比べ続けていた女性が。

　ペットボトル片手に、たわいない会話にふけっていた少年少女が。

　梅光院巴が。

　一いつ斉せいに、アリーナ入り口の雑居ビルを目指して駆かけ足を始める。

　何も知らない、たまたま居合わせた通行人たちは、何事かと奇き異いの目を向け──

　その時、異変が起きた。

　バリバリ、と青白いプラズマが走る。

　広場のそこかしこで、バスターミナルや駐ちゆう車しや場で、川岸で、地下の駅構内で。

　その正体は、小型の霊れい気き雷らい。

　なんらかの原因によって霊気が乱れていることを示す現象だ。次元の裂さけ目やＳＣが出現する前兆であることが多い。

　京都市民にとっては見慣れたものだが、これだけ一度に発生することは滅めつ多たにない。

　異様な光景に、ほんのわずかの間、一帯は沈ちん黙もくに包まれた。

　程ほどなくして、次元の裂け目が大量に発生。

　それぞれの裂け目から、ぬるりとＳＣが滑すべり出る。

「ＳＣだぁぁ──ッ‼」

　誰だれかが叫ぶ。

　あとは、堤てい防ぼうの決けつ壊かいのようだった。

　人々は一斉にありとあらゆる方向へ逃にげ出した。いくらＳＣに慣れていようと、この異常な状況下では冷静ではいられない。混乱が巻き起こる。

　ＳＣがありとあらゆる場所に出現する。牛ぎゆう頭とう人身のＳＣが、大おお蜘蛛くものごとき姿をしたＳＣが、ファンタジー小説にしか出てこないような化け物めいたＳＣが、出現し次し第だい暴れ出し、手当たり次第に視界に入った人間を襲おそう。

「くそッ！　今日はＳＣの大運動会か⁉」

　巴は霊れい刀とうを顕あらわし、眼前のＳＣに立ち向かった。鋭するどい突つきを放ち、ＳＣの胴どう体たいど真ん中を深々と刺さす。運良く一発で核かくを捉とらえ、ＳＣはほとんど抵てい抗こうする間もなく砕くだけ散った。

　ＳＣの姿が消えた後、巴の視界に現れたのは、その場にしゃがんで頭を抱かかえている中年女性二人組の姿。

「あっちだ！」

　巴は咄とつ嗟さにＳＣの気配がなさそうな場所を指さした。

「さっさと逃げてくれ！　死にたくなかったらな！」

　命令されて、中年女性二人は何度も頷うなずき、言われるがままに逃げ出した。

　あちらこちらで似たようなことが起きていた。調査員たちがＳＣとの格かく闘とう戦に入り、一人でも多くの一いつ般ぱん人を守り、逃がそうとしている。しかしながら完かん璧ぺきに、とはいかず、既すでに何人かの犠ぎ牲せい者しやが出ていた。地面に身を横たえて、動かずにいる人影が見える。

『予定変へん更こうや！』

　イヤホンからの火梓の声が耳に突き刺さる。

『全員、この場のＳＣ撃げき退たいと一般人の退たい避ひを最優先せえ！　アリーナ突入は後回しや！』

「言われるまでもないよ！」

　巴は叫び、次なる標的を探した。

　視界の端はしに、巴目がけて接近する何かを見つける。反射的に刀を振ふり抜ぬき──

　ガキン、と固い物にぶつかったような音が響ひびく。

「ちょっと！　殺す気ですか、巴！」

　サザンカが、自分の右手を氷に固めて、巴の刀を受け止めていた。

「サザンカか！　紛まぎらわしいことをするんじゃあない！」

　巴は怒ど鳴なりつける。

「そちらこそ勘かんで斬きるのはやめてください！　この際です、ついてきてくれませんか！」

　サザンカは巴の腕うでを引っ張り、移動を始めた。

「冷たいぞ！　あたしをどこに連れていくつもりだ⁉」

「統也を助けに行くんですよ！」

　必死な声で、サザンカは叫んだ。

　巴はしばし考えた後、火梓の命令に背そむく決断を下した。

「あんたがそう言うんなら仕方ない。行こうじゃないか」

　サザンカの手を振り切り、自分で走り始める。

　と、行く先に小型のＳＣが二体三体と現れ、二人の行く手を塞ふさいだ。

「邪じや魔まをするんじゃあない！」

　巴は霊れい力りよくを集中する。応じて、手の中の霊刀が巨大化し、斬ざん馬ば刀とうサイズへと変へん貌ぼうする。

　斬馬刀にて、巴は眼前の敵をまとめてぶった切った。

　しかし、新手が右から左から次々と迫せまり来る。アリーナへの道は近いようで遠い。




「はああああ──ッ‼」

　刃は先さきで核を捉とらえた手て応ごたえを覚えながら、紅葉はアスカロンを押し込んだ。

　びくり、とヘビーヘッドは身を震ふるわせて、一いつ瞬しゆんの後、砕け散った。

　ダイアモンドダストが舞まうような輝かがやきの中、紅葉は体勢を立て直して、額の汗あせを軽く拭ぬぐった。

「お見事」

　統也の褒ほめ言葉に、紅葉は得意そうに笑ってみせた。

「この手のデカブツの相手するの、もう四度目よ。いい加減慣れてくるって」

　応じる声も軽快だ。紅葉の余よ裕ゆうは虚きよ勢せいでもなんでもない。危険な敵ではあったが、その性質は以前に戦ったＳＣと大きく変わるものでもない。レギュレーションが統一されているのだから、当然とも言えるが。

　紅葉はあっさりとセント・ジョージ・クロスをＳＣに刻みつけ、始末してしまった。

「……バカな！」

　ブリーダーにとっては、およそ受け入れがたい結果だった。放送席デスクの陰かげからほんのちょっと頭を突き出したレックスが、動どう揺ようを隠さずに叫さけぶ。

「俺のヘビーヘッドが、こんなにもあっさりと……⁉　そんな、何故なぜだ……⁉」

「いやあ、たしかに、今まで戦ったＳＣの中では、一番強かったと思うよ」

　統也は慰なぐさめの言葉を投げかけた。

「個人的な主観を述べさせてもらうなら、チャンピオンはあなたのＳＣだ。でかいし、ガタイのわりに速いし、なんと言っても闘とう争そう心がある。とはいえ、僕らも死にたくないんでね」

「むぐぐ……」

　レックスが言葉を失っているところに、

「このアホが！」

　ゴス、と妙みようなマイク音が響いた。石塚がマイクでレックスを殴なぐったのだ。

「あぐッ」

　レックスはデスクの陰から弾はじき出され、床ゆかにべたりと倒れた。慌あわててデスクの陰に戻もどろうとするものの、

「こっちに来るんじゃあない！　このボケナス！」

　石塚のキックが飛んできて、蹴け倒たおされた。階段状の客席を転がり落ちる。

「この勝負に私の命がかかっていたんだぞ！　おまえのクソＳＣ、弱すぎじゃないか！　おまえなんかワイルドハントにハントされろ！　そして死ね！」

　罵ば声せいを浴びせた後、石塚は反対側から飛び出し、地を這はうようにして逃げ出した。

「あ、おい！　待てよ！」

　統也は金かな網あみ越ごしに霊れい弾だんを放った。が、石塚は身を低くして、客席にうまいこと隠かくれながら移動していた。霊弾は客席に阻はばまれ、届かない。

「この金網を壊こわさないと……！」

　紅葉が金網のそばに駆け寄り、斬りつけた。

　が、さすがはＳＣ同士の戦いから観客を守るための網である。かなり堅けん牢ろうにできており、さしもの紅葉でも切り裂くにはしばし時間がかかると見えた。

　石塚はアリーナを出る通路へ飛び込もうとしたが──

「……どこに行くつもりだ」

　不意に、人ひと影かげが石塚の行く手を塞いだ。

　眼鏡めがねをかけ、肩かたに狐きつねを乗せた、ロングヘアの少女。

「げえ！　エージェント・エスメラルダ！」

　石塚はその場で固まり、恐きよう怖ふの声を漏もらした。

　その声に、統也、紅葉の視線も少女に向く。

「言ったはずだ……」

　声質と反する重い口調で、エスメラルダは石塚を責めた。

「万ばん事じ遺い漏ろうなく務めるように、と。さもなくば、責任者としての仕事は任せられない……」

「……コキュートスの人間か！」

　統也はすぐさま霊弾を撃うち込んだ。

　狙ねらいは完璧、少女の胸部に着ちやく弾だんすると思われたが──

　霊弾は少女に届く手前で、あらぬ方向へ弾き飛ばされた。

「バリア⁉」

　少女の周囲に、シャボン玉のように輝く皮ひ膜まくがうっすらと、しかし確実に存在していた。

　少女は統也には一いち瞥べつもくれず、冷たい目線を石塚に送り続ける。

「ヒ……ヒィ！」

　石塚は立ち上がり、反対側に逃げ出そうとした。

　直後、上方から人影が降ってきて、またも石塚の逃とう走そう路ろは塞がれる。

「あ、あいつ……！」

　その姿には、統也も紅葉も見覚えがあった。

　マフラーを巻いた人物。病院で逃げられた、あの性別不明の人物だ。何故か両手で花束を持っている。

「残念。ＳＣが勝利を収めた暁あかつきには、ブリーダーに花束を贈ぞう呈ていするつもりでいたが──」

　少女は石塚を見据える。

「君に花を捧ささげなければならないようだ」

　応じて、マフラーの人物は花束の中から一本、花を引き抜いた。

　またもや珍しい花だ。薄うす紫むらさき色のしおれたアサガオみたいな筒つつ状じようの花が何本も天に向かって生えている。

「タツナミソウの花言葉は『私の命を捧げます』……」

　マフラーの人物が、声を発した。少年とも少女ともつかない、高いトーンの声だった。

　石塚は、客席を乗り越こえて逃げようとした。

　が、マフラーの人物が背中から石塚を捕つかまえて、延えん髄ずいに花の茎くきを突き刺した。

　まるで金かな串ぐしみたいに、茎はざっくりと深く潜もぐり込んだ。

　石塚のあがきが止まり、脱だつ力りよくする。

　マフラーの人物は、石塚を押して捨てた。脱力した身体からだが客席を転げ落ちる。

「……さて」

　改めて、少女は統也たちを見下ろした。

　しばしの間、言葉を失っていた統也だったが、

「おまえ……なんてことしやがる‼　おまえの部下だろうが！　不都合だからって、殺すのか⁉」

　目の前で行われた行こう為いに、怒ど声せいを走らせる。両目に緑の光が灯ともる。

「統也、落ち着いて！」

　それを見て、素す早ばやく紅葉が身を寄せた。

　統也は少女を見み据すえたままに、気を落ち着けた。一つ息を吐はいて、

「あんた、コキュートスの人間だな？」

　比ひ較かく的冷静な声で、質問を投げた。

「ご想像にお任せする。私の名前は、仮にエージェント・エスメラルダとしておこう」

「露ろ骨こつにコードネームじゃないか」

「本名を名乗れるわけないだろう」

「俺は名乗る。たとえ相手が人殺しだろうがな。神柳統也、ワイルドハント所属だ」

　エスメラルダに向けたままの銃じゆう口こうを、統也は揺ゆらした。

　余裕の体で、エスメラルダは両手を広げた。

「君は一つ勘かん違ちがいをしている。コキュートスは無益な損失を許さない。石塚をただ殺すのは無益な損失だ──」

　ガン！　といきなり金網を揺らす音が響く。

　統也と紅葉の視界が塞がれる──石塚によって。

「ヒィ⁉」

　突とつ然ぜんのことに、紅葉は思わず悲鳴を上げて後ずさった。

　死んだはずの石塚が、金網のすぐ向こうに立っていた。

「……ウォォォォ！　オオッ‼」

　理性の欠片かけらもない叫び声を上げ、両手を金網に掛かける。ついさっきまで紅葉が切り裂さこうとしていたあたりを、両手でこじ開けようとする。

　ガガガ、と音を立て、金網全体が震える。

「そんな簡単に引き裂けるわけないでしょ──」

　紅葉の言葉は、尻しりすぼみになった。

　バリバリ、と派手な音を立て、石塚が金網を裂いてしまったからだ。

「……噓うそ？」

　紅葉の驚おどろく顔をあざ笑いながら、石塚は金網の中へと侵しん入にゆうする。

「こいつ……！」

　統也が三連斉せい射しやを放つ。

　弾だん丸がんはことごとく命中、衝しよう撃げきで石塚は金網の外へと押し出され、仰あお向むけに転てん倒とう。

　霊弾といえど、すぐには立ち上がれないほどのダメージを被こうむっているはずだが──

　周囲から、煙けむりのようなものが寄り集まり、石塚の身体を覆おおう。

　その正体は、霊れい気き。

　霊気は石塚にまとわりつき、形をなした。

「……フゥゥゥゥ……」

　吐と息いきを吐き出しながら、石塚は起き上がった。霊気の鎧よろいに身を固めた姿で。

「説明してやろう」

　エスメラルダは語った。

「ＳＣＦＳは、我々が開発した技術を試ためす場所でもある。ＳＣの核かくに巻き付ける赤いリボン、そこに落ちているだろう？」

　紅葉は視線を落とし、すぐに気づいた。赤いリボン状のもの、角つきＳＣを倒たおすたびに発見回収した例の物が、アリーナの地面に力無く落ちている。おそらく、ヘビーヘッドの物だ。

「それは、ブリーダーとＳＣの意い思し疎そ通つうを可能にする、という目的のもとに作り出された試作品でね。ブリーダーたちに安価で提供して、使用してもらっている。実地でデータを得て、それをフィードバックし、完成品を作り上げる。で、ＳＣＦＳでは将来的に、人間対人間のバトルも開かい催さいしようと考えていてね」

「霊れい能のう力りよく者同士を戦わせようってわけか。趣しゆ味みの悪い」

　統也が言うと、エスメラルダは首を振ふった。

「ちょっと違ちがう。霊れい力りよくをまるで持ち合わせていない者同士を戦わせるのだよ。なんらかの手段でもって霊力を注ぎ込み、霊能力を強ごう引いんに発現させる。今は見ての通り、彼女の花の力を借りているが、何かしらもっと簡単な手段を使う必要はあるだろう」

　彼女、と言いながらエスメラルダは横に立つマフラーの人物を指さした。

「ますます趣味が悪いな……！」

　統也の声は、怒いかりのためぶれてきた。

「なんとでも言うがいい。この技術には可能性があるが、まだ色々と問題もある。いかほどの霊力を注ぎ込めばいいのか、適量が見えていなくてね。少なくては霊能力が発現しない。多すぎると理性を失い、死に至る。というか、死ぬまで戦う」

「死ぬまで戦う……だと」

　統也は石塚を見やる。顔までもが霊気の鎧に隠れ、その表情は見えない。だが、

「フォォォォ！　ウォォッ‼」

　理性を失っているであろうことは十分に推察できる。病院で大暴れしたエクウスと同じだ。

「戦ってくれ、神柳統也！　技術の限界がどこにあるのか、調べなければならないんだ」

　エスメラルダは笑えみさえ浮うかべて、統也に頼たのみ込んだ。

「その男の命など気にすることはない。むしろ殺すつもりで戦ってもらわないと困る」

「おまえ……！」

　統也の両目に、またも緑の光がちらつき始める。

「そこで待ってろ！　石塚を退け次し第だい、必ず叩たたきのめす！」

「威い勢せいのいいことだ。楽しみに待っている。だが、石塚を殺せるかな……？」

「グオオオオッ‼」

　石塚は高らかに咆吼し、統也目がけて突とつ撃げきした。

　統也は真っ向から迎げい撃げきする。銃じゆうを構えて、三連斉せい射しや。

　肩かた口ぐちを、膝ひざ頭がしらを、脇わき腹ばらを、石塚は撃たれた。撃たれるたびに体勢を崩くずすものの、堅牢な霊れい気き鎧よろいにはヒビすら入らない。

　ゆっくりと、しかし強引に、石塚は前進を続け、腕うでを伸のばす。

　直接、統也が構える霊れい銃じゆうをもぎとろうとして──

「させるかァッ‼」

　真横から、紅葉が斬きりつけた。

　石塚は右腕を振り上げて、アスカロンを受け止める。

　刃やいばと鎧が嚙かみ合って、力比べになった。

「ムグゥゥ……⁉」

　アスカロンの刃が、じわじわと鎧に食い込む。紅葉の霊力吸収能力が鎧を侵しん蝕しよくしていた。

「フヌゥゥゥゥッ！」

　大きく踏ふみ込んで、石塚はパンチを繰くり出した。

　紅葉は飛びすさり、パンチに空を切らせる。

　片足で着地、それを軸じくにくるりと回転。先さき程ほどと同じ箇か所しよに攻こう撃げきを重ねようとするが──

　それより速く、石塚の鎧は復元を始める。

　紅葉の斬ざん撃げきは、穴のあった場所に完かん璧ぺきに叩き込まれた。

　が、その時には穴は完全に塞ふさがっていた。

　刃は鎧に阻はばまれて、ダメージを与あたえるには至らない。

「フオッ！」

　石塚は身体ごと突つっ込んで、体当たりを仕し掛かける。

　肩口からの突とつ進しんを、紅葉は避よけきれなかった。

　鈍にぶい衝しよう突とつ音おんが響ひびき、石塚は紅葉を身体で持ち上げる。

　持ち上げたままに走り抜ぬけ、そのまま紅葉の背中を金かな網あみに激げき突とつさせる。

　ガシャンと金網が揺れ、紅葉の肺から強制的に空気が吐き出される。

　石塚は紅葉の喉のど元もとをつかみ、絞しめ上げ始めた。

「紅葉ッ！」

　統也が真横から前まえ蹴げりを繰り出し、石塚を強引に引き剝はがした。

　金網から落ちてきた紅葉を抱だきかかえ、石塚から大きく距きよ離りを取り、尻を地につかせる。

「大だい丈じよう夫ぶか⁉」

「大丈夫……！」

　首を押さえながら、紅葉は咳せき込んだ。

　紅葉の首には、既すでに痣あざができていた。石塚の手形が、はっきりと残っている。

「なんだこりゃ……⁉」

　統也は驚きを隠かくせなかった。どれだけの力で絞め上げれば、こんなにもはっきりとした跡あとがつくのか。少なくとも、常人の握あく力りよくではない。

「霊力を利用して、脳が肉体にかけているリミッターを外す。それが新技術のキモでね」

　エスメラルダが解説を加えた。いつの間にやらマイクを手に握にぎっている。

「獣けもののような怪かい力りき、反射神経を発揮できるから、それこそ人間離ばなれしたバトルを演出できる。一方で、肉体がボロボロになるのが問題だ。さすがにファイターをいちいち使い潰つぶすのは、興行的によろしくない。だからこそ実験が必要だ」

　ぎりり、と統也は無言でエスメラルダを睨にらんだ。ますます目の光が強くなる。

「大丈夫よ、統也……！」

　統也にしがみつきながら、紅葉は立ち上がった。

「ただ……あいつ、とんでもなく強いわね」

「同感。楽勝かと思っていたけど、なめてたようだ」

　霊気鎧は絶えず変化を続け、ますます異形の様相を呈ていしている。じわじわと巨きよ大だい化し、いつの間にやら身長二メートル半程度にまで成長していた。石塚の振る舞まい、仕草もどんどん人間離れしつつある。狂戦士、と呼ぶにふさわしい。

「俺の銃も効かない、アスカロンで穴を開けてもすぐに塞がる。おまけにあの野や郎ろうは怪力の振るいすぎで、ほっとけば死ぬ。どうすりゃいいんだ」

「耐たえるだけ耐えて、石塚が力尽つきるのを待つのが一番楽だろうけど……」

「ダメだ！　誰だれだろうが、無む駄だに死なせはしない！　あいつが死んだらＳＣＦＳの全容解明ができなくなるぞ！」

　統也の目の光が力を増した。

「ああ、ごめん、統也！　落ち着いて！」

　紅葉は慌あわてて謝った。

「考えがある。紅葉が石塚の鎧に穴を開けて、そこに俺が弾丸を撃うち込む。やれるか」

「それだけであいつを止められるかな……？」

「やらないよりはやった方がマシだろ！」

「そうね……！」

　統也に急せかされて、紅葉は単身突きかかった。

　大上段にアスカロンを振りかぶり、石塚の脳天へ叩きつける。

　石塚は両りよう腕うでをかざし、頭上で斬撃を受け止めた。

　刃と、下腕部を覆う鎧とが激突。

　熱線が発はつ泡ぽうスチロールを裂くように、刃は鎧に食い込んでいった。

　石塚は腕を大きく払はらい、そのままアスカロンを押し離はなした。

　紅葉は大たい剣けんの平で石塚の視界を覆いつつ逃にげて、

「統也！」

　呼び声とともに大剣を持ち上げる。

　視界が開けたその瞬しゆん間かん、石塚の正面に現れたのは、発射体勢の統也。

　統也は引き金を引いた。

　ターゲットは、石塚の鎧にぽっかりと開いた縦長の穴。

　穴そのものは小さいが、この距離、統也の腕うで前まえならば外さない──と思いきや。

　霊れい弾だんは穴の数センチ横に着弾した。

　衝撃で石塚の腕が後方に弾はじかれるものの、大きなダメージには至らない。

「だったら……！」

　紅葉は体勢を立て直し、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　遠心力で威い力りよくを増した斬撃が、今度は石塚の脇腹あたりに深く食い込む。

「ゴオアアアアッ‼」

　怒りに猛たけり狂くるい、石塚は力任せに拳こぶしを振り下ろす。

　紅葉は直ちよく撃げきを避け、真横に通り抜ける。

　その紅葉を追いかけて、石塚は一歩大きく踏み出した。

　結果、脇腹に開いた大きな穴が、統也の真っ正面に来た。

「おおおお──ッ‼」

　三発立て続けに、統也は撃ち込んだ。

　ところが、一発たりとも穴に収まらない。

　鎧よろいの上ばかりに着弾、うち一発は鎧にすら当たらず、あらぬ方向へ飛んでいく。

「ウゥゥ……‼」

　鎧の穴を晒さらしていたことに気づき、石塚は身をよじりながら逃げた。距離を置いて、一いつ旦たん間を取る。

「このッ！　こいつッ！」

　統也は連射を続ける。もはや乱射だった。やたらと撃ち込み、しかし狙ねらいは定まらない。常人相手ならともかく、今の石塚相手では、霊力の無む駄だ遣づかいとしか言いようがない。

　統也の両目は、もはや見み間ま違ちがいようがないほどの強い緑の光を放っていた。

「統也！　統也‼」

　紅葉の呼びかけに、やっとのことで反応する。

「……う……うう……？」

　霊弾が止まる。統也は左手で顔を押さえた。

「ダメだ……こんなところで自じ爆ばくするわけには……」

　内なる衝しよう動どうと戦い、苦く悶もんの表情を閃ひらめかせながら、よろめく統也。

　弾たま切れに気づいて、カートリッジを取り替かえにかかるが、交こう換かんする手て際ぎわすらおぼつかない。

「……統也……！」

　紅葉も焦あせる。

　統也は自分を見失いかけ、必死に理性を闘わせている。怒いかりを抑おさえようとしている。

　だがそのことが、戦せん闘とう員としての能力を著いちじるしく削そいでいる。まるで集中できていない。

　このままでは、石塚を捕つかまえるどころか、統也と紅葉の命の方が危ない。

　なんとかしなければ、こちらが死ぬ。

　そう考えた時、

「もう……やるしかないわね！」

　紅葉は地面を蹴っていた。

　アスカロンを構え、石塚目がけて突進する。

「フアアアア──ッ！」

　石塚は吠ほえ、霊れい気きの固まりと化した拳を振ふり下ろした。

　人の頭よりも巨大な拳に潰される寸前。

　紅葉は飛んだ。

　拳は、紅葉が地を蹴った場所を叩たたく。

　紅葉はその拳の上に乗って、

「よっ！」

　更さらに蹴った。

　腕うでを伝い、肩かた口ぐちから後背に回り、半回転。

　アスカロンを逆手に持って、

「はあああッ‼」

　自分の全体重をかけ、石塚の背中に突き立てた。

　刃は、霊れい気き鎧よろいを深く抉えぐる。

「ムオオオオッ⁉」

　石塚は調子の狂った悲鳴を上げ、身を震ふるわせた。

　紅葉は両足を霊気鎧にまわしてがっちり固定、しがみつく。

　そして、統也に向けて叫さけんだ。

「統也！　ぶっ飛ばして‼」

　やっとカートリッジ交換を終え、構えた統也の銃じゆう口こうが、わずかに下がった。

「こいつを鎧ごとぶっ飛ばすのよ！　あの超ちようでかい大たい砲ほうで！」

　石塚の揺ゆさぶりに耐えながら、紅葉は大きな声で求める。

「……何……」

　統也は目を見開いた。

「自爆！　自爆しろって言ってるの！」

　はっきりと、紅葉は要求した。

　自爆で失神させれば、石塚を死なせることなく確保することも可能だろうが──

「何言ってるんだ！　今はサザンカはいないんだぞ！　紅葉も巻き込まれる！」

　銃じゆうを構えたまま、統也は叫ぶ。

「それしかないでしょ⁉　まともに的に当てられない状態で、何言ってるの⁉」

　紅葉は叫び返す。

「それは、そうだけど……！」

　紅葉の言葉の正しさを認めつつも、統也は惑まどう。

「気にしないで！　私の力、忘れたの⁉　……うあああッ⁉」

　紅葉の声は、悲鳴によって途と切ぎれた。

　石塚が思いきりバックして、紅葉の背中を金網に叩きつけたのだ。

　けれども紅葉は両手両足でがっちりホールドして、体勢を維い持じし続ける。

「私の力で、統也の爆ばく風ふうも吸収する！　それで自分の身だけは守ってみせる！」

　石塚は繰くり返し紅葉を叩きつける。

　それに耐えながら、紅葉は叫んだ。

「吸収能力って……！　そんなこと、本当にできるのか⁉」

「やってみる！　やってみなきゃわからない‼　怒りをぶつけて、統也！」

　ただ金かな網あみに当てるだけでは衝しよう撃げきが吸収拡散されると気づいて、石塚はわずかに場所をずらし、金網を固定する鉄の支柱に紅葉をぶつけ始めた。

　言葉の合間合間に漏もれる悲鳴の声が高くなる。

「私は、統也の怒りを、肯こう定ていする！」

　それでも紅葉は、求めることをやめない。

「卑ひ劣れつな人間や悪い奴やつに怒おこるのは、誰だって当然でしょ⁉　統也だけが我が慢まんする必要はない！　あとのフォローは私がする、だから統也は自分に噓うそを吐つかないで！」

　必死な紅葉の声が、統也の耳を──心を衝つく。

「やるのか、やらないのか！　イエスかノーかで答えて！　統也‼」

　統也はひとたび両目を閉とざし、

「そうか──紅葉」

　静かに見開いた。

　両目が輝かがやく。激しい緑色の輝きが、統也を満たす。

「だったら、紅葉の言葉、信じるぞ！」

　右手の手て袋ぶくろを握にぎり潰つぶし、投げ捨てた。

　新たに現れた、激しく輝く右手で霊れい銃じゆうを握る。

　銃口をまっすぐ、石塚に向ける。

「おおおおおお──ッ」

　唸うなる。

　怒りを剝むき出しにして、感情を包つつみ隠かくす理性を脱ぬぎ捨てる。

　右手の輪りん郭かくが揺らぎ、霊銃を覆おおう。

　強い緑の輝きが、新たなる銃じゆう身しんを形成する。

　巨きよ大だいな砲ほう口こうが、生まれ出いでる。

「な……」

　エスメラルダは目を見開き、

「……グヌ……」

　理性を失った石塚ですら、奇き妙みような気配を感じて動きを止める。

「…………！」

　砲口の奥に新たな輝きが灯ともるのを、紅葉は見た。

　あの砲口から放たれる爆風を、真っ向から受け止めるのだ。

　だが、逃にげることはできない。

　瞬まばたき一つせずに、紅葉はただ統也を見み据すえる。
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　汗あせが頰ほおを一筋伝っていることすら、気づかない。

　最悪でも、死にはしない。数日間昏こん睡すいして、鼻から青あお汁じるを吸うような苦しみを味わうだけだ──と自分に言い聞かせて、

「統也ァァ──ッ‼」

　紅葉は統也の名を呼んだ。

　石塚は、紅葉を振り落とすことを忘れ、統也目がけて突とつ進しんした。

　だが、もう遅おそい。

「消えろォォォォ──ッ‼」

　絶ぜつ叫きようとともに、光の束が炸さく裂れつした。

　その直撃を受けた瞬間、石塚の霊気鎧は粉ふん砕さいされた。

　石塚は妙みようなポーズで、紅葉はアスカロンを構えたまま吹ふき飛ばされ、金網に激げき突とつ。

「んうううう──ッ」

　金網に支えられながら、紅葉はアスカロンに最大の霊れい力りよくを込めた。大たい剣けんは更に巨大化し、障しよう壁へきとなって紅葉を守る。

　霊力のこもった爆風を、アスカロンは吸収する。しかし勢いは凄すさまじく、その輝きはアスカロンを透とう過かする。陰かげに隠れた紅葉の視界が、どんどん明るく、緑色に染まっていく。

「うああああァァ──ッ‼」

　紅葉は絶叫した。その絶叫も、光の奔ほん流りゆうに吞のみ込まれる。

　メリメリ、と統也の砲ほう身しんは音を立ててひび割れる。

　ひび割れの内側から一本、また一本と光が漏れて──

　ついに、砕くだけた。

　最後の爆ばく音おんと爆風が、乱れ弾はじける。

　金網の内側も外側も一いつ緒しよくたにして、何もかもが光の中に消えていった。







「統也⁉　統也！」

　アリーナへ、サザンカと巴が飛び込んだ。

　二人が見たのは、爆風が完全に収まった直後の風景。

　金網の外側、観客席には人の姿はない。

　内側には、金網のそばで倒たおれている三人の姿。

　うち二人は、統也と紅葉。

「まーたやっちまったみたいだな」

　苦々しげに、巴は顔を歪ゆがめた。

「統也、大だい丈じよう夫ぶですか⁉」

　サザンカは金網の裂さけ目から割って入り、統也のそばに駆かけ寄った。上半身を抱だき起こし、繰り返し呼びかけてみるものの、反応はない。

　巴は紅葉に目を転じた。

「巻き込まれたか。だから覚かく悟ごしておけって言ったのに。こりゃ三日は目が覚めないね。顔に落書きしてやろうか」

　ペンの類たぐいを持っていただろうか、と上着のポケットを探さぐり出す。

　と──

「…………うん……」

　紅葉はわずかに声を漏らし、薄うすく目を開いた。

「あいたたたた……」

　背中を押さえながら身を起こし、程ほどなくしてサザンカ、巴の存在に気づく。

「あら、サザンカに巴。統也は……」

　サザンカのそばに倒れている統也を見つけて、紅葉はほっと息を吐いた。

「なんでおまえが先に目を覚ますんだ」

　巴がぶっきらぼうに問いを投げかけた。

「それは……」

　目覚めたばかりでなかなか頭が回らず、紅葉はすぐには答えられなかった。

　が、意識がはっきりとしてくるにつれ、記き憶おくが蘇よみがえり、何が起きたのかを理解した。

　うまいことアスカロンで爆風を吸収できたのだ。

　現在時刻を確かく認にんする。おそらく、気絶していた時間は数分にも満たない。

「できたのね……」

　ほっとして、紅葉は息を吐いた。

「うぬ……ぬぐぐ……」

　程なく、統也も声を漏らした。目を覚まして、サザンカ、巴、紅葉を見つけ、

「……おはようございます。今日は何日？」

　と質問した。

「まだ晩だぞ。おまえらの潜せん入にゆう調査が怪あやしい雲行きだったから、追いかけてきたんだ」

　巴の答えに、統也は眉まゆをひそめた。

「え？　まだ晩？　僕、さっき自じ爆ばくしたばっかりなのに、もう目覚めた？」

　統也は視線でサザンカに確認を求める。

「そのようですね。何があったんですか」

　サザンカに逆に問い返されて、統也は紅葉に助けを求めた。

「うまくいったのよ。私の作戦がね」

　紅葉は自じ慢まんげに自分の胸を叩たたいた。

「そうか。……それは……なんとまあ」

　不思議そうな顔をして、統也は自分の頭を撫なでた。

「それより、石塚とエスメラルダは……？」

　くるり、と統也は振ふり返る。

　石塚は、生身の状態で金網にめり込んでいた。がっくりと首を垂れていて、表情は見えない。

　統也は立ち上がり、ふらふらと接近し、顔を軽く持ち上げて、

「……生きてるな。よかった」

　石いし塚づかの呼吸を確認した。

　観客席を見上げる。エスメラルダ、マフラーの人物の姿は、どこにも見あたらなかった。いつの間にやらレックスもいない。

「爆風に巻き込まれる前に、逃げたみたいね」

「もう追えそうにないかな……。ま、いいさ。早く目覚めたとはいえ、猛もう烈れつに吐はきそうで仕方がない」

　統也は金網に寄りかかり、自分を支えた。

「石塚を連行しなくちゃならないってのに……。手伝ってもらえるかな、巴」

「手伝うのは結構だが、面めん倒どうごとはそれだけじゃないぞ」

　巴は険しい表情のままに言った。

「地上では、小型中型のＳＣが大量発生して大暴れしている。ワイルドハントのメンバーが一いつ般ぱん人を守るために奮ふん闘とうしている最中だ。すぐには帰れんぞ」

「何？　……そうか、それで応おう援えんが来なかったのか。というか、援えん軍ぐんが来ることをすっかり忘れてた」

「言われてみれば」

　統也と紅葉はお互たがいに見み交かわし、笑った。自然と笑えみがこぼれた。

「笑っている場合じゃありませんよ。特に紅葉、身体からだが動くようなら、上でのＳＣ退治にもう一ひと肌はだ脱ぬいでくださいな」

　サザンカが口を挟はさむと、紅葉は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「えええ。私も統也の自爆を食くらってひどく疲つかれてるんだけど。背中もすごい痛いし、吐きそうだし」

「紅葉も？　もらい吐きってやつですか？　でも、ＳＣを退治しなきゃベッドまでたどり着けませんよ。さ、上に行って戦うんです」

　サザンカは紅葉の背中に手を当て、押し出した。

「あっ、冷たい！　サザンカ、行くから離はなして！」

　文句を垂れながら、紅葉は押されるままに歩き出す。

「あ、ちょっと！　石塚運ぶの手を貸せよ！」

　統也は二人の背に声を投げたが、紅葉もサザンカもそのまま行ってしまった。

「参った。……巴、手伝ってくれるか？」

　恐おそる恐る、統也は巴に問いかけた。

「結構」

　巴は頷うなずいた。

「ただし条件がある。本日この場から生せい還かんの暁あかつきには、『梅光院巴さんのおかげで生きて帰ることができた。美人の巴さんには感謝している』と吹ふい聴ちようして回るように」

「了りよう解かいした。今なら石せつ鹼けん百個でも喜んで食べる」

　統也は苦く笑しようした。







　翌日から、ＳＣＦＳサイトはアクセス不能になった。

　アクセスしてみても、表示されるのは四〇四エラーの味気ない画面のみ。

「会員の皆みなさん、今いま頃ごろがっくりしてるでしょね～」

　マウス操作でインターネットブラウザの更こう新しんボタンを連打しながら、あやめは言った。

「所しよ詮せんはいわゆる裏サイトだから、突とつ然ぜん前兆もなくサイトが消えることくらいは覚悟してるでしょうけどぉ、『レトリビューション』の結果が不明なままですからね～」

「そうなのか」

　と統也は応じた。

　戦いの翌日。統也と紅葉はひどく消しよう耗もうしていたものの、いつも通りに学校に通い、放課後には博物館にやってきていた。大した怪け我がも、自爆による後こう遺い症しようもない。

「私たちとヘビーヘッドの戦い、中ちゆう継けいされていたんじゃないの？」

　紅葉が問うと、

「途と中ちゆうまではね～」

　あやめはとある動画を再生した。

　統也、紅葉コンビとヘビーヘッドの戦いを撮さつ影えいした動画だった。あのアリーナの観客席上部にカメラマンが潜ひそみ、撮影をしていたらしい。

「ただ、ヘビーヘッドが負けそうになると、中継が切れちゃってですね～」

　あやめの言う通り、紅葉がヘビーヘッドの胴どうに深く斬きりつけたあたりで、動画はブツリと切れていた。

「あっ。ここからがいいところなのに。これじゃ勝負の結果がわからないじゃない」

「セコいやり口だなあ。賭かけ金とかあるだろうに、どうなってんだろ」

　統也は肩かたをすくめながら言った。

「ところで、捕つかまえたあの男の様子はどうですか？」

「石塚のことかいな」

　火梓はあやめの隣となりの席に座り、モニタを眺ながめていたが、声を掛かけられて統也を見返した。

「昼頃ごろに目を覚ましたらしいで。コキュートスに消されないよう警備を固めとるから安心しぃや。色々と情報を吐いてもらわなあかんからな」

「それはいいことです。相応の報むくいを受けてもらわなくちゃ。あと、俺たちを襲おそったＳＣのブリーダーの名前も教えてもらわないとね」

　満足げに、統也は言った。

「その辺はうまいことやったるよ。それより、紅葉……」

　火梓は紅葉に目を向けた。

「改めて聞いときたい。自分、統也とのユニットを続けるつもり、あるか？」

「え……」

　言われて、紅葉は思い出した。火梓から、統也とのユニット解消について尋たずねられていたことを。

　統也は片眉を吊つり上げて、不安そうな目で紅葉を見つめる。

　その視線をわずかに見返した後、紅葉は火梓に向き直り、

「忘れてましたよ、そんなこと。何しろ、これからも統也とのユニットを続けていくこと、当然だと思ってましたからね」

　明朗な口調で言い切った。

「ほう。そうか。自分がそう言うなら、別にええねん」

　火梓は腰こしを上げると、統也とサザンカの肩を叩いた。

「ほんなら、仲良くしたりや。イレヴンベータは今後も継けい続ぞくってことで、よろしくな」

　満足そうに笑みを浮うかべて、そのままブースを去っていく。

　統也は火梓の背中をしばらく目で追った後、紅葉に顔を向けた。

「本気か。本気で僕とのユニットを続けるつもりか」

「何よその疑わしげな眼まな差ざしは。本気よ、本気」

「これから何度も僕の自爆に巻き込まれることになるぞ」

「私の力で、自爆ダメージを軽くできることがわかったでしょ。あの程度、どうってことないわよ。むしろ、私無しではこの先やっていけないと思うんだけど？　それとも、統也の方が、私とはやっていけないって思ってるわけ？　イエスかノーかで答えて」

「ノーだ」

　統也は必死に首を振った。

「紅葉がこれからもユニットを組んでくれるって言うんなら、大だい歓かん迎げいだ」

「結構。初めて、はっきりと答えてくれたわね」

　紅葉はにっこりと笑った。

「そうだっけ。……ただまあ、今まで、ユニットを組んだ相手のことごとくから拒きよ絶ぜつされてきた過去を思い起こすと、にわかには他人を信じられないと言うかなんと言うか……」

　口元を押さえ、統也はぶるぶると震ふるえながら脂あぶら汗あせを流し始めた。

「……なーんか、二年の間に本当に色々あったみたいね……」

　紅葉は短く言った。

「統也の心は生まれつきナイーヴで、かつこの二年でズタズタに切り裂さかれたのですよ」

　サザンカが落ち着かせようとして統也の頰ほおに手を寄せ、

「……冷た！」

　統也は反射的に正気を取り戻もどした。

　はあ、とサザンカは寂さみしげなため息を漏もらした。

「しかし残念ながら、私のこの身では、統也を守るのにも限界があります。もう一人の人間をユニットに入れるのも、やむなき仕し儀ぎとして受け入れます。でも、紅葉──」

　鋭するどい視線を、紅葉に投げかける。

「あなた、絶対に統也を裏切らない、傷つけないと誓ちかえますか？」

　少し考えてから、紅葉は返答した。

「前者はイエス、後者はノー。統也を傷つけるな、ってのはちょっと過保護じゃない？　私がロンドンで出会った神柳統也って男は、少々の傷で弱音を吐くような人間じゃなかったわよ」

「なるほどね……」

　フッ、と統也は短く笑った。

「ま、自じ爆ばくに何度も巻き込まれれば、僕を殴なぐりたくもなるだろうよ。その時は、全面的に僕が悪いんだから、おとなしく殴られるとしよう」

　と言って、表情を改める。

「アリーナで、私を自爆に巻き込んでくれ、って言ったよな。あんなことを言われたのは初めてだ。今までのパートナーたちは自爆するな、巻き込むな、死ねこのボケナスとしか言ってこなかったのに」

「……それって全部巴じゃないの？」

「まあね。僕はそういったことを言わない人とユニットを組みたい」

　す、と統也は右手を差し出した。が、すぐにハッと気づいて、

「いや、こっちの方がいいかな」

　左手を出し直した。

「いえ、別にこっちでいいわよ」

　紅葉は統也の右手を引っ張り出して、握あく手しゆした。

「合意成立ね。ユニットイレヴンベータ、改めて結成よ」

「ああ」

　統也は力強く手を握にぎり返した。

「個人的には不ふ愉ゆ快かいですが、認めましょう」

　渋しぶ々しぶといった体を装いながら、サザンカは二人の握手に手を重ねる。

「冷たい！」

　紅葉は叫さけんで手を引っ込めた。

「……少しは我が慢まんしてくださいよ」

　不満げにサザンカは言ったが、

「サザンカこそ、統也みたいに手て袋ぶくろはめなさいよ。私と握手したいんだったら」

　手をヒラヒラさせながら、紅葉が言い返す。

「あなたと握手？　何を言っているんです、今はユニットの結束を固めるという儀ぎ式しき的な意味合いで手を重ねようとしたのであって、あなたと握手しようとしたのではありませんよ。というか、なんで私があなたの不ふ浄じような手に触さわらなきゃならないんですか」

「何が不浄な手よ！　訂てい正せいしてよサザンカ！　さもないとその不浄な手とやらであなたの身体をベタベタ触りまくるわよ⁉」

「はあ？　紅葉、どうやら不浄なのは手だけではないみたいですね。その発想、心が不浄ですよ！」

　気がついた時には、紅葉とサザンカの会話は口論になり果てていた。

「あらら。仲がいいですね～」

　おっとりとした笑えみをあやめは浮かべ、

「そうかな。人の仕事場で大おお騒さわぎするのはいかがなものかね。どうやらこの新ユニットの中で、然しかるべき常識をわきまえているのは僕だけのようだよ」

　統也はしれっと言い切った。

　と──

「おーい。統也、紅葉、サザンカー……」

　何故なぜか、退室したはずの火梓が戻ってきた。

「四条大宮でＳＣが出たんやて。行ってくれるか？」

　出動要よう請せいの声に、

「「了解！」」

　紅葉とサザンカはぴたりと口論を止やめて声をそろえ、すたすたと歩き始めた。

「さ、統也、行きましょ。体調は大だい丈じよう夫ぶよね」

　紅葉は統也の腕うでに組み付いて引っ張り、

「具体的な場所はどこでしょう」

　とサザンカは火梓に詳しよう細さい情報を尋ねる。

「……なるほど。こりゃあやめの言う通りだ」

　統也は意見を翻ひるがえした。

「言う通り、ってなんのこと？」

「大したことじゃない。このユニット、想像以上に具合がいいかも、って思っただけさ」

　紅葉の質問に、統也は快活に答えた。




　既すでに太陽が西に傾かたむいている時間帯であるものの、いまだに空は青く輝かがやいている。

　晴れ渡わたった光の下、三人は京都の街並みに繰くり出していった──ユニットイレヴンベータとして。







　あとがき







　お久しぶりの六むつ塚づかです。

　新シリーズをお届けします。

　舞ぶ台たいはちょっとだけ未来（といってもおおむね現代ですが）の京都。街中を跋ばつ扈こする幽霊れい的てき存在や、それらを悪用する霊能力犯罪者たちを鎮ちん圧あつするため古都を駆かけ回る少年少女たちの冒ぼう険けん譚たんです。

　何なに卒とぞよろしくお願いします。




　一年二ヶ月ぶりの新刊です。

　この間大病を患わずらったわけでもスランプに陥おちいったわけでもなく、新シリーズのための打ち合わせを繰くり返かえしていたらえらい時間が過ぎていた、という感じでありまして。

　結果丸一年ほどぐうたらしていたような具合であり大反省。

　やっていたことといえば、クロスバイクを買って大おお阪さか市内外を駆けめぐったことくらいで。

　今年はバリバリ書いて本を出していこうと思っております。できるだけ。仕事しないと生きていけないし。




　今回、実際の京都の風景を話の中に盛り込む、ということを試みております。

　京都市中心部の地理について知っている方なら、色々とピンと来るところがあるのではないでしょうか。京都独特の風景というわけではないものの、人の出入りが多い場所をチョイスしてますし。

　よその地域に住んでいる方々も、もしいつか京都に来る機会があれば、このシーンはあそこだのここだのと実際に歩き回って確かめてみるのも楽しいかもしれません。




　私自身が京都市内に住んでいたのは二年間だけですが、いわゆる洛らく中ちゆうとその周辺を歩いて回るのはなかなか面おも白しろい体験なので、今でもたびたび京都に行ってはあちらこちらを闊かつ歩ぽしています。

　なにしろ、日本史の教科書の中でしかお目にかかれないはずの地名やら史し跡せきやらが、その辺にゴロゴロあるんです。住んでいた場所の近所には二に条じよう城じようがありましたし、少し足を延のばせば京都御ご所しよやら仁にん和な寺じやら壬み生ぶやら。

　個人的に面白かったのは（住んでいた場所からは遠いけど）方ほう広こう寺じとか。徳とく川がわ家いえ康やすが言いがかりをつけた「国こつ家か安あん康こう」「君くん臣しん豊ほう楽らく」の鐘かねが今も吊つるされているのですが、その字の小さいこと小さいこと。見に来た人が見落とさないようわざわざ白い線で囲んであるほどの代しろ物もので、こんなので豊とよ臣とみ秀ひで頼よりの運命が決まったのかと感心してみたり。

　ところが、京都生まれ京都育ちの人々にとっては、そういった事物が生活の一部分にしか過ぎないんですね。彼ら彼女らの口から教科書内にしかないはずの単語がごく当たり前に出てくるのを聞いて、田舎いなか者ものの私はえらい違い和わ感かんやらギャップを感じたものです。もう慣れましたけど。




　最後になりましたが、ステキなイラストを描いて下さった鶯うぐいす神楽かぐらさんに感謝の言葉を。今後もよろしくお願いします。

　それでは続刊でまたお会いしましょう。

　続刊でも統とう也やが紅くれ葉は、サザンカとともに京都を駆け回り、そして大爆ばく発はつする予定です。

　お楽しみに。
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